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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
























口絵・本文イラスト　パルプピロシ
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　01　昨日まで普通に接してた人が急に別人みたいになってると、なんかめっちゃ怖い。なんか悪いことしたかなってビビる。めっちゃビビる







　仄ほの暗ぐらい闇やみの中で、隆たか良らは横たわっていた。意識はぼんやりと霧きりが掛かかったかのようで、ここは一体どこなのだろう、と考える気力さえ湧わいてこない。

　もう一ひと眠ねむりしてしまおうか、それとも既すでに夢の中なのだろうか、抗こうしえぬ睡すい魔まに襲おそわれながら、そんな曖あい昧まいな思考に囚とらわれていた隆良の耳に──

『……隆良くん……』

　今ではもう、随ずい分ぶんと聞き慣れた女性の声が、聞こえてくる──アリアだ。夢か現うつつかも定さだかではない、この状じよう況きようで──彼女は、沈しずんだ声で語りかけてくる。

『私がこれからするコトを、キミは一体、どう思うのだろうな──許してなど、くれないかもしれない。私のことを……きっと、嫌きらいになってしまうだろう』

　それは、どういう意味なんだ──そう尋たずねようにも、隆良の口は動かなかった。体にも、まるで力が入らない。

『けれど……それでも私には、為なさねばならないコトがある。やり遂とげなければならないコトが……ある』

　だから、何をしようとしているのか──相変わらず、その問いは言葉にならない。無理に体に力を入れようとしてみても、不思議と眠ねむ気けが増してしまうだけだ。

　やはり、これは夢なのか──そんなことを思う隆良には構わず、アリアの言葉は続く。

『……だけど……だけど、もしも……願わくば────』

「………………？」

『……………………』

　隆良は、続く言葉を待った。今にも闇に溶とけてしまいそうな意識を、必死で堪こらえながら、待った──けれど、続く言葉は、いつまで経たっても来なかった。

（……アリア……？　……なんだよ、おい……お、い……）

　意識が、落ちてしまう──その直前、隆良は必死で目を凝こらした。闇の中、なけなしの力を振ふり絞しぼり、隆良が最後に見たものは──

『……さようなら、隆良くん────これで、お別れだ』

　ただ、どこまでも寂さびしそうな──アリアの横顔だった。







『──……ら…………って……』

「…………？」

　誰だれかの声が、遠くから聞こえてくる──隆良は明るい光をまぶた越ごしに感じ、暖かな眠気に包まれながら、ぼんやりとその声を聞いていた。

『ね……隆良……ねえ……って……』

　はっきりとは思い出せないが、少し前にも、こうして誰かに呼びかけられていた気がする。今ではもう、すっかり聞き慣れた声──同じ人物だろうか、いや、違ちがう。

『……バカ隆良……ちょっ……ねえっ……』

　けれど、その凜りんと響ひびく声をぼんやり聞いていると、何となく心地ここちよくなってくる。このまま、まどろみの中で二に度ど寝ねしてしまおう、と隆良は眠ねむりにつくことを決めた。

　──その瞬しゆん間かん。

『さっさと起きなさいってば────バカ隆良ぁ～～～ッ！』

「……へ、へぁ……？　ふ……ファアーオッ!?　ナニしやがんだぁぁぁ!?」

　まぶた越しに、閃せん光こうがいきなり弾はじけ飛び──隆良が慌あわてて飛び起きると、バチバチと音を立てた電でん撃げきが顔や体の真横を通り抜ぬけていく。そして、それを放った主──雷らい轟ごう魅み神かんが、太陽のように輝かがやく金きん髪ぱつを軽くかき上げ、ベッドの上にいる隆良を見下ろしてきた。

「何よ、いくら呼んでも起きないのが悪いんじゃない。バカ隆良のねぼすけっ」

「だからって、怪け我が人になんつー……！　鬼おにか悪あく魔まか雷らい神じんか!?」

「何をワケの分かんないこと口走ってんのよ。大体、こんな夕方まで寝こけてるのが悪いんでしょ？　だらしないんだから……ていうか、怪我人っていうのも、何のコトよ？　アンタ、ピンピンしてるじゃない」

「は……は!?　何言ってんだよ……ここ！　銃じゆうで確かに撃うたれて──……あ、あれ？」

　隆良が思い切り服をまくり上げ、目が覚める前に『ルリに撃たれた胸』を見せようとする……が、銃じゆう痕こんは影かげも形も見当たらない。まるで、最初から存在しなかったかのように。

「……？　いや、そんなはず……あれ？」

「……た、隆良……」

「!?　その声、夜よ侘わび……お前もいたのか。って、ん？　何でお前、顔隠かくしてんの？」

　怪け訝げんそうな顔をする隆良に対し、夜侘はなぜか顔を真っ赤にしながら、両手で顔を覆おおい隠して──……ない。両手の指の隙すき間まを開き、服がまくれ上がって露あらわになっている隆良の肉体を、眼帯に覆われていない左眼でチラチラと覗のぞき見ている。よくよく見れば、魅神も同様に顔を紅あかくしてそっぽを向き、しかし横目は隆良へと時々向いていた。

　二人の反応は隆良にしてみれば謎なぞだったが、それよりも遥はるかに大きな謎──ルリに撃たれたはずの傷は、一体どこへ消えてしまったのだろうか。

（……？　そういやルリの異能は『右手で触ふれた部分の時間を五分だけ巻き戻もどす』んだっけか……じゃあ、アイツが俺を治した？　でも、撃った張本人が治すって？　？　？）

　考えれば考えるほど、ルリ──そしてアリア、二人の思惑おもわくが分からない。服をまくり上げた体勢のまま考え込む隆良に向けて、そこで更さらに二人分の声が飛んでくる。

「ほぅ……あの肉体から、隆良様の崇すう高こうなるゲルが生まれてるんですのね……にゅふふ」

「さなぎちゃんー……そのいいかた、なんかヘンタイっぽいし、ギリギリだよー……でもまー、せっかくのキカイだから、じっくりカンサツしよー」

「……ファッ!?　さ、沙さ凪なぎと氷こお莉りまで、ココにいるのか!?」

　沙凪の変態っぽい発言で、ようやく隆良はまくり上げていた服を慌てて直す──沙凪と氷莉は『チッ』と残念そうだったが、沙凪が首を横に振りながら声を掛けてきた。

「わたくし達もココにいるのか、って……ナニ言ってるんですの。ココに後から運ばれてきたのは、むしろ隆良様のほうですのよ？　怪我もしてないのに、何で運ばれてきたのか、不思議で仕方なかったですの」

「へ？　……つ、つーことは……ココ、病院か？」

　隆良が周囲を見み渡わたすと、なるほど、ここは白色で統一された清潔感のある大部屋だった。沙凪と氷莉が搬はん送そうされた後、隆良が運び込まれ、魅神と夜侘がやって来て、今に至る──ということだろうか。

「なるほどな……それで、皆みんながいるってワケか……合が点てんがいったぜ」

　隆良達の貸し切り状態なのだろうか、部屋に他の人間は見当たらない。魅神と夜侘が隆良のベッドの横に。沙凪は自身のベッドの上から隆良に話しかけている。同じく氷莉も、自身のベッドの上に──いつの間にか、いない。

「？　あれ……氷莉、どこ行った？　さっきまで、そこに──」

「──ぷはっ。たからパパ？　よんだー？」

「……ホアァ!?　ちょ、おまっ……氷莉!?　いつの間に人の布ふ団とんに潜もぐり込んでんだ!?」

「んんぅー……あったかいー。やっぱり、たからパパは、サイコーだねー……」

「いや、サイコーじゃなくっ……絵え面づらがなんかヤバイんだよ！　は、早くどけって!?」

　しかしどかぬ。いつの間にか隆良のベッドに潜り込んだ氷莉が、隆良の右みぎ脇わきを占せん拠きよした。そんな突とつ然ぜんの事態を目まの当たりにした夜侘は、何やらあたふたしている。

「にゃっ、えっ……えっ!?　あ、あうあう……あ、アタシ、アタシっ……」

「よ、夜侘っ……ちょ、何とかしてくれ！　求むヘルプッ！」

「じゃあアタシは、こっち───っ！」

「何でお前まで飛び込んできたぁぁぁ!?　ヘルプする気ゼロかっ！　むしろ敵かっ!?」

　隆良の左脇側を確保する、夜侘──見ようによっては、両脇に美少女二人を侍はべらせている隆良を──なぜか電撃を迸ほとばしらせている魅神が、怒いかりに満ちた目で見下ろしていた。

「……ちょっと、バカ隆良……随分と良い御ご身分じゃない……？　怪我もしてないクセに吞のん気きに寝てるわ、イチャイチャ見せつけるわ……夜侘ちゃんも、氷莉ちゃんも──」

「！　み、みかんママ──それどころじゃないよっ。ほら、タイヘンなんでしょっ」

「え、氷莉ちゃん？　……あっ！　そ、そうだったわっ！　大変なのよ、バカ隆良！」

　氷莉の誤ご魔ま化かすような一言で、しかし魅神は何か思い出したかのような声を上げる。「ふうっ」と冷ひや汗あせを拭ぬぐう氷莉には気付かず、魅神がそのまま隆良へと言葉を続けた。

「テレビっ……ほら、そこに映ってるの！　見てっ……！」

「ん、んお？　テレビって……ついてたのかよ。全然気付かなかったぜ……」

　魅神に言われるまで気付かなかったのも、無理はないかもしれない。液えき晶しようのテレビからは多くの歩行音くらいしか聞こえてこず、何やら大勢の人間が集団で歩いている、それだけの光景が延々と流れていただけなのだから。

　その映像を指差していた魅神が、怪訝そうに首を捻ひねる隆良に現状を説明する。

「今、どのチャンネルでもコレしか映らなくって……回線をジャックされてるみたいなの。状況はまだ、私達にも……完全に理解できてるワケじゃないんだけど……」

「はあ……そりゃまた、珍ちん妙みような話だな。一体、何の目的でこんな映像を……つーかコレ、軍隊の行進か何かか？　……にしては、統一感の無い集団だな……って、あ？」

　よくよく景色を見ると、既き視し感がある──そこは隆良の住む街の風景だ。そして、更にその集団自体にも、ちらほらと見覚えのある顔があった。それは──隆良達が今までに戦い、捕とらえてきたアウトローの姿である。

「！　なっ……アイツら、脱だつ獄ごくしやがったのか!?　……いや、そういやゴリラとカエルのヤツが、アリアからの恩おん赦しやで一部のアウトローが釈しやく放ほうされた、って言ってたけど……」

「……その、恩赦を出した張本人の姿……まだ、気付かない？」

「は？　魅神、ナニ言って……えっ……」

　魅神に言われて目を凝らした隆良が、ようやく気付く。アウトローの集団、その先頭に立つ者の姿──いつもの白衣とは違う黒色のコートを羽織り、帽ぼう子しをやや目ま深ぶかにかぶったその女性は──そう、隆良もよく知っている、アリアその人だった。

「なっ……!?　お、おい、魅神……なんで、アリアがあんな……アウトローなんて引き連れて、どういうつもりなんだよ！」

「わ、私だって何も聞いてないし、分かんないわよ！　さっきテレビつけてから、ずっとこんな感じで……でも、アリアのコトだから……何か、その……考えがあるのよっ！」
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　微び妙みように口ごもる魅神は、あまり自信がなさそうだった。けれど、『何か考えがあるのだ』と信じているのは本当で──この場にいるほとんど全員、それは同じ気持ちである。

　ただ一人──『アリアの命令』でルリに撃たれた、隆良を除いてだが。

（っ……アリア、一体、何を考えてやがんだっ……!?）

　アリアの行動に、隆良は疑問と焦しよう燥そう感を隠せないでいる。一体、なぜこんなコトを、と思考を巡めぐらせていると──その答えは、不意にテレビ越しのアリアからもたらされる。

『やあ、突然すまないな──この街の回線は、全すべてジャックさせてもらった。この街に居る貴様ら全てに──伝えなければならないことがあるのでな』

　アウトロー達の行進は止まり、アリアの放つ声以外は静まり返っているため、彼女の言葉は明めい瞭りように響いてくる。だからこそ、隆良達は戸と惑まどった。アリアを良く知る者にしか聞き分けられないだろう──アリアではないかのような、その声の冷たさに。

　だが、映像越しのアリアは止まることなどない──衝しよう撃げき的なことを、続けて口走った。

『私こそは、進化せし新たなる人類──至上の存在にして、最強のアウトローだ』

　一瞬、シン、と病室が静まり返り──少ししてから、隆良が驚おどろきの声を上げる。

「──はあ!?　アリアがアウトロー……っつか、そもそもストレンジャーだったのか!?　お、おい、魅神っ……お前、知ってたのか!?」

「そっ……そんなの、知らないわよ!?　ストレンジャー、って……アリアは『違う』って言ってたし……そりゃ、隠してたっていうのなら、分からないけどっ……でもっ！」

　戸惑う魅神が、夜侘と沙凪、そして氷莉にも、問いかけるように視線を送るが──全員、『分からない』と首を横に振ふった。

　アリアが本当にストレンジャーなのか──確かなことは判別できないが、しかし問題なのは『自分がアウトロー』だというアリアの発言だ。一体、どういう思惑を持って言っているのか、それは画面に映るアリアが続けて述べ始めた。

『貴様らは、アウトローをただの《異能を持った無法者》だと思っているだろうが──それは、大きな間違いだ。アウトローは自由の象しよう徴ちようであり、自由奔ほん放ぽうに生きる彼らこそ、ストレンジャーのあるべき姿なのだ。……対して、《異能》さえ持たぬ旧ふるき人類よ──貴様らはその身に過ぎた安あん穏のんを疑いもせず享きよう受じゆする、何よりも愚おろかしい生物と言えるだろう』

「っ……マジでナニ言ってんだ、アリアのヤツっ……！」

　思わず呟つぶやいた隆良と同様、魅神達も困こん惑わくの表情で液晶を食い入るように見つめる。正面から映し出されたアリアの眼まな差ざしは──ただひたすらに、冷たかった。

『だからこそ──《異能》を持たぬくだらん人間共と、そんな愚かな弱者を守る政府公こう認にんストレンジャー共を、まとめて滅ほろぼし──貴様らに、己おのれの過ちを認識させてやる。そして、アウトローこそが至上の存在であると、教えてやろう！』

「………………！」

　隆良達は、もう口を開くことさえ出来ない──アリアの言葉の意味を、それが本気なのか、測りあぐねている。今にも『冗じよう談だんでした』と、アリアなら、そう言い出しそうな気がして──いや、そう信じていた。

　けれど、そんな隆良達の想おもいは、アリアに届くことは無い。

『私はこの日のために、愚かな政府公認ストレンジャーを使い、私にとって有用なアウトローを探し集めていた──そして我が計画を始動させる時が、ついに来たのだ』

　そこで一つ間を置いたアリアが、すう、と息を吸って──言い放つ。

『我々アウトローは、この街をアウトローのためだけの──《箱庭》として、占拠することを宣言する！　さあ、選べ、力なき民衆と、愚ぐ昧まいなる政府公認ストレンジャー共──貴様らの選せん択たく肢しは、二つだけ。我々に服従するか──それとも無む為いに抗あらがい、滅ぶかだ！』

　アリアの放った、一方的な侵しん略りやく宣言──現場で直接それを聞いていた一いつ般ぱん人達は、テレビ越ごしでも分かるほど呆あつ気けに取られている。隆良達の病室は完全に沈ちん黙もくし、対照的にテレビ越しにはアウトロー達が歓かん声せいを上げ始ていた。まるで正反対なこの光景が、隆良達や一般人達の心情と、アウトロー達の心情との差を、そのまま表しているように思える。

　暫しばらくし、沈黙していた野次馬の一般人から『ふ、ふざけんなよ……』という小さな声が上がったのと、ほとんど同じ瞬しゆん間かん──アリアが、おもむろに動いた。

『──さあ、惰だ弱じやくなる愚かな人間共よ。まずは手始めに、貴様らの盾たてである政府公認ストレンジャーを粉ふん砕さいしてやろう。……このようにして──なッ！』

　喋しやべりながら、アリアが一つの建物に近づいた、直後──アリアが振り上げた右足を、建物の壁かべに叩たたきこむと──鈍にぶい音が響ひびき、何とコンクリートの壁を一いち撃げきで破は砕さいした──！

『なっ……ひ、ひィ!?』『やべぇよ……やべぇよ……』『にっ……逃にげろォォォ!?』

　遠巻きに眺ながめていた野次馬達は、文句ありげだった者も含ふくめて、蜘く蛛もの子を散らすように逃にげ去っていく。そんな彼らには構うことなく、アリアはテレビに向けて人差し指を突つき付けながら、もう一言だけ付け加えた。

『下しも野の根ね隆良の率いるストレンジャー共……我らアウトローの力を、今こそ見せてやる──貴様らが出てこないのなら、我々で心行くまま街を破は壊かいし尽つくすだけだ。……逃げるなよ──』

　最後に、それだけ言い終えて──冷れい淡たんな表情のアリアが視線を外し、背中を向けた瞬間に、その中ちゆう継けいは終わりを迎むかえた。







　アリアがテレビ越しに放った宣言から、どれくらいの時が経たっただろう──隆良達は病室にて、完全に沈黙していた。そんな中、俯うつむいていた魅神が、小さく声を上げる。

「……アリアが……」

　声に、いつもの気き丈じようさは窺うかがえず──意気消しよう沈ちんしているのは、誰だれの目にも明らかだった。

「アリアが、ストレンジャーだったなんて……ううん、アウトローだなんて……私、信じられない。性た質ちの悪い冗談としか……思えないわよ」

「………………」

　他の者も、魅神と同じ心境なのだろうか。誰も彼もが俯き、神しん妙みような空気を漂ただよわせている──と思いきや、隆良が「やれやれ」と頭を搔かきつつ立ち上がった。

「はぁ～……ぅおーい、『雷神』さんよぉ？」

「……？　何よ、バカ隆良──あ、ふきゅっ!?」

　何と、隆良は魅神のおでこに──デコピン一発、かましてみせた。

「はっ、んうぅ……な、ナニすんのよ、バカ隆良！　痛いじゃ──」

「お前が柄がらにも無く、ナヨナヨしたコト言ってっからだろーが！　いつもはふんぞり返って偉えらそうに、理り不ふ尽じん電撃ビリビリかましてやがるクセによぉ～……なんだぁ？　アリアが変なコト言ってっから、ビビっちまったのかぁ？」

「なっ……！　ひ、人の気も知らないで……！　バカ隆良の──バカァ───！」

「ハイ、言ってるソバから──理不尽あばばばば！」

　怒おこったら結構すぐに手が出てしまう、魅神──ベッド上の隆良へと電撃を喰くらわせる。ちなみに氷莉は、隆良が魅神を挑ちよう発はつし始めた段階で、既すでに退たい避ひしていた。夜侘は慌あわてて離はなれたことで難を逃のがれたが、電撃を喰らった隆良を気き遣づかい、魅神には文句を口走る。

「にゃっ……隆良、大だい丈じよう夫ぶ!?　み、魅神、いきなりヒドいよっ！」

「ふ……ふんっ！　バカ隆良が悪いのよ……大体ねえっ、誰がビビってるってのよ！　私は一いつ切さい、これっぽっちも！　ビビってなんかないのよっ……アリアがいきなり変なコト言い出すから、驚いただけなんだから！　ふんっ……分かった!?」

　先ほどまで沈しずんでいたのとは一転、明らかに気を持ち直した魅神を見て──隆良がニヤリとほくそ笑えむ。

「へっ……いつもの傲ごう岸がん不ふ遜そんなお前に、戻もどったみてーだな」

「誰が傲岸不遜よ！　喧けん嘩か売ってんの──……へ？　……ば、バカ隆良？」

「ったく……お前が大人しいと、こっちが調子狂くるうっつーの。いつものお前なら『おのれアリアめぇ～ん。雷神様と呼ばれしぃ、この私がぁ～ん。アンタの目をぉ～ん、覚まさせてあげるわぁ～ん』とかほざいて、真っ先に飛び出していくはずなのによ」

「私、そんな喋り方したコトないっつーの！　アンタの中で私、どんなキャラよぉ!?」

「そーそー……そーやって、ギャーギャー喚わめきながら電撃かましてるイメージ……そうこんな風にあばばばば！」

　まさにイメージ通り、隆良に電撃をかます魅神──だが、いつもと比べて随ずい分ぶんと手加減していた。魅神にも分かっているのだ。隆良のこの挑発は、魅神を元気づけるためだと。

「っ……不器用なんだから、バカ……私も人のコト、言えない気がするけど……」

「んほぉぉぉ……痺しびれるゥ……って、あん？　なんか言ったか、魅神？」

「……何でもないわよっ！　ふんっ──」

　そっぽを向いた魅神が、胸の下で腕うで組ぐみし──先ほどとは打って変わり、堂々とした態度と表情で言い放つ。

「いいわ、アリア──アンタがバカなコトを考えて、一人で暴走しちゃってるっていうんなら──この私が、目を覚まさせてあげるわ！　見てなさいよねっ！」

「……へっ、仕方ねーな……まあ俺も、手伝ってやるとするか！」

「ふんっ、バカ隆良……アンタ、私の足を引っ張るんじゃないわよっ！」

「こっちの台詞せりふだっつーの……猪ちよ突とつ猛もう進しんビリビリ娘むすめ！」

　一見すると、憎にくまれ口を叩きあっているだけにも思えるが──その実、互たがいに息ピッタリなことが窺える。そんな二人を見て、ぐっ、と両手を握にぎった夜侘が隆良に迫せまった。

「あ、アウトローは数も多いし、怖こわいけど……アタシだって、隆良の相棒なんだからっ！　『宿星の片割れスター・パートナー』としてっ──み、魅神には負けないよっ！」

「お？　おお……宿星とか相棒とか、相変わらず意味分からんけども……まっ、このヒーロー様に、しっかりついてこいよ！」

「！　任せてっ……アタシの《異能》が、火を噴ふくよっ！　文字通りっ」

　気合いを入れる夜侘も、戦う意志は万ばん全ぜんの模様──だが、いつの間にか自身のベッドに戻っていた氷莉は、思い切り布ふ団とんを頭からかぶりつつ、夜侘へと声を掛かける。

「よわびニャンコ、かっこいいっ。がんばってねっ……わたし、オウエンしてるからっ。たとえイッショにいなくても……ココロはミンナとイッショにたたかってるからっ」

「待って、ちょっと待って氷莉ちゃん。何で氷莉ちゃんだけ残る感じなの？　氷莉ちゃんもアタシ達と一いつ緒しよに戦うんだよ？　心や言葉だけじゃ届かないモノもあるんだよ？」

「ぇー、だってぇ……ココのおフトン、すっごいイイカンジなんだもん……ひっく、ヒドいよぅ……わたしからおフトンをうばうなんて、よわびニャンコひどいよぅ……えーん」

「噓うそ泣きバレバレなんですけどっ！　ていうかさっきから、一番ヒドいの氷莉ちゃんだからっ！　アタシ、ニャンコじゃないんだからぁーっ！」

「えっ……ま、まさか、このわたしのウソナキがバレるとはー……テヘペロ☆」

　あからさまにバレバレだった気はするが、氷莉は悪戯いたずらっぽく舌を出すばかり──と、そんな氷莉を叱しかろうとしているのか、ここで魅神が彼女の前に出る。

「氷莉ちゃん……非常事態なんだから、ワガママ言わないのっ！　私達が戦わないと、街が危ないんだからっ……私達が、アリアを止めないと──」

「……んー、みかんママ、あのね……わたしはそこも、どうかなー、っておもうんだー」

「……えっ？」

「だってさー……アリアおねーさん、もともとはミカタだったでしょー？　ナニかんがえてるのか、そんなのわかんないけどさー……でも、ミカタだったヒトとホンキでたたかって、それってホントにイミなんてあるのかなぁ……ケッキョク、どっちもきずつくだけなら……メンドーなだけだよー。みんな、アリアおねーさんとホンキでたたかえるの？」

「っ……そ、それはっ……」

　氷莉の言うことも、尤もつともだ。皆みなまだアリアのことを、心のどこかで信じている。彼女と対たい峙じしたその時、非情に徹てつすることは出来るのだろうか──アリアのことを、嫌きらいになることなど、出来はしないというのに。付き合いの長い魅神は、特にだ。

　ここで先送りにしたとしても、いずれはぶつかる問題──しかしそれに答えを出したのは、横から口出ししてきた隆良だった。

「氷莉──お前の言うコトも、まあ間違っちゃいねーよ。でもよ、アリアのほうから、俺ら政府公こう認にんストレンジャーを倒たおすって言ってきてんだ。しかも俺らが出てこないなら、街を破壊するとまで言ってる──逃げるワケにはいかねーんだから……俺らはどっちにせよ、アリアの率いるアウトロー達と戦う以外の選択肢は、無いんだよ」

「んんー……それは、そうかもしれないけどー……ぅー、でもさぁー……」

「それに──今回の戦いは、スゲー大規模になるはずだ。……ぶっちゃけた話──お前の力が、絶対に欠かせねーと思うんだよ。お前が──必要なんだ」

「！　……む、むむっ……わたしが、ヒツヨウ……ぅ、ぅー、それじゃー、しかたないかなぁー……？　たからパパが、そういうならー……でも、ひとつ……ジョーケンっ」

　ぴっ、と人差し指を突き立てた氷莉が、隆良へと要求する。

「このたたかいが、おわったらー……わたしのこと、おもいっきり、あまやかすことっ。だらだらして、の～んびり……させてくれることっ。たからパパが、おせわしてねっ」

「……お前のだらだら嗜し好こうは、ホント、何があってもぶれないよな……わーかったよ。仕方ねーな……その代わり、怠なまけたりせず、ちゃんと手伝ってくれよ？」

「……うん、それなら、まあー……えっへっへ……ヤクソク、だからねー？」

「……ったく、どんだけだらだらしたいんだっつーの」

　気の抜ぬけたような無表情なことがほとんどの氷莉にしては、これまた珍めずらしく──目元と口元を緩ゆるませ、嬉うれしそうな顔をする。隆良は『ホントに仕方ねーな』とばかりに頭を搔き、苦く笑しようしていたが──続けて、今しがた氷莉が挙げた問題について考え込む。

「にしても……『アリアと戦う』、か。実際にその時が来たら、やるしか無いんだろーけど……アイツの『異能』は、さっきの中継で壁を蹴けり壊こわしてたのを見る限り、ゴリラのヤツみたいに『力を増ぞう幅ふくする能力』か？　……それで最強のアウトローって……それだけなワケねーよな……なあ魅神、お前、アリアと付き合い長いだろ？　何か知らないのか？」

「……ううん……だって私、今の今まで、アリアがストレンジャーだって知らなかったし……でもコンクリートの壁を蹴り壊すくらいなら、今までも普ふ通つうに出来てたと思うけど」

「……うん、まあ、改めて聞くと普通に空そら恐おそろしいんだけどな……そういやアイツ、握あく力りよくだけで天てん井じように張り付いたり出来てたもんな。じゃあ、『異能』は軽々しく明かしたりせず、隠かくしてたと見るべきか……厄やつ介かいな話だぜ、アイツの『異能』の正体は、一体──」

「……にゅふぅ……？」

「そう、にゅふぅ……ん？　にゅふぅ？　……沙凪？」

　そこで隆良が、沙凪の様子がおかしいことに気付く。割とお喋りな沙凪だが──アリアの宣言が終わってから、つい先ほどまで、一言も喋らず考え事に没ぼつ頭とうしていたのだ。

「んぅー……アリアが、ですの……？　……にゅふぅ……？」

「……おい、沙凪、どーした？　なんか考え込んでっけど……まさか、怖いのか？」

「……にゅふ？　んあー……そういうワケじゃありませんの。ただ……なんていうか、上う手まく言えませんケド……なんか、引っかかるんですの」

「引っかかる、か……まーな、相手はアリアだし、俺も色々と思うコトはあるよ……でも、俺達にしか街は守れねーんだから……やるっきゃねーぜ！」

「ん、それはもちろんですの。アウトローから街を守るコト自体には、異論なんてありませんの。それがわたくし達の仕事ですの……でも……にゅ、にゅふぅ～……？」

　また、深く考え込んでしまう沙凪──彼女が『引っかかっていること』とは一体何なのか、それは隆良にも気になるが、しかし時間の猶ゆう予よはどれほどあるのだろうか。

「もう少し良く考えたい、ってのは確かだけどな……問題は、アウトロー共が、いつ攻こう撃げきを始めるのか分かんねーってコトだ。……でも沙凪の言う通り、ギリギリまでアリアの思惑おもわくやら、どんな『異能なのか』について考えるのも、悪くは──」

　隆良が言い終える、その直前──『ドォン』という鈍にぶい爆ばく発はつ音が、病室にまで届いてくる。隆良達が急いで窓から外の様子を窺うかがうと──街の一角から、煙けむりが立ち上っていた。

　恐おそらくアウトロー達が、攻撃を開始したのだ。なかなか出て来ない隆良達に、ついに痺れを切らしたのだろうか。やはり時間の猶予は、それほど無かったらしい。

　こうなったら、自分達が出るしかない──軽く歯は嚙がみした隆良が、仲間に声を掛ける。

「っ……お前ら、腹括くくるぞ！　とにかく細かいコトは、街を守りながら……守ってから、だ！　なんだったら……アリアを取とっ捕つかまえて、直接聞いてやろうぜ！」

「分かってるわよ、バカ隆良っ……アリアを止めるのは、私なんだからっ！　こんなバカなコト、いつまでもアリアにさせられないわよっ！」

　真っ先に呼応した魅神に続き、夜侘と氷莉も反応を見せる。

「アタシも、隆良の相棒として──頑がん張ばるよっ！　こ、怖がったりなんか、しないから！」

「くっ、きずがうずくー……これは、クルマイスにのっていかないと、ダメかもっ……だれかー、クルマイスおして、つれてってー……ねーねー、よわびニャンコー」

「氷莉ちゃん緊きん迫ぱく感ゼロォォォ!?　怖いモノ知らずなの!?　今から戦いに行くんだよ!?　内心では怖がりまくってたアタシが、なんかもう滑こつ稽けいなんですけどっ！」

「あー……やっぱ、こわがってたんだー……つよがらなくても、べつにイイのにー」

　隠していた心情をついつい吐と露ろしてしまった夜侘に、微び妙みように呆あきれているっぽい氷莉──兎とにも角にも、街を守るため、隆良達は駆かけ始める。

「よしっ……急ぐぞお前ら！　とりあえず、爆ばく破はされた辺りから守りにいくぜ……遅おくれんなよ！　このヒーローたる俺様に、しっかりついてきやがれっ！」

「分かってるっ、急ぐわよ────『雷らい迅じん』！」

「おいそこの猪突猛進ビリビリ娘ぇぇぇ！　一人で突つっ走ぱしるなっつってんだろ！　足並みを揃そろえろ、足並みを！」

「え？　あ……わ、分かってるわよ…………解除」

　いきなり先行しようとした魅神だが、隆良に制されて『雷迅』を解除し──全員で揃って走り始める。今度こそ、急いで街へ──と、走りながら考え込む顔が一つ……沙凪だ。

「……この、考える時間も与あたえてくれない感じが……な～んか、イヤですの～……」

　ぼそり、放たれた呟つぶやきに──誰だれも気づくことは無かった。










　02　弱点属性を突いた時の大ダメージってたぎる。逆に弱点突かれて大ダメージ喰らった時は必要以上にヘコむ。やばい、完全にゲーム企業に踊らされてる。やばい楽しい







　新市街の一角、爆破が起きた場所に到とう着ちやくした隆たか良ら達は──自分達が目まの当たりにしている光景に、少しばかりの冷ひや汗あせを隠せなかった。

「ヤベーな……爆発の被ひ害がいもだけど、それより厄介なのは……『この数』だな」

　呟いた隆良の、視線の先──新市街の一いつ般ぱん道には、ひしめく無数の人ひと影かげ──数十人ほどいる、それら全すべてが『ストレンジャー』で……何より、『アウトロー』なのだ。

「ッ……この尋じん常じようじゃねー数、俺らが今まで捕まえてきた奴やつらだけじゃねーぞ。アリアのヤツ……どんだけのアウトローを集めてやがったんだ……!?」

　ビルとビルの間、狭せまい路地から状じよう況きようを眺ながめ、思わず生なま唾つばを飲み込む隆良──だが、彼の横からアウトローの集団を覗のぞき込んでいた魅み神かんは、至って冷静な姿勢を崩くずさなかった。

「落ち着きなさいよ、バカ隆良……あそこにいる奴ら、そんなに大した奴はいないから」

「!?　大した奴はいないって……お前、アイツらのコト、分かるのか？」

「まあ、ある程度ね……私が皆より早く政府で仕事してたのは、知ってるでしょ？　あの中には、私が捕まえた奴もいるし……Ｃランク以上のアウトローなら知名度も高いし、すぐに分かるわ。でも、アイツらは弱いのばかり──私一人でも、充じゆう分ぶんに蹴け散ちらせるわ」

「なるほどな……じゃあ、そんなに苦労はしないかもな。見た限り、アリアもこの場にはいないみてーだし……へへっ、意外と楽そうだぜ」

「そうね……その『油断』が、命取りなのよ」

「ああ、そうだな、その通────りっ？」

　隆良が頷うなずいた瞬しゆん間かん、違い和わ感──『油断』という言葉を口にしたのは、果たして魅神だったのか。いや、会話の辻つじ褄つまが合わないし、魅神本人も首を横に振ふっている──なら、夜よ侘わび達か？　と仲間の顔を見み渡わたすも、誰もが否定の意を見せた。

　今の声は、仲間達からではない────上から、響ひびいてきた。

「なっ、にぃっ……!?　テメーっ……いつからそこにいたァァァ!?」

「気付くのが遅おそいのよ、マヌケがッ！　待まち伏ぶせされてたのにも気づかずよォォォ！」

　隆良が見上げた先には、袖看板の底部から宙ちゆう吊づりになっている女性の姿──体勢のせいで頭に血が上っているのか、口調も荒あれているし、顔も上気して赤みを帯びている。長い髪かみが垂れ下がらないよう、マフラーのように首に巻いているのが少しばかり奇き妙みようだった。

　が、そんな彼女の存在に、隆良より一いつ瞬しゆん遅おくれて気づいた魅神が、驚おどろきの声を上げる。

「こ、こいつ……『宙吊りレツグ・フイツクス』！　『足裏と物質とを固定』して、天井や壁からぶら下がったり、歩くことさえできる……Ｃランクのアウトロー！」

　まさか、こんな所で待ち伏せしているなんて──そう言いかけた魅神に、『宙吊り』は相変わらず興奮気味の様子で叫さけんだ。

「アリア様の言ってた通りィ……！　やはり、まずは隠れて様子を窺っていたわねッ！　お前達の行動なんて、アリア様はお見通しなのよォォォ！　あー頭痛してきたッ！」

「っ!?　アリアの、命令……？　やっぱりアリアは、私達を……本気で……？」

「当然でしょぉが『雷らい神じん』ッ！　そして油断したわねッ……！　喰らえッ！」

「！　くっ……ナメるんじゃっ、ないわよっ！」

　反応が遅れながらも、電でん撃げきで迎むかえ撃うとうとする魅神──だが、『宙吊り』は袖看板から壁伝いに移動し、既すでに攻撃態勢に入っていた。その手にある痛々しい棘とげ付きの改造警棒を、魅神に叩たたき込もうと──

「最も危険な『雷神』はッ……この『宙吊り』がトったわァァァ！」

「…………えっ？」

「とったわァァァ……って、あらっ？　……あら、あれ……う……動け、ないッ!?」

　──『宙吊り』が振るった改造警棒は、しかし一向に魅神へと届かない──魅神も怪け訝げんな表情をしていたが、『宙吊り』の困こん惑わくはそれ以上に激しかった。

　どうなっているのか、と焦しよう燥そうする『宙吊り』に──のんびりとした少女の声が届く。

「わるいけどー……こおらせて、うごき、ふうじさせてもらったよ。きづかなかったー？　……みかんママをコウゲキするよりも……わたしのコオリが、アナタにとどくほうが……ちょっぴりだけど、はやかったみたいだねー」

「！　こ、氷こお莉りちゃんっ！」

　魅神の視線の先には、氷莉──『宙吊り』の動きを封ふうじたのは、彼女である。手を当てた壁かべ越ごしに凍こおりつかせ、『宙吊り』にまで氷を届けていたのだ──！

　体中が凍り付いてしまった『宙吊り』は、身動きも取れないまま叫ぶしかない。

「ぐっ……!?　な、何コレェ!?　足が固まって、降りられないッ……このッ、降ろせッ！　降ろしなさいよォ～～～ッ!?」

「あ、おろしても、いーの？　それじゃ……エンリョなくー」

「えっ？　……あ……ほ、ほぎゃーッ!?　……ぐえっ」

　宙吊り状態で足回りの氷の拘こう束そくだけを解かれ、彼女はそのまま真っ逆さまに落ちていく。そして──ごちん、と頭を打ち、『元・宙吊り』はさめざめと泣き始めた。

「うう、シクシク……あたし、ホントは低血圧気味で、逆さになってないと気が小さくなるのにィ……うぅ、逆さになりたい、心細いィ……でも凍っててまだ動けないィ……」

「……な、なんか性格まで逆さまになったな……極きよく端たんっつか、変なヤツばっかだぜ……」

　呆れる隆良だが、『元・宙吊り』も全身からエグいゲルを吐きだすようなゲル妖よう怪かいには言われたくないだろう──さて、奇き襲しゆうを防いだ氷莉は、ほとんど表情も崩さずに呟く。

「はあ、もー、キシュウとか、めんどいよー……でも、これで、まあ──……もーっと、メンドーなコトに、なっちゃったかなぁ……はぁ～……」

「？　氷莉、そりゃどーいう……[image: あだくてん]」

　尋たずねようとする隆良だが、その前に理解──ここでこれだけ騒さわいでいれば、アウトロー達に気付かれるのは当然……というか、アウトロー達の視線は、既に隆良達の方を向いてしまっている。今いま更さら、隠かくれ直すことも出来るはずがないので──

「せ──政府公こう認にんストレンジャー共だぁぁぁ！　マジできやがったぞぉ!?」

「アリア様の言う通りじゃねーか……！　迎え撃てぇぇぇ！」

「おおおぉー！　ぶっ潰つぶしてやるぜぇぇぇ！」

　間かん髪はつ入れず押し寄せてくる、アウトローの群れ──全員が『異能』を持つだけあって、体の一部分が凶きよう悪あくな刃やいばのように尖とがっていたり、超ちよう低空を滑かつ空くうしていたり、一見すると何の変化も無い者は逆に不気味だったり──異形の圧力が、尋常でない雰ふん囲い気きで迫せまってくる。

　今までにない圧あつ迫ぱく感に、隆良は顔を顰しかめながら、しかし負けじと向かい合おうとした。

「くっ……とんでもねーぜ、こりゃ……！　皆みんな、気をつけろよ！　少しでも気ぃ抜ぬいたら、一発で吞のみ込まれちま──」

「──任せて、隆良。これくらい──『宿星の片割れスター・パートナー』にかかれば、何ともないよっ」

「……は!?　おい、夜侘──前に出るな！　危ねーぞっ！」

　不用意に飛び出した夜侘に、下がるよう促うながす隆良──だが、夜侘は右みぎ眼めを覆おおっていた眼帯を外し、不敵な笑えみを浮うかべる。そして、アウトローの群れへと──

「いっ……っくよっ！　にゃ、にゃうぅ～～～っ……！」

「っ……おい夜侘、無理すんじゃねーよ！　お前の『異能』じゃ、火は一点にしかっ……繫つながった蛇へびみてーな炎ほのおを使ったとしても、二、三人くらいが関の山じゃ──！」

　隆良の危き惧ぐは、正しい──一人、あるいは数人程度を相手するのであれば、『右眼で見た場所のどこへでも火を放てる』夜侘の異能は、瞬間的な火力はそれほど高くないにせよ、充分な効果を発揮できるだろう。しかし、十人以上もを相手取るのは──困難だ。

　隆良は、そう思っていた──が、夜侘の炎が灯ともり始めた瞬間、目を疑うことになる。

「────あ、熱っ!?　なんだ、今の……？」

　アウトローの一人が声を上げるが、火は既に消えている。何が起こったのか把は握あくできないようだが──彼から少し離はなれた位置で、「熱っ！」と別のアウトローが声を上げた。そして次の瞬間、また少し離れた場所でも──次も、また次も、次も、次も。

　不可解な熱の攻こう撃げきを受けていたアウトロー達は恐れをなしたのか、いつの間にか突とつ進しんを止めていた。夜侘は一体、何をしたのか──隆良が確認しようとすると。

「よ、夜侘……？　お前が何かしてんのか？　一体、何──をぉっ!?」

「……！　にゃっ……っ！　っ！　っ！」

　夜侘は、右眼を何度も開いては閉じ、連続でウインクをしていた。右眼が閉じるたびに火は消え、開けるたびに火が現れる。断続的に、別々の場所で、攻撃の正体を敵に摑つかませもせず──それでもさすがに、数人のアウトローは炎で攻撃されていると気付いたようだが、立ち止まってしまった時点で後の祭り──瞬間、夜侘は紅あかく輝かがやく右眼を見開き、

「ぅ～～～、にぃ～～～っ！　喰らえぇーっ！」

「「「うっ……うっおぉぉぉぉ!?」」」

　真横へ一の字に頭ごと視線を動かし、炎でアウトロー達を薙なぎ払はらい──ぽつり、呟く。

「はっ、はっ……ふうっ──『瞬火終灯ラピツド・ヘクト・フレイム』──」

　息を切らせつつ桃もも色いろの髪をかき上げ、格好つける夜侘の背に──隆良が声を掛かける。

「お、お前……まさか新しん技わざとか作ってやがったとは……いや、別に羨うらやましいワケじゃねーんだけどな!?　俺だって新技くらい出来るし！　すぐ作れるしぃぃぃ！」

「……ふ、ふえぇん……こ、怖こわかったよぉ……（ふっ、このアタシにかかれば、これくらい当然だよ……『宿星の片割れ』の力、相棒として誇ほこってもイイんだよ……？）」

「……お？　おお……なんだよ、やっぱビビってたのか？　ったくもー！　だから無理すんなって言っただろー!?　ったくもー！　ホント、ったくもー！　っていうね！」

「……にゃっ!?　お、思ってるコトと喋しやべろうとしてたコトが、逆になっちゃ……う、にゃうっ……？（あれ？　でもこれ、結果オーライ？）」

　最初は羨んでいた隆良だが、夜侘の素す直なおで弱々しい発言を聞いたおかげか、すんでのところで持ち直して彼女の頭を撫なでている。変にカッコつけようとしなくて、本当に良かった──が、そんな吞のん気きしている場合ではない。夜侘の新技で一時は足を止めたといっても、アウトロー達は依い然ぜんとして向かってきているのだから。

「おおお、ナメんなよ！　この状況で──女の子とイチャつきやがってぇぇぇ！」

「俺だってカワイイ子とスキンシップとりてぇわぁぁぁ！」

「クソがっ！　何が起こったのか知らんけど……ていうかぶっちゃけ、右眼が光ってた子の仕し業わざだろーけども……あの男が怪あやしいってことにしとくぞ！　潰せ潰せぇぇぇ！」

　なぜかテンションがおかしくなっているアウトロー達が、不思議なことに隆良を集中攻撃しに行く。「え、なんで？」とちょっぴり可哀かわい想そうな隆良へと、アウトロー達の魔まの手が伸のびようとするが──その寸前。

「──あばっ!?」「え……あばばっ!?」「ちょ、な……あばばばぁ!?」

　隆良達の方向へ足を踏ふみ出すと同時に、痺しびれたかのように倒たおれ込むアウトロー──何が起こったのか、その答えは魅神の口からもたらされた。

「……夜侘ちゃんが時間を稼かせいでくれたおかげで──『仕込む』ことが出来たわ」

「!?　魅神っ……今度はお前か!?」

　隆良がよくよく観察すると、魅神の足先から前方の地面に向けて、電撃が微かすかに迸ほとばしって見える。魅神は金色に輝く長ちよう髪はつを片手で軽くかき上げながら、表情も変えずに呟つぶやいた。

「氷莉ちゃんの『地面を伝って凍らせる』やり方を参考にしたわ。ちょっとアレンジを加えて、気付かれないように『電撃を沈しずませた』けど……上う手まくいったわね」

　魅神が冷静に呟いている間にも、アウトロー達は進行しようとしてくる。とはいえ、そこに『仕込まれた』電撃があるのを知っている最前線は、進まないように必死だが──

「と、止まれぇ！　これ以上、進むんじゃねぇぇぇ！」

「う、うおぁっ……押すなバカ！　ヤバイっつってんだろ！」

「ま、待てよ、これ、もう……あ、あああ……」

「「「あ────あああっ……ばばばば!?」」」
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　哀あわれ、電撃で痺れてしまったアウトロー達──彼らを尻しり目めに、魅神は簡潔に呟く。

「沈ませた電撃の地じ雷らい────『雷らい沈じん』よ」

　それだけ述べて──直後、軽くため息を吐ついた。

「……といっても、仕し掛かけるまでに時間がかかるし、使ってる私自身は動けなくなるしで、こんな状じよう況きようでもないと使い道はないけどね……でもまあ、少しは役に立ったわね」

　ふんっ、と軽く吐き捨ててから──なぜか、本当になぜか、気のせいかもしれないと思うくらい微び妙みように、魅神は自身の頭を隆良へと傾かたむける。

　……しかし隆良には、特に動きは無い。暫しばらくして──魅神がおもむろに口を開く。

「………………まあ、少しは役に立ったわね!?」

「──ひゅいっ!?　なんだよ魅神、いきなり大声だしやがって……新技とかまた増やして、テンション上がってんのか？　何かもう……俺は色々と、諦あきらめたよ……」

「………………」

　全くズレたことを言う隆良に、魅神は思いっきりそっぽを向き、

「──ふんっ！　別にそんなんじゃないってのよ！　バカ隆良の、バーカッ！」

「……は、はあ!?　なんだよ、いきなり！　なんで怒おこってんのか、意味分かんねーよ！」

「うるっさいわね！　私にだって分かんないってのよ！　話しかけるなっ！」

「スゲー理り不ふ尽じんだなオイ！　自分の感情くらい、自分でちゃんと理解しとけぇぇぇ！」

　結局、いつも通りな二人だった──が、周りの状況はいつも通りではない。アウトロー達の数の脅きよう威いは、まだ終わっていないのだから。……とはいえ。

「くっ、こ、こいつら、調子に乗りやがってぇ……！」

　まだ戦意はあるようだが、魅神と夜侘の攻撃により、明らかに勢いは無くなっていた。慎しん重ちように攻せめてこようとしている、と言えなくもないが──不意に彼らの体が凍り付く。

「エ……？　つっ……冷てぇぇぇ!?　なんじゃこりゃあ！」

　もちろん、氷莉の仕業だ──地面を伝ってアウトロー達を凍らせた氷莉が、先に前へ出ていた魅神と夜侘の横に立ち、のんびりと合流する。

　魅神、夜侘、氷莉、それぞれ背中合わせでアウトローを見み据すえ──順番に声を上げた。

「さあ、かかっってきなさい──私の電撃が、怖くないのなら」

「まあ、降参するなら許してあげるよ──今なら、だけどねっ（ていうか降参して！）」

「テイコウとか、メンドウだからさー……さっさと、あきらめてよー」

　そこに集つどうは、『雷』と『炎』と『氷』の、Ａランク級ストレンジャー──対たい峙じするアウトロー達を怯ひるませつつ戦せん闘とうに入る彼女達に、思わず隆良と沙さ凪なぎも握にぎった拳こぶしに力が入る。

「つっ、強いっ……圧あつ倒とう的ではないか、我チがー軍ムは！」

「こ、これならホントに余よ裕ゆうかもですのっ！　……でも隆良様……わたくし達……あの三人が目立ちすぎてるせいか、どんどん影かげが薄うすくなってる気が……しますのォ……」

「う、ウオオオ!?　危ねぇ！　ヒーローとして、そいつは許されねぇぇぇ！」

「わ、わたくしとて、超ちよう絶ぜつ存在感に満ち溢あふれるお嬢じよう様さまとして、空気扱あつかいは許せませんの！　ふおおおっ、ここでわたくしの力を見せつけて、目立ちまくってやりますのぉぉぉ！」

「……いやまあ、お前の影が薄いのは、もはや覆くつがえせねー事実──」

「うるせぇ！　わたくしにゲルぶっかけろ！　ですの！」

「だからイヤだよなんかもう！　お前何なの!?　こんな時でもゲル優先なの!?」

　アウトローよりも、むしろ沙凪のほうが怖くなってきた隆良だが──とにかく魅神達を援えん護ごするため、隆良と沙凪も後方からサポートに入ろうとする。

「にゅふふ、さあ、行きますのよ～……こういう時のために入手し、手塩にかけて育て上げた、わたくしの取って置きの虫ちゃんで──！」

　呟いた沙凪が、常に体に掛けているバッグから、虫入りのガラス瓶びんを取り出す──が、

「────にゅ、にゅおっふー!?　な、なんですのっ!?」

　手に持っていたガラス瓶を、目にも留まらぬ勢いで飛んできた『何か』が、呆あつ気けなく粉ふん砕さいする──結果、沙凪が操あやつる前に、中に居たはずの虫は姿を消してしまったようだ。

「ふ、ふおお……く、苦労して育て上げた、わたくしの虫ちゃんを……！　一体、何が飛んできたんですのっ!?　……？　何か……光ってますの……？」

　撃うち込まれ、壁かべにめり込んだ『何か』は、光り輝いている。恐おそらくそれは、宝石。なぜ、こんなモノが──と訝いぶかしむ沙凪の耳に、甲かん高だかい声が届いてくる。

「きゃっははっ！　ザマーみなさいっ！　水すい仙せん花か沙凪ちゃん──で、良かったわよね？　ふふーんっ……アナタの相手は……この『怪かい盗とうバレット・ガール』よっ！」

「なっ、アナタはまさかっ！　……どちら様ですの？　……隆良様、知ってますの？」

「いや……全然これっぽっちも、心当たりないわ」

「ちょおっ!?　私よ、私！　あのその……ずっと前に『雷神』と戦ってる時、そこの彼に割り込まれて……白くてエグいヌメヌメを、この肢し体たいに垂れ流されちゃった……」

「エグい言い方すんなぁぁぁ！　……って、えーと、あー……？」

「………………」

　説明されても思い出せず、ジッと彼女を見つめる隆良──なぜか『怪盗バレット・ガール』とやらは頰ほおを赤らめて、クリクリと大きな目をキョロキョロと忙せわしなく動かしている。すると──その『クリクリとした目』を見て、隆良がついに思い出す。

「あ……ああ！　思い出した、お前……『タマちゃん』じゃねーかぁぁぁ！」

「あっ、ホントですの！　『タマちゃん』ですのー！」

「た、『タマちゃん』で把握されてるー!?　か、怪盗なのに、怪盗なのにぃっ……ううっ、許さないんだからっ……喰くらいなさい、水仙花沙凪ぃぃぃ！」

「にょほぉぉぉ!?　なんでわたくしだけぇぇぇ!?　ですのっ！」

　沙凪へと、更さらに宝石の弾だん丸がんを撃ち出す『タマちゃん』──沙凪は虫を取り出す暇ひまも無い。このままでは危険だと、隆良が沙凪のフォローに入ろうとする──が。

「沙凪っ！　待ってろ、今すぐこのヒーロー様が助けて──」

「させないっ──このっ……キモゲル変態最悪男ぉぉぉっ！」

「誰だれがキモゲル変態最悪だぁぁぁ！　……って、ぐ、ぐあぁっ!?」

　声のした方から、隆良へと突とつ風ぷうのような斬ざん撃げきが──『風の刃やいば』が襲おそいかかる。『タマちゃん』はすぐ思い出せなかったが、こちらに関しては、隆良は即そく座ざに思い出した。

「この鎌かま鼬いたちみてーな攻こう撃げき……忘れもしねぇ、お前は『風の子』──いや、『ファン』！」

「人を扇せん風ぷう機きみたいに呼ぶなぁっ！　アンタにあのワケの分からないゲルをかけられてから、今日まで……その恨うらみ、忘れたコトはなかったっ！　ここで恨みを晴らして──」

「今すぐ俺にその『風の異能』を献けん上じようしさらせぇぇぇ!?　ピョルァァァ!?」

「い、いやぁー!?　キモゲル変態がキモいエグい怖いぃ～～～!?」

　相手は十歳の少女だというのに、大人げないというか何というか──が、そんな隆良の懐ふところへと、一いつ瞬しゆんにして潜もぐり込む影が一つ。

「隙すきだらけね──ハァッ！」

「!?　なっ……ぐあっ！」

　隆良に肘ひじ打ちを叩たたきこんだのは、唇くちびるがやたらとセクシーな女性──つい最近にも交戦したことのある、『瞬またたき』だ。

「くっ……確かアンタ、氷莉の手下だったアウトローの……！」

「……あら、覚えててくれたなんて、光栄ねえ？　そう、あたしは氷莉様を求めてやまない、だらだら思想の共鳴者、『瞬』──……っと、それにしても……」

『瞬』の異能は、『身体能力を瞬間的に上じよう昇しようさせる』というもの──だがしかし、隆良へと異能による強きよう烈れつな打だ撃げきを叩き込みながらも、彼女は浮うかない様子だ。

「……隙だらけ、っていうのは、撤てつ回かいするべきね……あの一瞬でガードしてたなんて、思いもしなかったわ。うふっ、ぼーや……思ったよりも、やるじゃない？」

「……へっ、そりゃまた、どーも」

　そう、隆良は『瞬』の攻撃を喰らう寸前、その箇か所しよにゲルを出してガードしていた。ヌメヌメとしたゲルが緩かん衝しよう剤ざいになり──見た目にはキモいが、衝しよう撃げきを和やわらげたのだ。

　厚手のコートを着込んでいた『瞬』は、少々顔を顰しかめながらコートに手を掛かけ──

「……汚よごれちゃったわ。もうこんなの、いらないわね──ふうっ」

「っ!?　……くっ……！」

　いきなりコートを脱ぬぎ捨てた『瞬』を見て、隆良の顔に焦しよう燥そうの色が浮かぶ。言うなれば──『あ、セクシーなのって、唇だけじゃないんスねー』というところか。コートの下は、薄うす手でのタンクトップ一枚──恐ろしい……思いもよらぬ攻撃だ。全く、けしからん。

　まあ冗じよう談だんはともかく──隆良の前に立ちはだかるのは、『瞬』と『風の子・ファン』。

「光栄に思うコトね、ゲルぼーや……アナタには、二人でお相手してあげるわよ？　そして……あたしのこの手に、氷莉様を取り戻もどすのぉぉぉ！」

「ゲルの恨みっ……絶対に許さないっ！　この怒いかり……叩きつけてやるぅっ！」

「………………」

　隆良は思う──『瞬』は置いておくとして、『風の子・ファン』にはゲルをぶっかけた程度で、なぜこうも恨まれているのか。そこまでキモかったのか──思春期ゆえか、と。

　またちょっぴり悲しくなった隆良だが──とにかく、二対一。しかも両者、戦闘能力は決して低くはない。明らかに窮きゆう地ちの隆良だが、彼を助けに走ろうとしたのは──

「！　隆良……待っててっ！　『宿星の片割れスター・パートナー』たるアタシが、今すぐ助けるからっ！」




　夜侘だ──魅神と氷莉と共に突とつ出しゆつしていたが、隆良の危機にいち早く気付き、踵きびすを返して戻ってきた。右みぎ眼めを紅く輝かがやかせ、隆良をサポートしようと『異能』を発動し──

「いくよっ……『無秒着火ゼロ・フアイア』──」

「────バァオォォオォォォ！」

「──!?　にゃっ、あっ──ま、まぶしっ」

　炎ほのおを放とうとした夜侘だが──雄お叫たけびが響ひびいたと同時に、カッ、と閃せん光こうが割り込んできて、思わず目を閉じてしまう。それでも、完全に視界を閉とざしてしまうことだけは避さけ、薄うす目めを開けた夜侘が目にしたのは──

「ふーっ……悪いーが、うちの『風の子』ちゃんの邪じや魔まーは……させないーぜ」

「……！　アナタ、前にあの『風の子』……『ファン』と一いつ緒しよに行動してた……！」

「そうーさ……それ、もう一回──オォォオォォォォ！」

「あっ、まぶしっ……まぶしっ。う、うう～っ……！」

　確か『風の子・ファン』とのファーストコンタクト時──『叫さけびの強さに応じて体が光る』Ｅランクの微妙な能力の割に、『金色獅し子し王』という大おお仰ぎような名を持った男だった。

　目を開かせてもらえない状じよう況きようは、思った以上に夜侘を苦しめるが──Ｅランクを相手に手こずってはいられないと、夜侘は光が弱くなる瞬間を狙ねらい、右眼を思い切り見開く。

「っ……邪魔しないでっ！　アタシだって……隆良を助けなきゃ、いけないんだから！」

「………………」

「叫ぶ暇なんて、与あたえないよっ──今度こそ、『無秒着火』──ッ！」

「………………」

「～～～っ……えっ!?　……な、なんで効いてないの──あっ!?」

　夜侘の炎に触ふれているはずなのに、微び動どうだにしなかった『金色獅子王』の姿が、不意に揺ゆれたかと思いきや──何と、完全に霧む散さんして消えてしまう。

　一体、どこへ──辺りを見回す夜侘が見つけたのは、大人びた雰ふん囲い気きの女性。

「あらあらぁ、外れちゃったわねぇ？　ざーんねんっ……あんなのに引っかかるなんてぇ、まだまだ子供ねぇ？」

「あ、あなたも確か、『ファン』と一緒にいた、えっと……『分身を作る女の人』！」

「安直すぎるでしょ、それぇぇぇ!?　『投影シヤドウ』よ、『投影』！　さては調べもしなかったのねぇ!?　捕つかまえたからって、そのまま放置したきり忘れたりせず、ちゃんと責任持って最後まで面めん倒どう見てあげなさいよぉ！　可哀かわい想そうでしょ!?　私達が！」

「そ、そんな拾ってきた猫ねこちゃんみたいな……ていうか、自分で言っちゃうの？　……って、チャ、チャーンス！　うにゃーっ！」

「……ふふんっ……──────」

「……えっ!?　こっ……これも分身なのっ……!?」

　仲間の分身を作れるのなら、自分自身の分身を作れるのも、当然──それも、より精度が高く、だ。ようやく夜侘は思い出す──彼女達と戦った後日、改めて復習した『投影』の能力を。それは『物質の立体像を一つだけ、指定した場所へ投影できる』というモノだ。その攻こう略りやく法は──とにかく本体を叩くこと、だがしかし。

「『投影』を探してるみたいだーな……だが、させねえーぞ!?」

　夜侘を妨ぼう害がいするのは、『金色獅子王』──彼は腹の底へと、大きな力を溜ためるかのように、「スゥー」と大きく息を吸い込んで──最大限の雄叫びを上げる。

「スォォォ──この気弱系でピンク髪がみのロリっぽい子も、ドエライ萌もえるゥゥゥゥ！」

「うにゃっ……な、なんて叫びなの……!?（色んな意味で）」

　しかし感情のこもりっぷりは尋じん常じようでないらしく、ここ一番の輝きを見せる『金色獅子王』──目も開けていられない閃光に、夜侘の焦あせりは煽あおられるばかりだ。

（……ど、どれが本物なのか、分かんないよう……光られたら、目、瞑つぶっちゃうし……その間にニセモノ作られて、分かんなくなっちゃうし……う、うう～～～っ……これじゃ、隆良も沙凪ちゃんも、助けにいけないよっ……！）

「ふふ……お仲間さんを、助けに行きたいんでしょうけどぉ……させないわよぉ？　アナタ達のチームプレイは、完全に封ふうじさせてもらうんだからねぇ……」

「!?　まさか、アタシ達を分断させるつもりなの……？　くぅ……にゃあああっ！」

「ふふっ……────ざーんねぇん、またはずれぇ」

「っ……にゃ、う～っ……！」

　閃光の中、夜侘が必死で目を開いて炎を放つが、それも偽にせ物もの──夜侘は『金色獅子王』と『投影』から足止めを食らい、隆良は『風の子・ファン』と『瞬』と、沙凪は『タマちゃん』と──それぞれ個別に戦わざるを得ない状況に陥おちいる。

　傍はた目めに見ても、隆良達は明らかに──不利な戦いを強しいられているのだった。




　分断されてしまった、隆良達のチーム──突出していた気だるげな少女、氷莉もまた、豊満なボディラインを強調するようなスーツを着込んでいる色気溢あふれる女性と、一対一の戦いを始めていた。

「ぅー、めんどいよぅ……みかんママとも、はなれちゃったしー……わたし、テキトーにだらだらしてたいのにー……」

「……ふぅ、やれやれね。自じ堕だ落らくな子……全く、本当に……本当に、こんな子──」

　敵のアウトローは、通つう称しよう『ロンダム』──『両手から熱を発する異能』を持ち、以前は隆良と夜侘の二人が、一戦交えたこともある相手で──

「──心ゆくまで甘やかしてあげたぁぁぁいっ！　はぁあー……ヤバイわ、無表情を崩くずさず、のぺーっと力が抜ぬけてるダルそうな感じが、むしろ庇ひ護ご欲よくをそそるわ……ああもう、めっちゃ可愛かわいい……ロリ可愛い。思い切り甘やかして、愛めでてあげたいわ……」

　……ちなみに正式な呼び名は『【燃え】ロリコン・ダブルフレイム【萌え】』だ。ちょっと危ないことを口走る彼女に、氷莉も少しばかり鳥とり肌はだが立つ。

「……もー、『またたき』といい『のぶすけ』といい、なんでわたしのまわり、こんなのばっかくるのー……もーヤダよー……ええーい、こおっちゃえっ」

　微び妙みように気の抜けるのんびりとした語調ではあるが、それとは正反対に、地についた手から『ロンダム』へと隆りゆう起きしつつ迫せまっていく氷の波は、怒ど濤とうのごとく激しい。

『ロンダム』へと到とう達たつする──かと思いきや、どういうつもりか『ロンダム』も、氷莉と同じように地面へと両手をつき──

「すぅっ────はあぁぁぁ！」

　何と──迫ってくる氷を、『熱を発する両手』で蒸発させてしまった──！

「!?　……えぇー……うそぉー……なんでそんなテキカクに、タイオウできるの……？」

「ふふっ、氷莉ちゃんの能力は、アリア様から聞かされてるからねぇ──だからこそ、一番相あい性しようの良さそうな私が相手するコトになった、ってワケなのよぉ？」

「！　アリアおねーさんが……？　ぅ～……ナニかんがえてるのか、しらないけどさ……メンドーなコトして～……って、あれ？　……どこー……？」

　一気に氷が熱されたことで発生した水蒸気に紛まぎれ、姿が見えなくなる『ロンダム』──もしや、接近して『熱を放つ両手』で、一気に勝負を決めるつもりなのだろうか。

　なら、逆にカウンターで凍こおらせる──そんな氷莉の思惑おもわくは、しかし外れることになる。

「……ふふっ、残念～っ！　私はこっちよ？　氷莉ちゃぁん」

「えっ……えっ？　……キョリとってるの？　なんでー……？」

「アナタみたいな可愛い子、傷つけたくはないけどぉ──強すぎるのは確かだし、少しだけ大人しくさせてあげないとねぇ……だからぁ──ごめんねぇ？」

『ロンダム』が佇たたずんでいたのは、５メートルはありそうな道路標識の横──その鉄柱部分に両手を当て、全開で熱を放ち──

「んんぅ～～～っ……！　──はあぁぁぁ！」

「──ま、まさかー……ジョウダンだよねー……？　……っ」

「出来れば、無事でいてねぇ……でやぁぁぁっ！」

　鉄柱部分を熱して折れ曲がらせ──道路標識を、氷莉へと叩たたきつける──！

「────っ」

　道路標識は、氷莉に直ちよく撃げき──……しかし氷莉は、すんでのところで氷のドームを頭上に形成し、何とか事なきを得た──が。

「っ……はぁっ、はぁーっ……」

　ピシリ、氷のドームに亀き裂れつが走り──氷莉は息切れと共に、冷ひや汗あせを流した。




　また仲間達と少し離はなれた場所で、誰だれよりも突出していた魅神は一人──棒立ちの体勢で、何もしていなかった。サボっている、という訳ではない──動けない事情があるのだ。

「ふっ、アリア様の言う通り、猪ちよ突とつ猛もう進しんに突つっ走ぱしってきたな……それにしても、後ろを気にしてどうしたのかね、『雷神』くん？　仲間達の様子でも、気になるのかね？」

「っ、あ……アンタは、確か……！」

　魅神の目の前には、変に格好つけた男が一人──『瞬またたき』と同じく、つい最近、戦ったコトのある人物が──ここで名乗りを上げようとする。

「最も危険な『雷神』よ──貴様はここで、この我が相手してくれるわ。アリア様の僕しもべ、『アウトロー至上思想』の使徒──そして氷莉様の騎き士し、『飛ひ天てんの貴き龍りゆう』が──！」

「確か──『ノブ助すけ』！　邪魔するんじゃないわよっ……どきなさい！」

「違ちがぁぁぁう!?　我の真名は『飛天の貴龍』……断じて『ノブ助』では、ぬぁぁぁい!?」

「いいから、どきなさいってのよ『ノブ助』！　邪魔くさいのよ『ノブ助』！」

「ヤメロォ！　それ以上言ったら、貴様、アレだからな！　我、絶対に許さんからな！　二度と『ノブ助』って呼ぶなよ！　絶対だぞ！　絶対呼ぶなよ！」

　そんなことを叫ぶ『ノブ助』を──魅神は心底から邪魔である、と言わんばかりに睨にらみ付け、体から電でん撃げきを迸ほとばしらせる。

「……いいから、どきなさいっつってんのよ……これ以上、私の邪魔をするなら……アンタ、一いつ瞬しゆんで塵ちりにするわよ……？　アンタの能力なんて、もう完全に割れてるんだから……『格好いい言動を取れば強くなる』なんて、私は一いつ切さい気にするコトも──」

「……そうだな、その通りである……」

「？　……何よ……邪魔する気はなくなった、ってコトかしら？」

　そんな魅神の問いに、『ノブ助』は首を横に振ふり──余よ裕ゆうの笑えみを浮うかべる。

「そうさ、『雷神』──貴様は変に意識しなければ、普ふ通つうにカッコイイ。我が能力のタネが知られている以上、我に勝ち目は無いだろう──が、しかし……これなら、どうだ!?」

「!?　なっ……何をする気──！」

「──さあ、お前達ぃぃぃ！　ココは我が引き受けるッ……『雷神』は我に任せて、お前達は先に行けぇぇぇ！　……ふっ、なーに。我もすぐに追いかけるさ、心配するな……」

「……は？　お前達って誰よ、アンタ一人しかいないじゃ……──!?」

　謎なぞの雄お叫たけびを上げた『ノブ助』の雰囲気が、明らかに変わった──ピリピリと刺ささるような空気を通して、異様な感覚が魅神へと伝わってくる。

「我は、お前に勝てぬだろう。しかし我は、時間稼かせぎの捨て石で構わぬ……お前の仲間を、我が同どう胞ほうが倒たおすまでの、な。最も危険な『雷神』の動きを封じる、最重要任務……そして『仲間のために犠ぎ牲せいになる』というこの行こう為いが……我に力を与えてくれるぞぉぉぉ！」

「……皆みんなが、倒されるまで、の……？　……──っ！」

「おっと、仲間を助けに走る気かね？　我から背を向けて……我から『逃にげて』？　その『格好悪い行動』は……果たして貴様に、どのような影えい響きようを与えるかな？」

「！　……くっ……う、うう～～～っ……！」

　逃げれば、確実に不利になる──『ノブ助』を無視して仲間達を助けには行けない、それを悟さとった魅神は──ぎりっ、と歯は嚙がみしながら『ノブ助』と対たい峙じするしかなかった。







　それぞれの戦いを始めた隆良達は、明らかな劣れつ勢せいに立たされている──そもそも隆良達が五人なのに対し、アウトローの数が多すぎるのだから、仕方がない……いや、それは言い訳だ。相手は明らかに、考え、作戦を立て──隆良達を相手に、巧たくみに対応している。

　隆良達のチームプレイを封じる、アウトロー達の思惑通りになってしまっている──『風の子・ファン』と『瞬』の二人を相手取る隆良が、焦りと苛いら立だちに歯嚙みした。

「く、くっそ……！　何だこの、今まで戦ってきた『変な』アウトローの集大成っつーか、おさらいみてーなのは……ちくしょう、やってらんねーぜ！」

「『変な』とか、キモゲル男に言われたくなぁーいっ！　ええーいっ！」

「う、うおっ──あ、危ねぇっ!?」

『風の子・ファン』の繰くり出してきた鎌かま鼬いたちを、ギリギリでかわす隆良。形の無い風の刃やいばは、ゲルでガードのしようもない──避さけ続けるしかない隆良は、消しよう耗もうしていくばかりだ。

　魅神達も、恐おそらく隆良と似たような状じよう況きようだろう。隆良から見える範はん囲いでも、敵の目くらましで思うように戦えない夜侘と、遠えん距きよ離りからの攻こう撃げきで虫を操あやつる暇ひまも与あたえられない沙凪の、苦戦している姿が確認できる。

（くそっ……！　チーム全体の総合的な戦力は、こっちのが上のはずなのにっ……それぞれ相性の悪いヤツをぶつけて来てっから、むしろこっちが押されてやがるっ……！　俺達の特性を把は握あくして、上う手まくぶつけてくる、このやり方っ……！）

　こんな作戦を思いつく人物など──隆良には、一人しか心当たりが無かった。

（──アリア！　お前、マジなんだな……！　マジで俺らと、とことんまで──やり合うつもりなんだな……!?　だったら俺も……容よう赦しやはしねーぞっ……！）

　ギリッ、と一ひと際きわ強く歯を嚙かみ鳴らす隆良──しかしその瞬間、彼に隙すきが出来たと見たのか、『瞬』が再び瞬時に隆良の背後へ迫っていく。

「──もらったわよ、ぼーやっ！　一発、キッツイのあげるからっ……さっさとおネンネしてなさぁーいっ！」

　隆良の後ろ首に迫る、『瞬』のハイキック──隆良、絶体絶命──と、思いきや、

「──ぶっ!?　ぇ……なっ、え……？　こ、これ……え……？　げ……ゲルゥゥゥ!?」

　大量のゲルをカウンターで喰くらったのは、『瞬』のほうだった。隆良は左手を脇わき腹ばら付近から後ろに、右手を右みぎ肩かた越ごしに『瞬』のほうへ向け──ついでに首の後ろからもゲルを放ち、も一つおまけで腰こしを少しくねらせ──珍ちん妙みようなポーズでゲルを思い切り放ったのだ。

「ぅ、ぅぁぁ……ぬ、ヌメヌメするっ、いやぁぁぁ……何よ……何で、あたしが後ろから攻撃しようとしてるって、分かったのよぉ……！」

「隙を見せりゃ、後ろに回ると思ってたんだよ──へっ、意外性の欠片かけらも無かったぜ。後ろから来るって分かれば、楽勝だっつの。……まあ、前から来れるワケが無いだろーけどな。……さぁて、と……クックック」

「────ひっ!?　く、くうっ……い、一いつ旦たん、退たい避ひっ……！」

「！　こんにゃろっ……逃にがすかよぉぉぉ！」

　背を向ける『瞬』に、右手を銃じゆうのようにし、人差し指からゲルを放つ隆良──が、『瞬』は既すでに『異能』を使用し、『身体能力』を強化して飛び上がっていた。

「はっ、はっ……甘いのよッ！　このあたしが本気を出せば、アンタのトロいゲル（二重の意味で）なんかに、当たるはずが────えっ？」

　ほんの少し、後ろへ顔を反そらした『瞬』が──その瞬間、信じられないモノを目にする。自身へと、迫ってきているゲル──『瞬』を、確実に捉とらえていた。

「────ウソ────」

　一声漏もらした瞬間──ビチャッ、と『瞬』のセクシーな肉体へ降り注ぐ、ヌメヌメしたエグいゲル……あんまりだ、酷ひど過ぎる……でもこの一いつ杯ぱいが止められないんだな、これが。

「う、うっ……あ、あたしのスピードを、あんなに的確に捉えて……？　そんな、はずは……こんなの、いくら何でも、偶ぐう然ぜん……」

「……ふっ、偶然、だって？」

「!?　ぼ、ぼーや、まさか……狙ねらった、っていうの……!?　……ウソでしょ……!?」

「………………」

　問いかけてくる『瞬』には答えず、隆良はただ、ニヒルな笑みを浮かべ──

（……適当に撃うったら、なんか当たった……俺、コントロール、スゲー……）

　正直なところ、自分で自分に驚おどろいていた。まあ『瞬』は勘かん違ちがいしているようだし、これはこれで良いか──と、ゲルをぶっかけられた『瞬』は、そこで悲しそうな顔をする。

「うっ……こ、このあたしの、お肌はだにぃ……こんなに、エグいのぶっかけるなんてぇ……うう、エグいわ、キモいわ、ヒドすぎる、ありえない、最低────あぶっ」

　ゲルを散々にこき下ろす『瞬』へと──その口を封ふうじるかのように、隆良が追加でゲルをお見み舞まいする。おめでとう、『薄うす手でのタンクトップ』は、『肢し体たいを浮き彫ぼりにする湿しめったタンクトップ』に進化した。それはそうと、『瞬』のゲル批判で微び妙みようにハートが傷ついた隆良だが、挫くじけずに天を仰あおぎ見た。

「……ふっ、またつまらぬモノを、ぶっかけてしまっ──誰の『異能』がつまらぬモノだぶっ飛ばすぞオルァァァ!?」

　自分で言ったことである。ハートブレイクを引きずって、ちょっぴり混乱気味なのだろうか──しかし状況は、隆良にセルフツッコミをする余裕など与えてはくれない。

「このキモゲル男……『瞬またたき』さんに、よくもっ……！　自分で最後にするつもりだったのに……これ以上、史上最低のゲルの被ひ害がい者しやなんて──増やさないつもりだったのにっ！」

「!?　しまっ──『ファン』!?　くそっ、『瞬』に気を取られて、ここまで接近されて──に……逃げられっ……ないっ!?」

「逃がすワケないでしょっ！　アンタが『瞬』さんにしたコト、償つぐなわせてやるっ……！　ここで風の刃を暴風に変えて──切り刻んでやるっ！」

「なっ……そんなコトしたら、お前まで……！」

　こんな時ではあるが──隆良は自分だけでなく、『風の子・ファン』のことも心配していた。だが、ゲルに強い嫌けん悪お感を抱いだいているらしい彼女は、止まろうとしない。

「おい、待てっ……やめろォォォ！」

　その時、隆良の雄叫びを耳にした、夜侘は──

「っ……！　隆良っ!?　待ってて……今、アタシが行くからっ──！」

　対峙する相手に背を向けてでも、隆良を助けに向かおうとする……が。

「なんか知らねえけーど……『風の子』ちゃんの邪じや魔まは、させねえーぞ！　スウッ……ロリは世界を救うであろうコトは、もはや歴然たる事実ゥゥゥオアァァァァァ！」

「まぶしっ。……う、うぅっ……やめてぇ……邪魔、しないでよぉ……ふえぇん……」

　どうしても目を開けていられない、そんな夜侘の心中に、いまだかつてない恐きよう怖ふが舞まい降りる。もし、次に目を開いた時に……隆良が、やられてしまっていたら。そんな想像をすると──目を開くのが、怖こわかった。ずくん、と胸に痛みが走る。

　けれど、どうしようもない。夜侘は、もう──叫さけぶしか、なかった。

「やだよっ……誰だれかっ……誰か、助けてぇぇぇっ！」

　けれど、アウトローを相手に戦っているのは、政府公こう認にんストレンジャーの自分達五人だけ──助けなど、あるはずはない。いや──ないはず、だった。

「オォアァァァ、ロリこそ至上──ぼひっ!?」

「………………えっ？」

　つい先ほどまで叫んでいた『金色獅子王』が──『ガツッ』と何か固い物同士がぶつかったような音と共に、前のめりに倒れ伏ふす。倒れ伏した彼の背後にいたのは、テニスのラケットを構えた、一人の女の子──帽ぼう子しを目ま深ぶかにかぶっており、顔は見えないが……魅神が穿はいているのと同じような学校制服のスカートと、カーディガンを着込んでいた。肩かたからは、部活動にでも持っていくような、縦長のスポーツバッグをかけている。

　彼女が、背後から『金色獅子王』を殴なぐり──夜侘を、助けてくれたのだ。けれど、一体なぜ──？　と訝いぶかしむ夜侘に、今しがた現れた女の子が声を掛かける。

「あ、あのっ──し、下しも野の根ねくんを！　た、助けないと、ですよ！」

「……にゃっ!?　そ、そうだった……んん～っ……『無秒着火ゼロ・フアイア』！」

『金色獅子王』の閃せん光こうが途と切ぎれ、先ほどよりは圧あつ倒とう的に自由になった夜侘が──今にも攻撃されそうな隆良を援えん護ごするため、『風の子・ファン』へと炎ほのおを向ける。

「『瞬』さんの仇かたきっ……って、え……あ──熱うっ!?　なっ……ひ、ひやぁん!?」

「!?　この炎……夜侘か!?」

　炎の熱さで思わず飛びのいた『風の子・ファン』──助けられた隆良が夜侘のほうを向くが、彼女のすぐ背後には──何と、ナイフを振ふり上げる『投影シヤドウ』の姿が迫せまっていた。

「っ……余計な邪魔は入ったけど、ここまで接近できたわぁ……そうよ、警けい戒かいして防ぼう御ぎよ一いつ辺ぺん倒とうになんてならず、最初から攻撃に回ってれば、さっさと終わってたんだわぁ！　喰らいなさいっ、お嬢じようちゃん──！」

「……直接、攻撃しに来るなら──間違いなく、アナタが本物だよね？」

「──えっ？　……あ、ひっ!?」

　ナイフを振り下ろそうとした手に、火が放たれ──『投影』はナイフを落とす。夜侘のほうが早いのは、当然のこと──『ただ見るだけ』で火を放てるのだから。夜侘の『異能』は単純な火力はなくとも、この瞬しゆん発ぱつ性が大きなメリットになる。
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「ヒヤヒヤしちゃったけど……攻撃に回ってくれたおかげで、何とかなったよっ……！」

「!?　お、お嬢ちゃん……アナタ、まさか……!?」

　そう、夜侘は待っていたのだ──『投影』が接近してくる、この時を。『金色獅子王』の閃光がある内は『逆に来ない』というのは、承知していた。夜侘の前方から襲おそいかかりにくれば、『金色獅子王』の閃光を遮さえぎってしまうし──側面や後方から迫ったとしても、夜侘が閃光から目を逸らすために自身の向きを変えれば、火を自由に放てるようになる。

　隆良の雄お叫たけびが聞こえた時は、本当は非常に危なかったが、ギリギリで夜侘の忍にん耐たい勝ち──だが、火力自体は低いことを知る『投影』は、腹を括くくって夜侘に摑つかみかかる。

「っ……まだまだぁ！　いくら『異能』がデタラメでも、アナタ自体はただの女の子でしょぉ!?　火なんて死ぬ気で耐たえて……今ここで、直接排はい除じよしてあげ──」

「ところが──そいつは俺が、させねぇんだな」

「えっ──ぶっ。……え、なにこれ、え……え、エグいゲルぅぅぅ!?」

　夜侘に襲いかかろうとする『投影』を遮ったのは、隆良の放ったゲル──そのエグさを前に、『投影』は思わず体を震ふるわせた。

「ぅ、ぅぅ……『風の子』ちゃんの意い趣しゆ返がえしのために、戦うって決心したのにぃ……ミイラ取りがミイラになっちゃうなんてぇ……エグい、エグいよぉ、最悪──ぷえっ」

「………………」

　キモさのあまりに、大人っぽい雰ふん囲い気きを崩ほう壊かいさせて取り乱す『投影』に、彼女がそれ以上はゲル批判が出来ないよう、隆良がトドメのゲルをぶっかける。『風の子・ファン』やら『瞬』やらにエグいと罵ののしられ続け、隆良のハートは結構ダメージを受けているのだ。

　……それにしても──『風の子・ファン』と『金色獅子王』と『投影』は、アウトローではあるが、なかなか互たがいのことを思いやっているようだった。『一いつ緒しよに行動してたらしいし、情でも湧わいてたのかな』と、隆良は少しだけ朗ほがらかな心持ちで苦く笑しようし……念のため『投影』へと、更さらにゲルをぶっかける。

　悪あつ鬼き羅ら刹せつの所業ではあるが、そんな隆良へと──『風の刃やいば』が不意に襲いかかる。

「──う、うおおっ!?　『ファン』っ……まだやんのかよ──って、ああっ!?」

『風の子・ファン』の攻こう撃げきは、囮おとり──彼女の狙いは『金色獅子王』と『投影』の回収だ。二人と、そしてゲル塗まみれの『瞬』に風をまとわせて、少しでも重量を軽くして引きずるように退たい却きやくしている。

「お、覚えてなさいよ、ゲル悪あく魔まっ……『投影』さんにも、『瞬』さんにも、こんなヒドいことっ……絶対、絶対にっ……許さないんだからぁ～～～っ！」

「ちょ、ま、待ちやがれ！　ここで逃にがしたら、また面めん倒どうなコトに……！」

「下野根くん──あ、あのっ！　下野根くんの仲間の人がっ……危ないですっ！」

「な──なにっ!?　……って、んあ？　……誰？」

　そこで隆良は、ようやく彼女の存在に気付く──先ほど夜侘を助けてくれた、隆良の学校の女子制服を着ている女の子だ。帽子を目ま深ぶかにかぶっているため、ハッキリと顔は見えないが──彼女は「そんなことよりも！」とばかりに、人差し指をあらぬ方向に向けた。

「あ、あの子もっ……早く、助けてあげてほしいですっ！」

「へ？　あの子、って……はっ!?　さ、沙凪ィーッ！」

『タマちゃん』と戦っている沙凪は、絶賛苦戦中の模様──撃ち出される宝石の弾だん丸がんを、物もの陰かげに隠かくれてやり過ごすしかない。そのままでいれば、まだ良かったのだが──反撃の暇ひまも与あたえてくれない『タマちゃん』の攻こう勢せいに、沙凪の我が慢まんは限界に達した。

「っ……しゅ、淑しゆく女じよのお手本である『超ちよう絶ぜつ高貴合体・お嬢じよう様さま』として、耐え忍しのんでおりましたけどっ……も、もう許せんですの！　玉ぎよく砕さい覚かく悟ごで──反撃してやりますのォォォ！」

　沙凪が取り出した瓶びんの中には、一いつ匹ぴきの大きな『蜂はち』──沙凪の手持ちの中では、最も機動力のある『虫』を操あやつり、彼女は物陰から半身を出す。

「喰くらいますのっ、『女王様に仕える働き蟻の従順マリオネツト・ワーム』──……!?」

『異能』を使おうとした沙凪が、直面した状じよう況きように硬こう直ちよくする。『タマちゃん』は狙い澄すましたかのように、狙そ撃げきの体勢に入っていたのだ。最初から、これが狙いだったのか──『異能』を使うために集中している沙凪には、機き敏びんな動きは不可能──手の平の上にのせた宝石を、『タマちゃん』は今まさに、撃ち放とうとしていた。

「っ……！　こうなったら、相打ち覚かく悟ごですのっ──」

「ふふんっ、遅おそいよ……撃ち抜ぬけ──『弾丸自在フリー・バレツト』──」

「──あっ──」

　宝石の弾丸は『タマちゃん』の手から──無情にも、撃ち出されてしまった。もう、回かい避ひは出来ない。まるで走馬灯のように、沙凪の体へと着ちやく弾だんするまでが、スローモーションになっている──が、そこで弾はじきだされた宝石に異変が起こった。

「よしっ、私の勝ち────えっ？」

「い、いやぁっ、ですのっ！　…………にゅお？」

　瞬間、目を疑ったのは沙凪と『タマちゃん』──信じられないことが、起こっていた。高速で沙凪へと迫っていた宝石の弾丸は──隆良の放ったエグいゲルに、何と横から撃ち落とされていたのだ。

　沙凪の窮きゆう地ちを見事に救ってみせた隆良は──超ちようドヤ顔で、得意げに呟つぶやく。

「ふっ……以前、トーヤのヤローが放つ無数の爆ばく発はつダーツでさえ、ほぼ百発百中で捉とらえていた俺様の、秘められし才能──これが、ヒーローたる男のミラクル・コントロールよ」

　狙った獲え物ものは決して逃がさぬ、『彷徨える白い弾丸の射手スナイピング・ロード・オブ・ゲラー』──いや、ダメだ。なんかもう、なおさら性た質ちが悪くなっている。

　が、沙凪は怪け訝げんな顔をして首を捻ひねり、撃ち落とされた宝石のほうへ歩み寄る。

「うーん、ですの……隆良様って、そんな才能ありましたの……？　なんか……微妙～に納なつ得とくできませんの。これは、調べてみる必要がありますのね……どっこいせ、ですの」

「おいおい沙凪、お前も見ただろ？　もはや疑いようは──って、ちょいちょい、待って待って、何でその宝石を──つか、ゲルを回収しようとしてんの？　おい？」

　しかし隆良の問いには全く答えず、沙凪はゲル塗れの宝石を──なぜか大切そうにジップロックに入れて、そのままバッグの中へと──完全に、仕し舞まい込んだ。

「沙凪……いくら何でも、さすがにゲル嗜し好こうがヤバイぞ……つか、保存して持って帰ってどうすんだよ。俺が言うのも何だけど、そりゃ女の子として、いくら何でも──ハッ!?」

　当然、隆良は……そんな行こう為いに走った年とし頃ごろの乙女おとめが、恥はじらいと戸と惑まどいと罪悪の表情をするだろうと思った……しかし、沙凪はただ物静かに微笑ほほえんで、隆良を見ていた……その表情には『光り輝かがやくさわやかさ』さえあるような気がしたが……そりゃ気のせいだ。

　ゲル大好きな沙凪の行動は、いくら咎とがめたところで、もはや意味を成さないように思える。そちらはもう、諦あきらめるしかないのか──と、そこで夜侘の慌あわてた声が響ひびいた。

「た、隆良……なんでボーっとしてるの!?　『タマちゃん』に、逃げられちゃうよっ!?」

「……ハッ!?　し、しまった……って、もうあんなトコに!?」

　自じ称しようとはいえ『怪かい盗とう』を名乗るだけはある──『タマちゃん』は、既すでに隆良達から遠く離はなれていた。遠巻きに眺ながめていたその他のアウトローを引き連れ、一時撤てつ退たいするようだ。

「くっ……また逃がしちまった……！　こっちの戦力は五人しかいないのに、アウトロー共の戦力を、なかなか減らせてねぇ……！　チャンスだったっつーのに……！」

「……？　隆良様、あのー……あそこの人、誰ですの？　帽子かぶってる、あの……」

　沙凪が指差したのは、先ほど夜侘に加勢したり、沙凪の危機を教えてくれたりと、なぜか助けてくれている女の子──今は別方向を凝ぎよう視ししているが、隆良は彼女のことを……何となく見覚えある気はするが、どうにもハッキリと思い出せなかった。

　隆良の名を呼んでいたし、同じ学校の女子制服を着ているし、もしかしたら知り合いかもしれない。今度こそ、尋たずねてみるとしよう──と、思っていたのだが。

「なあ、アンタ、さっきはありがとよ。で……えーと、俺らって知り合いだったり──」

「──し、下野根くんっ！　雷らい轟ごうさんと、えっと……藍らん玉ぎよくちゃんも、危ないかもですっ！　は、早く助けてあげないとですよっ！」

「……んあ!?　そういや、そうだな……って、魅神と氷莉のコトも知ってんのか？　じゃあ、やっぱ知り合い……って、おーいっ!?」

　隆良が問いかけている間に──彼女はこそこそと物陰に隠れつつ、魅神と氷莉のほうへ進んでいく。訝いぶかしい気持ちは晴れないが──まずはとにかく、魅神と氷莉を助けて、彼女の正体を知るのはそれからにしようと決めた。




　魅神と『ノブ助』の戦いは、膠こう着ちやく状態にあった──『異能で』パワーアップした『ノブ助』を相手に、警戒した魅神は思うように動けないでいる。『ノブ助』にしてみれば時間稼ぎが目的だし、都合が良いはずだが──しかしここで、状況に変化が訪おとずれていた。

「……『雷神』よ……この『飛天の貴き龍りゆう』にいきなり背を向けるとは、そんなに仲間の様子が気になるかね？　気持ちは分からんでもないが……いささか無礼で不用心だぞ？」

「………………」

『ノブ助』の言葉通り──魅神は『ノブ助』のほうを見向きもせず、隆良達の戦っているであろう方向を見つめていた。変に気取った口調で話しかけてくる『ノブ助』には答えず、沈ちん黙もくしていた魅神だが──不意に口を開く。

「……流れが、変わったわ──何があったか知らないけど、状況は私達のほうへ好転してきてる。ずっと続いてた叫さけび声と閃光が急に途と絶だえたし、争う声や音も、聞こえなくなった。……きっともうすぐ、皆みんなが来るわね」

「……ふっ、我ら崇すう高こうなる『アウトロー軍団』が、勝利したのかもしれ──」

「──ありえないわね」

　ピシャリ、一言で否定した魅神が──そのまま続ける。

「だって、バカ隆良は……じゃなく、皆は！　……揃そろいも揃って微び妙みようだし、変な子ばっかだけど……アナタ達なんかに、負けたりしない。この私の──仲間なんだから」

　ふんっ、と魅神は腕うで組ぐみしながら、自信満々の様子──と、いまだに背中を向けられ続けている『ノブ助』の心中に、黒い感情がよぎった。

（……この『飛天の貴龍』にいつまでも背を向ける無礼、許せんが……それよりも、この無防備な背中……今なら我でも、『雷神』を……倒たおせるのではないか……？）

「………………」

　じり、と距きよ離りを詰つめる『ノブ助』は、気付かれないように細心の注意を払はらっている──つもりだったのだが、魅神の体から不意に電でん撃げきが湧き起こった。

（!?　き、気付かれているっ……隙すきが無い!?　……が、しかしっ！）

『ノブ助』は退かなかった──魅神の背中をターゲットに、攻撃を加えようと決意する。

「関係ないっ──！　電撃を放とうと、刺さし違ちがえる覚悟で耐えて、その身を貫つらぬけば──この『飛天の貴龍』の勝利！　足止めとはいえ……仕留めてはならないという決まりなど、どこにも存在しないのだからなぁぁぁ！」

『ノブ助』が腕うでを振ふり上げた、その直後──電撃が迸ほとばしって周囲を閃せん光こうが照らし、『ノブ助』の目を眩くらませる。しかし薄うす目めで見れば、ぼんやりと魅神の輪りん郭かくは摑めた──『ノブ助』は魅神の体の中心へと、思い切り右の手刀を突つき出す──！

「うぉぉぉ！　あ──あばばば!?　し、痺しびれるっ、がっ……とったっ……『雷神』は、我が倒したぞぉぉぉ！　ふっ……ハーッハッハ！　やれやれ……やはり我こそ、最強──」

「なるほど──罠わなに引っかかって騙だまされると、こんなにカッコ悪くて、恥ずかしいモノなのね……猪ちよ突とつ猛もう進しんってバカにされるのも、仕方ないかもね……私も反省しなくちゃ」

「……へ？　……へぁ？」

　体は、確かに貫いているはずなのに──と、『ノブ助』は電撃の痺れでなかなか気付けなかったが、右手に何かを貫いた感かん触しよくなど無い。電撃の閃光に、少しだけ目が慣れてきた頃──ようやく、自身が何を攻撃したのかに気付いた。

「なっ……こ、これ、は……で、電撃の──分身!?　そ、そんなバカなっ──!?」

　ちなみに本物の魅神の姿は、分身の少し横にいて──後ろ姿ではなく、『ノブ助』へと哀あわれな者を見るような視線を向けていた。

「正確には、電撃で人の形を作っただけなんだけど──まあ、電撃の目くらましのおかげで、アンタごときを引っかけるのなら充じゆう分ぶんだったわね。不注意すぎるんじゃない？」

「ッ……ちょ、調子に乗るな、『雷神』──ならば、改めて攻撃するだけ──！」

「あら……アンタ、自分がどこに手を突っ込んでるのか、分かってないの？」

「へ？　……あっ」

『ノブ助』が手を突っ込んでいるのは、魅神が作り出した電撃の渦うずの中──手の回りで輪っかを作るように電撃を操作されているため、まだ少ししか痺れていないが──『ノブ助』が慌てて手を引こうとする前に、キュッ、と電撃は引き絞しぼられる。

「あっ、ちょっ、まっ──あ──あばっばぁぁぁ!?」

　あえなく感電し、撃げき沈ちん──『ノブ助』は完全にノックアウトされ、敗北した。

「電撃の分身と罠──『雷らい蜃じん』──猪突猛進なんて、もう言わせないわ」

　前に戦った『金色獅し子し王』と『投影シヤドウ』をヒントに……そして少し前に氷莉の蜃しん気き楼ろうに引っかけられ、隆良に『猪突猛進』と揶や揄ゆされたのが悔くやしくて編み出した、魅神の新しん技わざだ。見事に引っかけられた『ノブ助』へ、魅神が思い出したように声を掛かける。

「……ところでアンタの中じゃ、背後から不意打ちするのって、カッコイイことなの？　なんかアンタ、すっごい弱くなってたけど……って、もう聞こえてないか」

　何はともあれ──隆良達を待つまでもなく、魅神は『ノブ助』を倒したのだった。




　氷莉は『ロンダム』と、戦せん闘とう中──だが、そこには異様な光景が広がっていた。

「な、何、これぇ……？　氷莉ちゃん、アナタぁ……一体、何をしたっていうのぉ!?」

　焦あせっているのは、初めは優位に立っていたように見えた『ロンダム』──それもそのはず。凍こおった物質を『両手から熱を発する異能』で蒸発させ続けていたというのに──氷莉と『ロンダム』の周囲には、氷の結けつ晶しようが躍おどるように舞まい落ちていたのだから。

「まさか、大気中の水蒸気までも凍らせて、結晶に変えて──ダイヤモンドダストを、作りだしたっていうのぉ!?　くっ……冗じよう談だんでしょぉ……？　っ、さ、寒いぃ……！」

　今は、七月も半ばという時季──真夏という季節感を完全に断絶する、あまりにも美しく、何より幻げん想そう的な光景──しかしその真まっ只ただ中なかにいる『ロンダム』は、その美び麗れいな光景が生み出す圧あつ倒とう的な冷気を前に、ただただ震ふるえるばかりだった。

　この状じよう況きようを作り出した氷莉は──心なしか、ドヤッ、とした顔を作っている。

「ふっふっふー……ロリコンおねーさん、もうコウサンしたらー？　わたしのカチで、イイでしょー？　これイジョウはムダだよー……ムダなコトしても、つかれるだけで──」

「っ……まだよぉ、まだぁ……」

「……んいっ？」

　この劣れつ勢せいに直面しても、『ロンダム』はまだ諦めていない。いや、それどころか戦意を奮い立たせ、両手を思い切り前に突き出すと──

「っ、っはぁぁ……はぁぁぁぁあっ！」

「……ほ、ほえぇ……？　う……うそー……」

　最大限の熱を発しながら、両手を突き出し──何と、氷莉が作り出したダイヤモンドダストを更さらに蒸発させながら、氷莉へと進しん攻こうしていく。

「ぇー、ぅー……ほ、ホントにアイショウ、サイアクだよー……うぅー、めんどい……」

「まだまだぁ……！　私の情熱はっ、潰ついえないっ……！　そう、私のッ──愛すべきロリを手に入れるためにぃぃぃ！　私は燃えているし、萌もえているのよっ！」

「……セーカクもコレ、カンゼンにフイッチだよー……ニガテすぎるぅ……」

　燃えるような『ロンダム』と、テンションの低い氷莉──全く以もつて対照的な二人だ。しかし熱を発しながら迫せまってくる『ロンダム』に、氷莉もさすがに焦ってくる──が。

「うふ、うふふっ……さあ氷莉ちゃあぁ～ん……？　大人しく、私のモノになりなさぁい……？　そうしたら、攻こう撃げきしたりなんてしないからぁ……さぁ──」

「うぉぉぉ！　氷莉、無事かぁ!?　オラッ──喰くらえぇぇぇ！」

「え、その声、まさかゲルの彼────ひやぁぁぁっ!?」

　割り込んできた隆良が、問答無用で『ロンダム』にゲルをかける──以前にぶっかけたのを合わせれば、これで通算二回目である。これには『ロンダム』も泣くしかない。

「う、うぅ～っ……げ、ゲル男めぇ……ロリ一いつ徹てつの私に、初めて意識させた男だから、気になってたのにぃ……こんなエグいのかけるなんて、あんまりだわぁ……うえぇぇん！」

「あ、ちょ、待ちやがれ！　逃にげんじゃねぇぇぇ！　ぅおーいっ!?」

　割と良い大人な気もする『ロンダム』だが、ゲルをぶっかけられたショックに耐たえ切れずダッシュで逃げていく──無理もない気はするが、遅おくれてやって来た魅神は怒おこり顔だ。

「ちょ……バカ隆良!?　こっちは片付いたから、急いで来たっていうのに……なんで逃がしちゃったのよ！　さっきのアウトロー、また向かってきたらどーするのよ!?」

「なっ……ンなコト言われても、仕方ねーだろ！　そ、そっちこそ、ちゃんと仕事してたのかよ!?　俺らからじゃ、全く姿が見えなかったけども……」

「ナニ言ってるのよ……当たり前でしょ？　アンタが前に戦ってた、ほら……『ノブ助』だっけ？　ちゃんと倒したわよ。思い切り電撃喰くらわせたし、数日はロクに動けないはずよ。で……そういうアンタ達は、向こうでちゃんと倒してきたんでしょね？」

「………………」

「……ちょっと、バカ隆良……ちょっと？　聞いてるの？　ねえっ」

　答えられない──答えられるはずが無い。一応は全員を退けたものの、ことごとく逃げられてしまい──総合的に見れば、敵の戦力は全く削けずれていないのだから。

「……バカ隆良、アンタ……まさか、逃がしちゃったんじゃないでしょうねぇ……？」

　答えが無いのが答えだと、パリッ、と魅神から電撃が奔はしるが──そこで仲裁に入ったのは、帽ぼう子しを目ま深ぶかにかぶっている、先ほど隆良達を手伝った女の子だった。

「らっ──雷轟さん、待ってくださいですっ！　あの、えと……し、下野根くんも、ベストは尽つくしてましたからっ……あ、あんまり、怒おこらないであげてほしいですっ！」

「えっ？　……アナタ、何者？　なんでこんな所にいるの？　ていうか、何してるの？」

「えっ……？　あっ、え、えとっ、わたしはですねっ」

　魅神の問いは、その場にいる誰だれもが聞きたかったことだ。その質しつ問もん攻ぜめに慌あわてながらも、女の子は答えようとしたが──隆良達の上方から、何者かの声が割り込んでくる。

「──奴やつら、密集しやがったな……よしっ、お前ら──射しや撃げき用意ィィィ！」

「「「おぉーっ！」」」

　それは数名のアウトロー達──遠くで構えて近づいて来ないということは、恐おそらく遠くから攻撃してくるタイプだろう。集中砲ほう火かを浴びれば──隆良達とて、一たまりもない。

「くっ、ヤベェな……一いつ旦たんここから離り脱だつするぞ！」

　促うながす隆良に、チームメンバー全員が頷うなずく。その中でも魅神が、特に機き敏びんに行動を開始しながら、隆良へと話しかけた。

「あの数じゃ、私の電撃でも撃うち落としきれるか分からないしね……まあ、皆もいるコトだし、ここは退くっていうので異論ないわ」

　退きながらも敵への注意は怠おこたらず、夜侘や沙凪を伴ともない、魅神は下がっていく。

「行くわよ、夜侘ちゃん、沙凪ちゃん……ほら、バカ隆良も急いでっ！　ぼやぼやしてたら、ハチの巣にされちゃうんだからっ！」

「おお、分かってらぁ！　そんじゃ、急い……でっ……!?」

　しかし言いだしっぺの隆良の体が、がくりとよろめく。まるで、身体に重石おもしをつけられたかのように、ズシリとした重量を感じたのだ。

「くっ……長いコト戦い通しだったからな、さすがに疲つかれが出てきやがったか……体が一気に重くなっちまったみたいだぜ……けど、そんなコト言ってらんねぇ──」

「あ、ううん、たからパパー。わたしが、オンブしてもらってるからだよー」

「氷莉かぃぃぃ！　一いつ瞬しゆんマジで焦ったわ！　つか、自分で走れよ！　さすがに重いわ！」

「ぅぅ、そういわずにー……わたし、ホントにタイリョクないんだよー……たたかいでつかれて、わりとホンキでうごけないよー……」

「んがっ……ああ、もぉ！　わーったよ、しっかり摑つかまってろぉぉぉ！」

「わーい。……はぁ……たからパパのセナカ、あったかいナリィ……」

　存分にくつろいでいる氷莉だが、隆良は逃げようと必死である。魅神・夜侘・沙凪は、既すでに退たい避ひ中で、魅神が隆良へと慌てた声を投げかけた。

「ちょっ……早く来なさいってばぁ！　遊んでる場合じゃないわよっ!?」

「わーかってるっつの！　今すぐ────あぁっ!?」

　が、そこで隆良が、まずい事態に陥おちいっていることに気付く。

「えっ……えっ？　あっ、えっ、わ……わたし、どうすればいいですかっ？　えっ？」

「!?　お、おいアンタ……や、やべぇ！」

　帽子をかぶった女の子は、慌てふためいて右往左往するばかり──しかし、そうこうしている間に、射撃準備をようやく終えたアウトロー達がついに動き出す。

「今だ──遠えん距きよ離り攻こう撃げき型アウトロー隊──一いつ斉せい掃そう射しやぁぁぁ！」

「「「おぉっしゃぁぁぁ！」」」

　放たれるのはショットガンのような石いし礫つぶてや、そのまま弾だん丸がんなど──統一性は無いが、危険性は銃じゆう撃げき以上。隆良は飛びかかるように女の子へと抱だき着き、守ろうとする。

「っ──うおぉぉっ！　させるかよぉ！」

「えっ？　あ、下野根くん──きゃ、きゃあっ!?　あ……きゃっ……」

　一斉掃射が隆良達を襲おそうも、すんでのところで回かい避ひ──しかし女の子の帽子にはかすってしまったようで──帽子が弾はじき飛び、ふわっ、と艶つややかな茶ちや髪ぱつが現れる。

「っ……おい、アンタ、大だい丈じよう夫ぶか!?」

「あっ……きゃ、きゃあ……は、恥はずかしいです……」

「……だ、大丈夫っぽいな……まあ、それなら良いけども……」

　攻撃の危険に晒さらされたことより、帽子を弾かれたことを気にする辺り、割と吞のん気きな性格なのかもしれない。しかし結果論ではあるが、女の子を助けることが出来たし、氷莉を背負って逃げるのが遅れたのは──逆に幸いだったといえる。

　とにかく隆良は、彼女の手を引いて一時撤てつ退たいしようとした。

「おしっ……じゃあ逃げるぜ！　俺の手、しっかり握にぎってろよ！」

「えっ……あっ、は、はいですっ！　し……失礼、しますです、はい……」

　俯うつむき気味で顔は見えないが、耳まで真っ赤になっている。とにかくそんな彼女の手を引いて走るが、そこでアウトロー達の遠距離攻撃が、再び隆良達を襲おうとした。

「もう一回だっ……当たるまで──何度でも撃てぇぇぇ！」

　放たれる、無数の弾丸──今度こそ、隆良達の背中を捉とらえた──が、

「……『だらだら・シークレット・カーテン』～っ」

　隆良に背負われていた氷莉が、氷の障しよう壁へきを作ってアウトロー達の攻撃を遮さえぎる。結果──隆良達は見事に全員、路地裏へと逃げ込むことに成功した。

　ほっ、と息を吐はき、移動しながら、隆良は自身が手を引いている女の子に尋たずねる。

「ふーっ……危なかったぜ……なあ、アンタ、大丈夫か？　怪け我がは？」

「あ……は、はい、大丈夫です！　えと……『また』助けてくれて、ありがとうです！」

「いや、そりゃ、こっちの台詞せりふだって。さっきはありがとな、アンタのおかげで助かった──うん？　『また』？　えーと…………ん？」

　改めて、隆良は彼女を見つめる──光こう沢たくのあるライトブラウンの髪かみはセミロングで、何となく素そ朴ぼくな雰ふん囲い気きだが、顔立ちは可愛かわいらしいと言えるだろう。

　隆良と魅神の高校で指定されているカーディガンと、スカートを穿はいているし、同じ高校に通っているのは間ま違ちがいないのだろうが──『どこかで見た事がある』と既き視し感を覚えながらも、やはりハッキリとは思い出せない。

　彼女を見つめながら、隆良が悩なやんでいると──ぼっ、と彼女の顔が紅あかくなる。

「……う、ううう……えっと、そんなに見られると、恥ずかしいです……です……」

「……お、おお、ワリ、えっと……あー、その……」

「……？　あ、あの、下野根くん……どうかしましたですか？」

「……うん、えーと……マジごめん。……俺達、どっかで会ったコトあったっけ？」

「………………──!?　は、はうあっ!?」

　ガーン、となぜかショックを受ける女の子──やはり、全く知らない関係ではないらしい。さすがに隆良も悪いと思ったのか、申し訳なさそうに尋ねる。

「い、いや、マジで悪かったって！　ほら、俺、アレだから……滲にじみ出るヒーローオーラのせいで視界がぼやけて、人の顔とか覚えられないっつーか！」

「い、いえっ、イイんですっ！　わたしの影かげが薄うすいせいですから……だから、わたしが悪いんですっ！　下野根くんのせいじゃないですからっ……大丈夫ですからっ！」

　隆良の意味不明な言い訳を、彼女は咎とがめもせず、それどころか『自分のほうが悪い』と口にする──逆に罪悪感が胸に突つき刺ささる隆良へと、彼女は改めて向き合った。

「え、えっと、それじゃ、改めて、ですねっ……わ、わたしは……わたしはっ」

　やや緊きん張ちようした面おも持もちで──ぐっ、とお腹なかに力を籠こめ、彼女は自己紹しよう介かいした。
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「下野根くんと、あと、雷轟さんの……く、クラスメイトの──高たか橋はしヱリコ、ですっ！」

「………………？」

「……ごめんなさい、ごめんなさい……わたしが悪いんです……わたしが地味で引っ込み思案で影が薄いから、印象に残らないのが悪いんです……」

　しゅん、と落ち込んでしまう少女、ヱリコだが──隆良はそこでようやくピンときた。

「……──！　あ、ああっ！　思い出した……確かに、同じクラスだよな!?　いやまあ、入学してから一回も喋しやべったコト無い気がするけど……間違いねぇ、思い出したっ！」

「！　ほ、本当ですか、下野根くんっ……あ、あ……ありがとうございますですっ！」

「いや忘れてた俺が圧あつ倒とう的に悪いし、礼とか言われると罪悪感ハンパ無いんだけど!?」

　まあ、隆良は入学してから割とすぐにストレンジャーとして目覚め、それからずっと忙いそがしかったし、ギリギリ仕方ないと言えなくもない──と、そこで隆良とヱリコの話に割り込んできたのは、同じくクラスメイトである魅神だった。

「……えっ？　ちょっと待ってよ……高橋さん、だっけ？　……えっ、アナタ……私達を助けてくれたっていうから、てっきりストレンジャーかと思ってたけど──」

「んあ、魅神？　どーしたよ……そりゃ、政府公こう認にんストレンジャーとアウトローとが戦ってるのに、助けに来てくれたんだから……ストレンジャーなのは、当然じゃね？」

「いや、ちょっと考えれば分かるでしょ、バカ隆良っ。私達のクラスで──ていうか、私達の学年でストレンジャーなんて──私達二人しか、いないのよ!?」

「……へ？　……え、ちょっと待てよ……それって、つまり……？」

　隆良と魅神の視線が、そしてついでに他のチームメイト達の視線も、ヱリコへと向く。ヱリコは少しばかり、緊張した面持ちになりながらも──簡単な事実を、口にした。

「は、はい、わたしは……ストレンジャーじゃ──ない、です。……です」

「──────」

「……あ、あの、ごめんなさい……ごめんなさい、です……」

　思わず、呆あつ気けに取られてしまう面々──「それ、まさか」と、夜侘が隆良へと問いかけるような視線を送ると、隆良は改めてヱリコの言葉を反はん芻すうし──口を開いた。

「高橋……いや、高橋さん、アンタ────一いつ般ぱん人んんんんん!?」

「──ひゃあっ!?　ご、ごめんなさいっ、ごめんなさいです───っ!?」

　隆良達『政府公認ストレンジャー』と、アリア率いる『アウトロー軍団』──この二つの戦いに介かい入にゆうしてきたのは、何と──

　──『異能』という力を持たない、一人の少女だった──










　03　地味とか、普通とか、影薄いとか……そういうトコにコンプレックス持ってるのがイイんでしょうがぁ！　是非そのままでいてください！　オナシャス！







　アウトロー達から一時撤退する頃ころには、周囲は夜の闇やみに包まれていた。ヱリコと共に行動を始めた隆たか良ら達は──この騒さわぎで早々に店を閉めていたコンビニの裏手に隠かくれ、ヱリコへと問う。なぜ、隆良達を助けてくれたのか──その答えは、少しばかり意外だった。

「えっとですね、その……わたし、以前、下しも野の根ねくんや皆みなさんに──助けてもらったコトがあるんです」

「……へ？　俺達が、高たか橋はし……さんを、助けた？」

「は、はい……あの、覚えてないですか……？　以前、『再世リ・バースデイ』っていうアウトローの組織の人達が、ビルを占せん拠きよした時なんですけど……」

「……あー、確か……なんか『ファン』とか、アウトローの奴やつらが立てこもって、人ひと質じちを取られてた時の……あのテロ？」

　隆良がすぐに思い出せたのは、先ほど『風の子・ファン』と交戦していたから──そのテロの直後、あのトーヤと初めて出会い、爆ばく破はされたのは──少しばかり苦い記き憶おくだが。

　しかしトーヤに関しては知らないヱリコは、当時を思い出しているのか嬉うれしそうだ。

「は、はいっ！　その、人質の中に……わたし、実はいたんですっ」

「…………え、マジで？」

「は、はいっ……わたし、あの時は怖こわくて、声も出せなかったんですけど……下野根くんがアウトローさん達の注意を引きつけて、その後に焰ほむら熾おこしちゃんと……えーと、あっちの、お嬢じよう様さまっぽい子に、誘ゆう導どうしてもらって……助けてもらったんです」

「ああ、夜よ侘わびと……沙さ凪なぎか。水すい仙せん花か沙凪な、あの微び妙みようお嬢様の名前」

　それにしても、なぜ夜侘の方は名前を知って──と、そうだ、クラスメイトだからである。氷こお莉りが『なんちゃって転校』をしてきた時に、夜侘は一度だけ隆良のクラスに突とつ撃げきしてきたことがある。多分、その時に知ったのだろう。

　それにしても──と、隆良は首を傾かしげながら、ヱリコへと問いかけた。

「でもよ……何で今日まで、そのこと黙だまってたんだ？　いや、俺のほうもクラスメイトなのに、テロの時とかも気付けなかったのは、悪かったけどよ……同じクラスなら話しかけるチャンスくらい、いくらでもあったはずだろ？　ちょっと……水みず臭くさいぜ？」

「えっ？　あ……その、えっとですね？　実は、わたし……何度か、話しかけようとしてたんですよ？　お礼、言いたくて……です」

「へ？　えっ……そ、そうだっけ……あれ、でも、俺……覚えてねーんだけど……」

「は、はい、その……わたしが話しかけても、下野根くん……気付かなかったから……」

「…………ホワッツ？」

　そんなバカな──と首を捻ひねりながら目を丸くした隆良に、なぜかヱリコのほうが申し訳なさそうに続けた。

「え、えーと、わたし、多分その、普通より声が小さいし、目立たないから……下野根くん、いつも一人で物思いに耽ふけってたり、そうでない時は大体雷らい轟ごうさんとお話ししてましたし……き、気付かれなくても、無理ないかなー、って……です……」

「……………………」

　魅み神かんと話していた時は、ともかくとして──『物思いに耽っていた』というのは、ぶっちゃけると『カッコイイシチュエーションを妄もう想そう』していたのだ。妄想に夢中で、話しかけてくるヱリコに気付けなかったと悟さとり──隆良は、ヱリコへと思い切り頭を下げた。

「──正直スマンかったぁぁぁ！　違うんだ……無視してたとか、そんなんじゃねーんだ！　マジで気付かなかったんだ……ホントなんだよぉぉぉ！」

「え……えっ!?　だ、大丈夫ですよっ、無視されてたなんて思ってませんからっ！　いえ、というか……わたしのほうが悪かったんですよ！　だってわたし、この通り地味ですし、普通ですし、その上に引っ込み思案で、影なんてすっごく薄いですし……だから、気付かれなかったのも、むしろ当たり前ですっ。悪いのは──全部わたしのほうですからっ」

「ヤメテェェェ!?　俺のほうが明らかに悪いのに、自分自身の責任にしないでくれぇぇぇ！　二倍痛む……罪悪感で、胸が二倍痛むんだよォ!?」

　これなら『わたしのこと忘れるし、気付かないなんて、サイテー！』と普通に怒おこられているほうが、まだマシだったかもしれない。ヱリコが良い子すぎる分、そんな彼女に感じなくても良いはずの責任を感じさせているのが、心底から申し訳なくなってくる。

　ちなみにこの話を聞いて、夜侘と沙凪が隆良をジト目で見た。

「隆良……さすがにちょっと、ヒドいよ……クラスメイトなのに、可哀かわい想そうだよ……」

「全くですの。いくら隆良様でも、反省すべきですのっ！」

「ぐっ……ぐわぁぁぁっ!?」

　仲間からまさかの追い打ち──トドメを刺された隆良に、ヱリコが慌あわてて声を掛かける。

「で、でもですねっ……そんな引っ込み思案なわたしが、下野根くん達を助けないとって、そう思って、しかも実際に行動することが出来たんです！　お礼を言うために、っていうのもあるんですけど……でも、これって──下野根くん達のおかげなんですよっ！」

「お、おおう……そ、そうなのか……なんか、照れ臭くさいな……それでも申し訳なさのほうが、圧倒的に上回るけども……」

「そ、そんな、申し訳ないのは、わたしのほうですよ……って、あ、えーと、ですね……っていうのが、わたしが、下野根くん達を助けた理由……なんです」

　そういえば、『ヱリコがなぜ、隆良達を助けてくれたのか』という質問をしていたのだった。が、そこで訝いぶかしげな声を送ってきたのは、魅神である。

「……ちょっと待ってよ。あの『再世』とかいう勘かん違ちがい組織の人質になってた、ってことは……高橋さん、だっけ。あなた、バカ隆良の例のエグくてキモい、最低のゲルをぶっかけられた、ってコトよね？　……それなら、むしろ恨うらみそうなモノだと思うけど……」

「えっ？　え、えーと、それはですねっ……」

「よーし電動ミカン、この俺様に喧けん嘩か売ってんだな？　お？　買うぞ、お？　今日は色んな奴に散々こき下ろされて、もはや俺のライフポイントはゼロなんだよ、お？」

　心がオーバーキル状態の隆良はスルーし、魅神に質問されたヱリコが、少し慌てながらも素す直なおに返答する。

「えと……わたしは、下野根くんのゲルをかけられても……恨んだりなんて、してないですよ？　だって、わたしはそのおかげで、助かったんですし……」

「！　お、おお……高橋……さん。分かってるねぇ……アンタ、分かってるよぉ！」

「確かに下野根くんのゲルは……すごくエグいですし、見た目や手て触ざわりは、ちょっと……ううん、すごく気持ち悪いですけど……でも、それでも恨んだりなんて、できないです」

「………………」

　ヱリコの感想は、心からの素直なモノ──だからこそ、隆良には余計に突き刺さった。ある意味、普通にゲルを否定されるのよりも、ダメージが大きい。

　しかしヱリコは、続けて魅神へと述べる──偽いつわらざる、自身の気持ちを。

「それに、ゲルがどうのっていうのは、問題じゃないと思うんです……下野根くんはあの時、危険なんて顧かえりみず、人質の皆みんなを助けるために行動してくれました。そのおかげで多くの人が助かったのは、間違いないんです……それが一番、大事な事実だと思うんです」

「……見かけや外聞には、囚とらわれてない、っていうことね。……ん……そうなんだ……」

「……そ、それに、それに……そもそも、ですね？」

「……ん？　何かしら？」

　軽く首を捻ひねる魅神に、ヱリコは隆良のほうをチラチラと見ながら、両手の人差し指をもじもじと擦こすり合わせつつ──顔を紅あかくして、恥はずかしそうに呟つぶやく。

「え、えっと……わたし、元から下野根くんのコト……えっと、ストレンジャーになる前から、っていう意味で、ですね……そんなに、悪い風には……思ってなかった、ですし」

「わー、そうなんだー。……………………はい？」

「下野根くん、前から『俺は世紀のストレンジャーになって、ヒーローになる！』なんて公言してて、変人扱あつかいされてましたけど……そういう風に、自分のやりたいことや、なりたい何かを口にできるって、スゴイな、って思ってて、ですね……わたし、この通り、地味で引っ込み思案だから……余計に、その……だから、あの、ですねっ……」

「待って待って、落ち着いて？　よく考えましょ？　間違ってるわよ、そんなのただのおバカさんなのよ。スゴくないわよ。気の迷いよ。……ね？　だから、よく考えて──」

「わたし、下野根くんのコト──そ、尊敬してるんですっ！　えっと……か、カッコイイな、って……結構、教室とかでも、目で追ってたり……で、です……」

「──────」

　魅神、絶句──またか、またなのか、と魅神自身にも意味が分からない感情に苛さいなまれる。ちなみに、夜侘もどうやら魅神と同じ心境らしく、沙凪は軽く呆あきれ気味だった。

　そして、ヱリコからどうも『悪く思われていない』らしい隆良本人は、というと──

「……ふっ、なるほど……なるほどな！　やっぱり、分かるヤツには分かるんだよな……この俺様の内から滲にじみ出るカッコ良さ、ヒーローに相応ふさわしいというオーラがな!?　やっぱなー、そうだろーと思ったよ。ゲルとか関係ねーよな！　はーっはっはっは！」

　絶ぜつ妙みようにズレた鈍どん感かん思考を披ひ露ろうしつつ、上じよう機き嫌げんな様子を隠さなかった。しかもヱリコまで「そうです、下野根くんはカッコイイですよ！」と同調しているものだから、なおさら隆良は、自分が憎にくからず思われていることに気が付かないだろう。

　さて、そんなゲルで神経が詰つまっている隆良の──背中の辺りから、のんびりと間延びした声が響ひびいてくる。……氷莉だ。

「んぅ、ふぁう……ねえ、たからパパー……ちょっと、おなかすいたよー……そろそろ、ゴハンたべたいよー……ねえねえ、たからパパー」

「……ああ、うん……あれからずっと、俺の背中に張り付いて離はなれなかったお前にも、逆に感心するけども……ホント、お前って自由に生きてるよな……」

　思い切り呆れながらも、氷莉の言う通り、隆良達もお腹なかが空すいてきていた。特に隆良は病院で目を覚ましてから、ほとんど何も口にしていない。ここは一つ、腹ごしらえと行くか──と決めた瞬しゆん間かん、コンビニの裏口の扉とびらが音を立てて開かれ、中年の男性が出てくる。

「……？　なんだ、アンタら……うちの店の裏で、何してんだ？」

「お、っと……すんません。俺ら、政府公こう認にんのストレンジャーでして──」

「……なに？　政府公認の……ストレンジャー？」

「ええ……あ、そうだ！　ちょうどイイとこに！」

　ラッキー、と嬉しそうに手を叩たたいた隆良が、中年の男性に明るく話しかける──彼の表情が、やけに険しいことに気付かないまま。

「あのッスね、テレビ見てたら知ってると思うんですけど、俺ら今、アウトロー達と戦ってるトコなんスよ……それで思ったより長丁場になりそうなもんだから、ここで食しよく糧りようとか補給させてもらいたくて……あ、もちろん、金はちゃんと払はらいますんで──」

「…………断る」

「あ、ご協力、感謝しま────は？」

　一瞬、自分の耳を疑う隆良だが──中年男性は、もう一度繰くり返してきた。

「断る、って言ったんだ。……この状じよう況きようで、アンタらに売るモンなんて、ない」

「は……は!?　ちょ、待ってくれよ……別に盗ぬすんだり、強ごう奪だつしようってワケじゃねーんスよ!?　ちゃんと金は払うし、街を守るために、俺らも体力が必要で──」

「何度言われても、断る。……こっちはな、迷めい惑わくしてんだよ……お前らストレンジャーの起こしてる事件で、しょっちゅうな」

「……は……？　いや、ナニ言ってんスか……事件を起こしてるのは、アウトローのほうで……俺らは、それを解決しようとしてる、政府公認のストレンジャーだって──」

「そんなもん、わしら一いつ般ぱんの市民から見れば、どっちも同じ『ストレンジャー』だろ。アウトローでも政府公認でも、わしらにしてみりゃ、違いなんて分かんねーよ。今も商売あがったりだし、お前らが事件起こすたび、店閉めなきゃなんねーし……迷惑なんだよ」

「……なっ、あ……ちょ──ちょっと待ってくれよ、俺の話を──！」

「外はアウトロー共がうろついてるし……家に帰ることも出来ねぇ。アンタ達だって、何するか分かったモンじゃねーし……こっちとしちゃ、関かかわり合いになりたくないんだよ」

　隆良の反論にも耳を貸さず、中年男性は疲つかれたような表情で店の奥へと消えていき──扉を閉める直前、もう一言だけ漏もらす。

「……精々、さっさと事件とやらを解決して、静かに休ませてくれ……じゃあな」

「なっ……ンな、勝手な！　……くそっ！」

　取りつく島も無く、一方的に会話は打ち切られる──イラつき交じりに歯を嚙かみ鳴らす隆良と、中年男性の応対で悲しそうな顔をする夜侘。沙凪も少し眉み間けんに皺しわが寄っており、氷莉は──彼女だけ全くのいつも通りで、気だるげにあくびしていた。

　そして、魅神は──意外にも当たり前だというように、落ち着き払って立ち上がる。

「……ま、こんなもんでしょ。ちょっとココ、居い辛づらくなっちゃったわね……バカ隆良、皆、すぐそこの裏路地まで移動しましょ」

「!?　……お、おい、魅神……お前のコトだから、てっきり怒いかり狂くるって、この店を消し炭にくらいしようとすると思ったのに……」

「アンタの中で私はホント何なのよ!?　鬼おにか悪あく魔まなの!?　……はあ、ていうか、こんなの今さらだもん……大小の違いはあれ、一般の人がストレンジャーにする反応なんて、大体はあんなもんよ」

「へ？　……あ、そっか。そういや魅神は、昔からストレンジャーで……」

「……そっ、まあ、慣れてるのよ。氷莉ちゃんも……あと沙凪ちゃんも、いつ頃ごろからストレンジャーになったのかまでは知らないけど、似たようなモノじゃない？」

　魅神の言葉に、沙凪は頷うなずきつつ「まあお嬢じよう様さまは、細かいコトは気にしませんの。オーッホッホッホ」と高笑いを決めた。……ちなみに氷莉は、隆良の背中で眠ねむり始めている。

「……ったく、難なん儀ぎなモンだぜ……まあ、力を持ってない、ってんだから、怖こわがられたり理解されないのも、仕方ねーかな──ヒーローの広い度量で、許してやっか」

　近くの裏路地へと移動しつつ、そんなことを呟く隆良の裾すそを──きゅっ、と夜侘が握にぎる。

「……んお？　夜侘……どーしたよ？」

「……な、なんでもないよ……ちょっと、寂さびしいな、って思っちゃっただけだから……仕方ない、っていうのも、分かってるんだけど……」

「…………夜侘」

「あは……なんか変だよね。落ち込んでる場合じゃ、ないの──にっ？　う、にゃっ？」

　いきなり隆良に、頭を強めに撫なでられて──猫ねこのような声を上げてしまう夜侘。少し戸と惑まどい気味の彼女へと、隆良は明るい口調で言った。

「全くよー、お前な、ちょっとくれー冷たくされたからって、気にしすぎだっつの！　世の中、広いんだからよ──ちゃんと俺らのコト、分かってくれるヤツもいるだろ？」

「……た、隆良……」

「それに──もしも誰だれも、分かってくれなかったとしても、な？　……俺らがいるだろーが。寂しくなるコトなんて、あるか？　あるってんなら、その発想が寂しいぜ、俺は」

「！　……そ、そーだよね……うんっ、そーだよね！　アタシには、皆がいるし……それに隆良は『宿星の片割れスター・パートナー』だし！　うんっ……相棒がいれば、寂しくないよっ、うん！」

「いや、相棒とかはホント、分からんこと山の如ごとしだけども……ま、いいか」

　そう簡単に割り切れるモノではないだろうが、それでも夜侘は、少しは気を取り直したらしい。多少は安心する隆良へと──おんぶされていた氷莉が耳打ちする。

「……たからパパ、いまのセリフ、なかなかくさいねー……」

「……うるせっ、落とすぞコンニャロ」

「わーっ、やだやだ、ジョーダンだよー……たからパパ、カッコイー」

「気持ちが籠こもってねぇ……相変わらずだよな、マジで……」

　隆良が、今日で何度目かの溜ため息を吐ついたと同時に──不意にヱリコが、肩かたにかけていたスポーツバッグを開きつつ、その場の全員へと声を掛かける。

「あ、あの、皆さんっ……お腹が空いてるんでしたら、簡単に食べられる物、持ってこられるだけ持ってきましたので──よ、よかったら、どうぞです！　ていっても、カロリーメイトとか、スポーツ飲料とか……本当に簡単なのだけですけど……」

「────えっ？」

　ヱリコの言葉に、意外そうな顔をする面々──しかし真っ先に彼女のお言葉に甘えたのは、氷莉だった。にゅるりっ、と隆良の背中から這はい降りて、ヱリコの前に立つ。

「わー……ホントにいいの？　たべちゃって……ねーねー、ヱリリンー」

「あ、はいっ、もちろんです、藍らん玉ぎよくちゃ──え、ヱリリンって、わたしですかー!?」

「そーそー……えへへー、ありがとー、ヱリリンー」

　にへ、と笑う氷莉に、変なアダ名をつけられたヱリコは──けれど少し嬉うれしかったらしく、「……えへへ、です」と軽く頭を搔かいていた。

　スポーツバッグの前でしゃがみ込んだ氷莉が、食物を物色し始めると──夜侘と沙凪もヱリコへと声を掛け、礼を言ってから氷莉に続く。

　そして、次に魅神が──なぜか険しい表情で、ヱリコの前に立つ。

「……？　ら、雷轟さん？　あの、どうかしましたか？　……も、もしかして、わたしの持ってきたの、雷轟さんの嫌きらいなモノばっかりとか──」

「────どうして？」

「……えっ、どうして、って……えっ？」

　魅神の不ふ明めい瞭りような問いかけに、戸惑うヱリコ──魅神は少しだけ間を置いて、改めてヱリコへと尋たずね直す。

「……どうして高橋さんは、ストレンジャーでもないのに──私達に、良くしてくれるの？　さっきの、コンビニの人……見たでしょ？　アレが、普ふ通つうの反応なのよ。それなのにアナタは……私達に助けられたからって、それだけで何で……こんなに、助けてくれるの？　アナタは、ストレンジャーに……偏へん見けんとか──」

「──ないですっ！」

「────！」

　魅神が尋ねる前に、ヱリコは喰くい気味に答えてきた。それが少し恥はずかしかったのか、ヱリコは軽く頰ほおを紅潮させ──けれど、魅神を真まっ直すぐに見つめ、真しん剣けんな言葉を紡つむぐ。

「確かに、ストレンジャーの人達に偏見を持ってる人は、すごくいるんだと思います。わたし達のクラスにだって、やっぱりいますし……わたしの両親も、ストレンジャーを……正直に言うと、嫌ってて……わたしにも、『ストレンジャーは何を考えてるか分からないし、危ないから近寄るな』なんて、言ってくるんです。……でも、でもですねっ！」

　少しだけ落ち込みかけていたヱリコだが、すぐに力強い声へと持ち直す。

「わたしは──それは違ちがう、って思うんです。だって、下野根くんと雷轟さんとは、同じクラスですし……四月から、二人を何度も見てきましたし、わたしには分かるんですっ。例えば雷轟さんは……怒おこったり、拗すねたり、怒ったり、ちょっとだけ嬉しそうにしたり、怒ったり、照れたり……色んな表情してますしっ」

「私、二回に一回は怒ってるじゃない……どんだけ怒りんぼなのよ、私……」

「あ、や、その……か、感情豊かなんだ、って言いたかったんです！」

　慌あわてて取り繕つくろいながら、ヱリコは少しだけ息を整えて、ゆっくりと声を紡いだ。

「その、たとえば下野根くんだって、元々変な人で……ストレンジャーになって、もっと変なカンジになっちゃいましたけど……でもわたし、だからって、下野根くんを偏見の目で見たりしたくなくて……その、上う手まく言えないけどですねっ……」

「………………」

「わたしは──雷轟さんや皆みなさんのことも、もっと良く知っていきたいんです……偏見なんて、ナシで……だから、えと、あのですね──」

「っ……も、もういいわよ、高橋さん。もう充じゆう分ぶん、分かったから……伝わってる、から」

「……えっ？　あ、あの、雷轟さん……ど、どうかしたんですか？」

　魅神は、少しだけ俯うつむいていた──気分でも悪いのだろうか、とヱリコが心配して顔を覗のぞき込もうとするが、魅神は慌ててそっぽを向き、スポーツバッグのほうへと歩み寄る。

「さ、さてと！　私もお腹なか空すいちゃったわ。高橋さん……あの、ありがとね。頂くわっ」

「あっ……は、はいっ！　どうぞですっ、遠えん慮りよしないでくださいっ……えへへ」

「ええ！　……本当に…………ありがと」

　聞こえない程度の小声で、重ねて礼を言う魅神──隆良はそんな魅神を見て、建物の壁かべを背もたれにしつつ考える。

（……そーいや魅神のヤツ、ストレンジャーになりたての頃ころ、友達を痺しびれさせちまって、離はなれていかれちまった……って、言ってたな。その時のことでも思い出して、実はセンチメンタルになっちまってたのかねぇ。高橋……さんのおかげで、まあなんつーか──ちょっとは魅神の気持ちも、少しは救われてんのかな？）

　ぼんやりと考え込む隆良だが──そこで思い出すのは、『とある人物』のことだった。

（……本来なら、そういう心の支えってヤツは……アイツの役目のはずだったんだけど、な。……なあ……マジで、ナニ考えてんだよ────アリア）

　アウトローが至高の存在だとのたまい、宣戦布告などしてきたアリアの意図が、いまだに摑つかめない。隆良が悩なやんでいるところ──声を掛けてきたのは、ヱリコだった。

「あ、あの……下野根くんも、良かったら……ど、どーぞですっ！」

「……おおっ？　あ……へへっ、色々とサンキュ、高橋……さん」

「……あ、えっ？　えと、色々って、何ですか？」

「ん、いやまあ、食べモンのコトとか……あと、魅神のコトとかも、な。アンタがいてくれて助かったよ、高橋……さん」

「……あ……え、えっと、いえいえっ……です……」

「？　なんか、元気ねーな……どーかしたのか？　あ、それ、貰もらうからな」

　隆良が礼を言いつつ、ヱリコからカロリーメイトとスポーツ飲料を受け取る。しかし、ヱリコの様子は微び妙みように芳かんばしくない。何か、気になることでもあるのだろうか──隆良が受け取ったものを口にしつつ首を捻ひねると、ヱリコが何やら決心した様子で語りかけてくる。

「あ、あの、下野根くん……よ、呼びにくいんでしたら、わたしのこと、『さん付け』で呼ばなくてイイですよ？　その、呼びやすいように呼んでもらえれば……」

「……んご？　あ、そう？　んじゃ……高橋、とか？」

「……あ……え、えっと、うーん……その、ですね……」

　悩むような素そ振ぶりを見せたヱリコが、ちらっ、と魅神達のほうへ目を向け──改めて、隆良に向けて言う。

「……ヱ──ヱリコ！　み、皆さんみたいに、下の名前で……ヱリコがっ……いい、です。あ、呼び捨てで、大だい丈じよう夫ぶですからっ！」

「……は、はあ？　あー……じゃあ、ヱリコ？」

「ふあっ!?　ははっ、はいっ！　ななっ、なんですです!?　下野根くん！」

「『ですです』って何だよ……っと、あー……じゃあお前も、俺のコト、隆良でいいぜ？」

「!?　ぁ、ぇ……た、たっ……たたっ、たかっ、たったか……たっからぷとっ、ぽっ、ぽるんがっ、ぷぴりっと、ぱろっ……!?」

「いやなんでナ○ック星の神の龍りゆうを呼び出す感じになってんだぁぁぁ！　隆良だよ！　名前を呼ぶだけで、何でそこまでテンパってんの!?」

「た、たかっ……む、無理です───!?　ま、まだそんな勇気、引っ込み思案なわたしには、とてもっ……い、今はまだ、その……下野根くんって！　呼ばせてほしいですっ！」

「……は、はあ……なんなんだ、名前くらいで……別に俺、名前を呼んではいけない例の闇やみの帝てい王おうってワケでもないんだけども……」

「う、うう……ごめんなさいです、下野根ヴォル○モートくん……」

「落ち着け！　混ざってるから！　フルネームみたいになってるから！」

　闇の帝王ならぬ、ゲルの帝王──まあ確かに、凄すさまじい悪役臭しゆうはする。変なニックネームを付けられツッコミ疲づかれした隆良だが、ヱリコは顔を紅あかくして恥ずかしがるばかりだ。

　と、話し込んでいた二人に──沙凪がカロリーメイトを頰ほお張ばりながら声を掛けてくる。

「もふっ……ちょっと、二人ともーですのー。食べながら、作戦会議するもふですのよー。もふぅ……アウトロー軍団を、もふ、どうやって倒たおしもふのか、考えるですのもふ」

「おお、分かった──つかお前、仮にもお嬢じよう様さまとか名乗ってんなら、食いながら喋しやべるのやめろよ……行ぎよう儀ぎ悪いだろ……もふもふって聞き取りづらいしよ……」

　氷莉だけにではなく沙凪にまで、何やらパパっぽいことを口にしつつ──『打だ倒とう・アリア率いるアウトロー軍団』の作戦会議を始めるのだった。







　作戦会議を始めて、最初に──魅神は一つ、重大なことを口にした。

「まず──高橋さんは、私達にはもう、ついてこないほうが良い。……そう思うの」

「……えっ……わ、わたし、お邪じや魔まですか……？」

　軽くショックを受けるヱリコ──魅神も少し苦々しい表情をするが、意見は覆くつがえさない。

「……残念だけど、その通りよ。高橋さんは、私達と違って『異能』を持たない──つまり、戦う力が無いんだから。私達がアウトローと戦えば、必ず『異能』を交えての戦せん闘とうになる。その時に高橋さんがいて、攻こう撃げきされたら──どうするの？」

「っ……その時は、ま、またわたしのラケットでですね……！」

「テニスのラケットで、どうやって戦うの？　夜侘ちゃんを助けた時のことは聞いたけど……その時に上う手まくいったのは、あくまで奇き襲しゆうだったからよ。実際に正面からの戦闘になったら、危険だわ。……事実、その後の遠えん距きよ離りからの一いつ斉せい掃そう射しやは、危なかったでしょ」

「うっ……そ、それはですね……」

「……食べ物のコトとか、私達に偏見を持たないとか、それは助かったし、嬉しかったわ。……だからね、これで充分よ──アナタは、家に帰りなさい」

　魅神の言葉は、正論──厳しい言葉だが、ヱリコの身を慮おもんぱかってのことなのだ。しかし当のヱリコは、譲ゆずらない姿勢を見せた。

「……そ、それでも……わたしは皆さんと一いつ緒しよに、戦いたいんですっ！　恩があるとか、そういうことだけじゃなくて、です……だって、ここはわたしの住んでる街ですっ。お母さんも、お父さんも、クラスメイトもいて……それなのに、皆さんにだけ戦わせて、吞のん気きに待ってるなんて……わたし、イヤですっ！」

「き、気持ちは分かるけど……でも私達は、ずっとそうやって戦ってきたんだし、今さらなのよ。高橋さんだけが気にするコトなんて、全然ないんだから──」

「そっ──それも、わたしはイヤなんですっ！　ストレンジャーのことはストレンジャーにって、皆さんにだけ大変なことを押し付ける、今の決まりだって……イヤなんですっ！　……お願いです……た、戦いになったら、ちゃんと隠かくれてますからっ。わたしは、ご飯とか調達する係りだけで、イイですからっ……だから、一緒に行かせてくださいっ……」

「っ……そ、それだけでも、充分に危険だってば！　もう、強ごう情じようねっ──」

「──ちょっと、待つですの……魅神」

「──!?　えっ……さ、沙凪ちゃん!?」

　いきなり沙凪に制止され、戸と惑まどう魅神──沙凪は何やら真剣な表情で、自身のロール気味の緑みどり髪がみを指先でクルクルと弄いじりながら、己おのれの考えを皆みなに向けて打ち明ける。

「わたくし達だけでは、この戦いが厳しいのは……誰だれの目にも明らかですの。戦力とかの問題だけじゃなく……さっきのコンビニの時みたいに、わたくし達だけでは、補給さえもままならないですの。そういう意味でも──ヱリリンの協力は、必要だと思いますの」

「！　はいっ、わたし頑がん張ばりま──水仙花ちゃんもわたしのことヱリリン呼びですか!?」

「そして──にゅふふ、わたくし、ナイスなことに気付きましたのよ？」

　抗こう議ぎするヱリコをあっさりスルーし──沙凪は得意顔で続ける。

「さっきの戦い、わたくし達はそれぞれ苦手なアウトローを相手にしたことで、かなりの苦戦を強しいられましたの。でも、その状じよう況きようを打破できたのは、ヱリコが奇襲とはいえ介かい入にゆうしてくれたおかげ──つまり第三勢力の協力により、勝利できたというワケですのね」

　なかなか鋭するどい意見を述べる沙凪に、隆良は少しばかり驚おどろいた顔をしていた。

「おぉ……どーしたよ、沙凪……ぶっちゃけアホっぽいお前が、何かやたらと的を射たコト言ってるじゃねーか……まさか別人か？」

「話の腰こし折ってんじゃねーですのぉぉぉ！　お詫わびにゲルだせやニョルァ！　ですの！」

「やっぱ沙凪は沙凪だったわ。永遠にブレねぇわ」

　いつも通り、隆良にきっちりゲルを要求してから、沙凪は改めて話を再開した。

「コホン……つまり、わたくしが言いたいのは──この戦い、相手はわたくし達を良く知るアリアと、大人数のアウトロー。さっきみたいな戦い方を続ければジリ貧ひんで、いつかは負けちゃいますの。だからこそ──ここで一つ、第三勢力の協力を求めたいですの！」

「……は？　お、おい沙凪、まさか……それって!?」

「そうですの、隆良様──この街の一いつ般ぱん市民の皆と協力して、アウトロー達に対たい抗こうするんですの！　能力が無いといっても、市民のほうがアウトローより圧あつ倒とう的に数が多いんですから、数の脅きよう威いで圧せば充分に可能ですの！　その証しよう拠こに、敵のアウトロー達は能力が低くても、数の利点を駆く使ししてわたくし達に対抗できてますし、間ま違ちがいないですのー！」

「……いや……いやいやいや！　ちょっと、良く考えてみろって……さっきのこと、思い出せよ！　ほれ……コンビニのオッサン！　俺らに何も売ってさえくれねーし、それが普ふ通つうなんだろ？　協力なんて──むぐっ」

　沙凪は立てた人差し指を隆良の唇くちびるに押し当てて黙だまらせ、軽くウインクした。

「そんなコトは、分かってまーすーのっ。コンビニの人は、政府公こう認にんもアウトローも、大した違いは無いみたいに言ってましたケド──でも、さっきヱリコは言ってましたの。隆良様や魅神を見て、『ストレンジャーも普通の人と変わりない』と知った、って。だったら……単純な話ですの。わたくし達のコトを、皆に見せて、知ってもらえばイイですの！」

「っ────ぷはっ！　み、見せるって、どうやってだよ……中ちゆう継けいでもすんのか？」

「！　──その通りですのっ！　さすが隆良様ですのーっ！」

「まあな、そりゃ、この俺様だし──は、はぁぁぁっ!?」

　適当に言ってみただけの隆良だが、どうやら大当たりの模様──沙凪の言い出した突とつ飛ぴな提案に戸惑うが、しかし彼女は止まらない。

「正確には、わたくし達の戦っている姿をカメラで撮とって、ストリーミング……よーするに生放送で、リアルタイム配信するんですの！　テレビとかはアリアに回線をジャックされてそうですし、そもそもわたくし達には、そんな『ツテ』ありませんの……でも、さすがのアリアも、ネットまでは押さえられないと思うんですのー！」

「……そ、それで、俺達政府公認ストレンジャーはアウトローとは違う、ってことを見せつけながら、ついでに一般市民に協力を求めるって……？　ん、んな無茶な……」

「無茶じゃないですのっ！　グッドアイディアですの！　……にゅふふ、ついにこのミラクルお嬢様の高貴なる姿が、最強の存在感と共に示されますの……にゅっへっへ……」

「……ったく、妄もう想そうも大たい概がいにしろっつの……俺らの戦ってる姿を流して──大活かつ躍やくする俺様が、世界のヒーローとして称たたえられるって？　ったく、バッカお前、そんな……」

　ふーっ、と呆あきれたようにため息を吐ついた隆良が──一体どこから取り出したのか、何やら大きめの布を手に取って言う。

「ところで俺様……今、偶ぐう然ぜんにも……最近寝ねる間を惜おしんで縫ぬい上げた、オリジナルヒーローマントなるものを忍しのばせていましてね……」

「ヒュウゥゥゥ！　隆良様っ、ヤッフゥゥゥ！　ですの！」

「ヒャッハァァァ！　イエアッ、イエアァッ！　ンッ、Ｆｕｕｕｕｕ！」

「「イエイッ、イエイッ……イエェェェェイッ！」ですの！」

　パンッ、パンッ、パーンッ……と息ピッタリで互たがいの両手を叩たたきあい、急にテンションＭＡＸの二人──だが、そこで割り込んでくる甲かん高だかい声。

「……ちょっと、待ってよ二人とも！」

　それは夜侘──テンションで突つっ切きろうとする二人を諫いさめんと、声を張り上げ──

「ずっ──ズルイよ！　アタシだってそういうの、やりたいんだからっ！　誰か、包帯持ってない!?　左ひだり眼めと、あと体のそこかしこに巻かないと！　巻かないとー！」

　ダメだコイツら、ノリノリである──と、包帯を求める夜侘に、ヱリコが反応する。

「！　ほ、焰熾ちゃんっ……包帯って、もしかして怪け我がしてたんですかっ!?　わたし、簡単な救護セットも持ってきてますからっ……だ、大丈夫ですか!?　痛くないですか!?」

「……えっ」

　どうも勘かん違ちがいされているらしく、少し狼狽うろたえる夜侘──だが、ここで退くことは出来ない。夜侘はそのまま、変に芝しば居いがかった口調で語り始める。

「……ふ、ふっ、そうね……傷、というべきかしら……アタシの強大な力を封ふう印いんするために生まれてしまった、悲しき傷……それを抑おさえるために、えーと……包帯を巻く必要があるの……だ、だから高橋さん、包帯を……ですね……」

「！　きょ、強大な力、ですかっ……？　な、なんだかスゴいですっ！　焰熾ちゃん、こんなに小さいのに──そんなスゴい力を秘ひめてたんですねっ！」

「……あ、はい」

「そ、それって、包帯が無いままだと、どうなっちゃうんですか……!?　あ、聞いちゃダメですよねっ、ごめんなさいっ……秘密っ、秘密ですねっ」

「……ぁ、ぁぅ……」

　素す直なおに信じてくれるヱリコに、ただ単に妄想と演技過か剰じようなだけの夜侘は、完全に居た堪たまれない──まあ、何とか切り抜ぬけられたようだし、後は包帯を巻くだけで──

「あっ、そういえば焰熾ちゃん、前にうちのクラスに乱入してきた時にも、『魔炎を宿せし焰眼イービルフレア・アイズ』がどうとか……も、もしかして、その眼帯つけてる右眼に、何か秘密があるんですか……!?　か、カッコイイです──」

「もうやめてぇぇぇ!?　アタシが悪かったから……変にカッコつけてただけだからぁ!?　そんな風に一点の曇くもりもない純真なる眼まなこで、アタシを追い立てないでぇぇぇ!?　眼帯は、違うの……カッコつけてるワケじゃないの！　ホントに必要なのっ……自然とカッコつけれてラッキー、なんて思ってないのぉぉぉ！」

「ほ、焰熾ちゃんっ!?　わたし、取り乱させるようなコト言っちゃいましたか……？　うう、ストレンジャーさんのこと、まだまだ勉強不足だからっ……ごめんなさいですっ！」

「謝らにゃいでぇぇぇ!?　高橋さんは何も悪くないのっ……アタシが悪いんだからぁっ！　謝られる方が、罪悪感が湧わくよぉっ!?」

　ヱリコの純真さから来る謝り攻撃に、夜侘のハートはズタボロだ──その様子を遠巻きに眺ながめていた隆良も、アウトローと戦っていた時以上に背筋が冷たくなる。

（コエェ～……一般人ならではの、しかも悪意の無い厨ちゆう二に殺し、マジコエェ～……）

　ヱリコの謝り攻撃は先ほど隆良も体験したので、どうにも他ひ人と事ごととは思えない。隆良も思わず恐きよう々きようとしていると──そこで魅神が、話を戻もどすべく声を上げる。

「待ちなさいよっ……あのね、私達の戦ってる姿を生放送で流すなんて、バカなこと言わないでよ！　そんなことしたら、このチーム全員の『異能』がどういうモノなのか……アウトローとか、色んな悪人にだって、知れ渡わたっちゃうかもしれないのよ!?」

「ぉ？　おいおい、魅神……何だよ、まさかビビってんのか？」

「違うわよ、バカ隆良っ……私は別にイイのよ。私はそこそこ有名で、能力なんて結構知られちゃってるんだから。でも……皆は違うでしょ？　能力が知られるコトで、もし敵に対策を取られるようなコトでもあったら……」

「……なんだよ、そんなコトかよ？　はぁ～……」

「……は、はぁ!?　そんなコトって何よ！　大事なコトでしょっ、ちょっと──」

　詰つめ寄ってくる魅神を、しかし隆良は手で軽く制しながら、落ち着いて答える。

「あのな、『もし』とか『今後』とか、いつかの未来の話をしてんじゃねーよ。重要なのは、『今』だろ？　俺らに出来るコトは限られてて、俺らだけじゃ、アリアの命令に従う大人数のアウトロー軍団を相手するには、絶対的に不利なんだよ。協力者は、絶対必要なんだ──そのために、限られた出来るコトってヤツを、何でもやってくしかねーんだよ」

「……でも……そ、そもそも、力の無い一般人を巻き込むっていうのも……」

「──それは、遠えん慮りよする必要なんてないですの」

「!?　さ、沙凪ちゃん……？」

　急に話に割り込んできた沙凪が、そのまま魅神へと言葉を紡つむぐ。

「これもヱリリンが言ってたことですケド──この街に住んでいるのは、わたくし達だけではないですの。たくさんの人々が住む街で──彼らが自分の街を、家を、友達や家族を守るために戦うのは、至し極ごく当然ですの──たとえ『異能』を持たなくとも……ですの」

「……それは、そうなのかもしれないけど……でも、皆の能力が、知れ渡ってまで……」

　まだ心配なのか、少しだけ俯うつむく魅神だが──隆良はその不安を払ふつ拭しよくするかのように、明るい口調で前向きな意見を述べる。

「能力なんて、知れ渡っちまって問題ねーよ──それに、遅おそかれ早かれ、時間の問題だぜ？　『雷らい神じん』の異名が知れ渡ってんのと同じように、このヒーロー様の率いるチームは、いつの日か全世界に知らないヤツぁいねーくらいになるんだからなぁ──！」

「……ば、バカ隆良……また夢見がちなコト……」

「誰だれが夢見がちだっつの。それに──能力が知られたら、何だっつーんだ？　そん時は俺らが、今より強くなりゃイイだけだろ。魅神が新しん技わざをアホみたいに作ってるみてーにな。俺ら、絶賛成長中だぜ──？　そんくらい、ヨユーだよ、ヨユー！　ガッハッハ！」

「……はぁ、全く……ホント、アンタって呆れるくらいに前向きバカよねっ」

　やれやれ、と腕うで組ぐみする魅神は、けれど「もう止められないわね」と諦あきらめたようだ。どうにかなるか──と、隆良の前向きバカが伝染したらしい。

　作戦は決まった──『隆良達の戦う姿を生放送で配信し、一般人に協力を求める』──それを実行するための準備について、隆良が考える。

「さーて、それじゃ生放送のために、ウェブカメラとかが必要だな……なあ、誰か持ってねーか？　持ってたら、そいつの家までちょっと拝借しに──」

「あ──し、下野根くんっ！　ウェブカメラなら、わたし持ってますっ！　あと、接続用のノートパソコンもありますしっ……」

「……おお!?　ヱリコ、マジかよ？　助かるぜっ……って、借りても大だい丈じよう夫ぶか？」

「も、もちろんですよっ！　遠慮なんて、しないでほしいですっ」

　快かい諾だくするヱリコに、隆良も感謝の笑えみを浮うかべる。

　これで、全員の気持ちは完全に固まった。作戦が決まれば、後は実行に移すのみ。隆良を先頭に、一点の迷いもなく──作戦遂すい行こうのために、彼らは突き進んでゆくのだった。







「──そろそろ、時間ね。皆みんなは大丈夫かしら……」

　魅神は人ひと気けのない裏路地から、大通りにたむろするアウトロー達を眺めていた。魅神は今、ヱリコと二人きり──少しでも有利に戦うべく、分散して奇き襲しゆうをかける作戦だ。隆良と氷莉はそれぞれ単独で、夜侘と沙凪はコンビを組み、今いま頃ごろどこかに潜ひそんでいるだろう。

　まず、魅神が先行するのを合図に、それぞれチャンスを狙ねらって奇襲を開始──先行するというのは囮おとりのようなものだが、それは魅神が自ら志願したこと。作戦を始める前に、魅神はヱリコへと声を掛かけた。

「……ねえ、高橋さん、カメラの調子はどう？　ちゃんと撮とれそう？」

「あ、はい……大丈夫ですっ！　わたし、こういうの慣れてますし、問題ありませんっ」

「そうなんだ……私、そういうイマドキの……す、すとりーみんぐ？　とか、良く分かんないっていうか、弱いから……高橋さんのおかげで、助かるわ」

「あ、え、えへっ……ま、まあわたしの場合、元から趣しゆ味み…………──!?　な、なななんでもないですっ！　忘れてくださいっ！　ごめんなさいですっ!?」

「え？　やっ、良く聞こえなかったし、別に謝る必要なんて……ま、まあとにかく」

　カメラは、直接的に戦せん闘とうは出来ないヱリコに任せることになっている──どうやらその生放送には、書かれたコメントがそのまま動画内に流れる仕様らしい。つまり、この戦いを見た者の反応は、その場で知るコトが出来るというわけだ。

　これで、準備は万ばん端たん──戦闘開始と同時に、撮さつ影えいは始まる。

「……それじゃ、行ってくるわね、高橋さん。見つからないよう──気を付けて」

「はいっ、影かげの薄うすさには自信がありますから、大丈夫ですっ……雷轟さんこそ、お気をつけて……いってらっしゃいですっ！」

「……ええ──行ってくるわっ！」

　魅神は勇ましく、大通りへと歩み出る──そんな魅神に気付いたアウトロー達が、電でん撃げきを迸ほとばしらせている彼女が『雷神』であると理解し、臨戦態勢に入った。

　ヱリコは隠かくれて、撮影を開始した──始まったばかりの現在の視し聴ちよう者数は、ゼロ。それでもまずヱリコは、自らの言葉をカメラへ向けて送る。

「──この動画を見てくださっている方、いらっしゃいますか？　この生放送は、今この瞬しゆん間かん、現実で起こっている出来事です。政府公こう認にんストレンジャーさん達が──街を襲おそうアウトローさん達を退治するため、戦ってくれてるんです。でも見ての通り、敵は大人数で……状じよう況きようは、芳かんばしくないんです。これを見ていて、この街に住んでいる方がいらっしゃったら、どうか──皆みなさんを、助けにきてほしいんです！　そして出来れば、お知り合いの方にも、この動画の存在を教えてあげてください──どうか、お願いですっ！」

　この呼びかけは、この一度きりではない。暫しばらくしたら、また同様の呼びかけを行うのだ。途と中ちゆうから新たに見てくれる人が、状況を理解できるようにするために──

　戦いの様子が、リアルタイムで放送される中──アウトロー達は初しよっ端ぱなから『遠えん距きよ離り攻こう撃げき部隊』を揃そろえ、魅神への攻撃を決めたらしい。

「さっきは逃にがしたがっ……今度こそ、叩き潰つぶしてやるっ！」

　司し令れい塔とうらしきアウトローが、手を振ふり上げて発射準備を指示すると同時に──魅神は電撃のビットを、自身の周囲へと展開した。

「──『雷らい陣じん』──」

　身の安全を考えれば、『雷らい迅じん』の高機動力で逃げ回るのが定石──しかし魅神は逃げずに立ち止まり、その場でアウトロー達の攻撃を迎え撃とうとしている。

（……私は、囮……敵を引き付けるなら、動かずに『雷陣』のビットで叩たたき落おとすのが、一番……危険性は上がるけど──やってやるっ！）

　決意を固めた魅神に──司令塔が、掲かかげていた手を振り下ろすと、

「────発射ァァァ！」

　遠距離攻撃部隊の不ふ揃ぞろいな弾だん丸がんが、魅神を襲い──そして魅神は、展開した電撃のビットを、電光石火のスピードで暴れ回らせる──！

「────やあぁぁぁぁっ！」

　雷速で躍おどる電撃のビットは、迫せまりくる『異能』の弾丸をことごとく叩き落としていた。防ぼう御ぎよに集中した魅神には、いかなる攻撃も届かない──！

（ッ──いけるっ！　攻撃には転じられないけど、何とか弾丸は叩き落とせる……！　今の内に、誰かが奇襲をかけてくれれば──！）

　魅神の思惑おもわくは、すぐさま現実となる──隙すきだらけの遠距離攻撃隊を襲ったのは、唐とう突とつに現れた炎ほのお。そして何者かに操あやつられたかのように飛び回る、大きな蜂はちだった。

「お、おわぁぁぁ!?　あ、熱ぅ!?　ほ、炎……？　んなバカなっ、一体どこからっ!?」

「ひっ……は、蜂ィ!?　苦手なんだよ、チクショウ！　く、来るんじゃねぇ!?」

「や、やべぇ……司令塔のヤツがやられちまったぞ!?」

　もくろみ通り、アウトローの遠距離攻撃隊は大混乱──ぐっ、と拳こぶしを握にぎった魅神が、夜侘達の更さらなる攻撃を期待する。

「──やったっ！　いいわよ、夜侘ちゃん、沙凪ちゃんっ……！　このまま、一気に押しちゃいなさいっ！　さあ、さあっ────……？」

　しかし、いくら待っても、次の攻撃は無い。いや、それどころか……なぜだろう……二人は攻撃を続けるでもなく、その場に姿を現して──夜侘と沙凪、順番に口を開いた。

「ふっ……無茶するわね、魅神……いえ、我が同どう胞ほう『雷神』……このアタシ、『紅炎の乙女プロミネンス・メイデン』が来なければ、どうなっていたかしら……」

「ふっ、わたくしこそ、優ゆう雅がに典雅に風雅なレディ、スペシャルとミラクルを体現するような、お嬢じよう様さま中のお嬢様ですの──絶賛、拡散希望ですの」

「………………」

　魅神、啞あ然ぜん──いや、それはアウトロー達もだ。無む駄だに格好つけて目立ち、変に注目を集めているため、魅神への攻撃が止まっているのは良いが──しかしアウトロー達は。

「……と、とりあえず撃っとくか」「そ、そうだな……やるぞ、野や郎ろう共ー」「お…おー」

　司令塔は別にいなくとも、普ふ通つうに機能するらしい遠距離攻撃部隊が──無駄に格好つけている夜侘と沙凪に向けて、一いつ斉せい掃そう射しやを始める。

「ふっ、宿命の焰ほのおに彩いろどられし、このアタシの運命──にゃあああっ!?　い、いやいやぁ、なにするのぉーっ!?」

「にゅおおおっ!?　こ、高貴なるお嬢様に対し、なんたる無礼ですのっ！　ぉぉぉ……これはヤバイですの！　夜侘、一いつ旦たん退たい避ひですのーっ！」

　ささっ、と二人は、物もの陰かげに隠れ直す。一体、何がしたかったのか──微び妙みようすぎる奇襲に魅神は呆あきれながらも、他の仲間の奇襲が無いことを訝いぶかしむ。

（……？　バカ隆良と氷莉ちゃんは、どこに……まさか、敵に追い詰められて──!?）

「お、おわっ……なんだぁ!?　このデッケェ氷の塊かたまりは!?」

（！　氷の塊って……もしかして、氷莉ちゃん!?）

　二人の姿を捜さがそうとした魅神だが、アウトローの言葉により、一人は早くも見つかりそうである。声のしたほうへ、視線を動かすと──そこには巨きよ大だいな氷ひよう塊かいが。

「！　これは、間違いなく氷莉ちゃんの仕し業わざね……氷のドーム、かしら……氷莉ちゃん、この中にいるっぽいけど……一体、何をしようとしているの……!?」

　意外と能力を巧たくみに使う氷莉のことだ、何か大技を繰くり出そうとしているのかもしれない。これには魅神も、少しばかり胸を高鳴らせ、思わず期待する───が、しかし、一向に動きは無い。魅神は氷のドームに近寄り、声を掛けた。
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「……ね、ねえ、氷莉ちゃんー？　何しようとしてるの？　……氷莉ちゃん、聞こえてる？　……もしもぉーしっ!?」

『……きこえてるよ、みかんママ……なにしようと、してるかって？　ふっふっふー……そーだね、しいていうならー……なにもしようと、してないんだよー』

「…………はい？」

『けっしてくだけぬ、わたしのドーム──《らくちん・プリズン・クッキング》──サイキョーのヒキコモリのオウギ……ぜったいにっ、はたらかないでござるっ』

「………………」

　この状況で、凄すさまじいニート宣言──恐おそらくドーム内ではドヤ顔をしているのであろう氷莉が、更に一言。

『らんぎょくこおりは、うごかない……だいいちわ──はっじまーるよー☆』

「…………『雷らい塵じん』」

「はうーん。みかんママの、いけずぅー」

　氷莉の口調はのんびりだが──魅神の『雷塵』で電撃を送り込まれた氷のドームは、凄まじい音を立てて爆ばく砕さいされた。ドームの中心、空くう洞どう部分にいた氷莉に被ひ害がいは無く、魅神は不満顔の彼女を引っ張り出しながら、次は隆良を捜した。

「全く、氷莉ちゃんは相変わらず自じ堕だ落らくなんだからっ……にしても、バカ隆良はどこ行ったのよ！　影も形も──」

「──フーッハッハッハァ！　待たせたな──ヒーロー様の、お出ましだぜぇ！」

「!?　ば、バカ隆良──って、アンタどこに立ってんのよ!?」

　魅神が驚おどろくのも、無理はない──隆良が立っているのは、信号機の上。かなりの高さなのだが、いつの間に昇のぼったのか──とにかく自前のヒーローマントを翻ひるがえらせた隆良は、

「くくく、このヒーロー様が、貴様らアウトローを成敗してくれる──今日こそが、この下野根隆良様のヒーローデビューよ！　とうっ──！」

「!?　ば、バカ隆良っ……危ないっ!?」

　何と信号機の上から飛び降りた──魅神は思わず焦あせる……が、隆良は見事に着地した。

「────ふんっ！」

「！　よ、良かったぁ……も、もぉ……心臓に悪いわよぉ……ん？」

「………………」

　しかし、アウトロー達の中心に降り立った隆良は微び動どうだにせず──一言漏もらす。

「……足、痺しびれたァ……」

「ば……バカ隆良のバカーッ!?　ナニやってんのよっ!?　……はっ!?　危ないっ！」

「うう……うお？　おおっ……ぐ、ぐわぁーっ!?」

　瞬間、隆良に攻撃を加えたのは──先ほどの戦いで逃がしてしまった『金色獅し子し王』。隆良へと恨うらみの視線を向ける『風の子・ファン』を背に、『金色獅子王』が口を開く。

「テメーエ……ゲルか？」「なにっ」「ゲル？」「ゲルだと？」

「……へ？　え、え……」

『金色獅子王』の言葉に、他のアウトロー達も反応し──隆良をおもむろに取り囲み、一いつ斉せいに袋ふくろ叩だたき──もとい、袋ふくろ蹴げりにする。

「ゲルか！」「ゲルかっ！」「おらっ、おらッ！」「ゲルかッ！」「くらえくらえッ！」

「うぼあぁぁぁ止やめろテメーらぁぁぁ！　俺はただの罪のないヒーローだァ！　俺自体がゲルなワケじゃ……ぐえっ、ぐえっ!?」

　軽くフクロにされている隆良だが、彼に対してゲルをかけられた恨みのある『風の子・ファン』は、同じく後ろに控ひかえていた『投影シヤドウ』の横で嬉うれしそうに声を上げる。

「やっちゃえ、『金ピカ発光体』さんっ！　ほら、おねーさんも、応おう援えんしてっ！」

「……う、うーん……ちょ、ちょっとやりすぎっていうかぁ……可哀かわい想そうじゃない……？」

「えええナニ言ってるの!?　おねーさんだってさっき、あのエグくてキモくて最低なゲル、かけられたでしょ!?　ほらっ、恨みを晴らすチャンスだよっ!?」

「あ、う、うーん……かけられたってだけだしぃ、終わってみればそこまで嫌いやでもなかったしぃ、別にそんなぁ……ていうか私、『風の子』ちゃんがなんでそんな、彼にメチャクチャ恨み持ってるかのほうが謎なぞよぉ。いっそ心配っていうかぁ……」

「おねーさん、本気!?　こっちこそ、何で嫌じゃないって感想出るのかが謎だよ！」

　もはや一種の怪かい奇き現象か、と『風の子・ファン』が煩はん悶もんしている間に──袋叩きにされていた隆良が、ついに我が慢まんの限界に達する。

「て、テメーらぁ……いいっ加減にっ……しろぉぉぉぉぉ!?」

「えっ、う、うわっ……ゲルだぁぁぁ!?」「き、キモい！」「うわぁぁぁ逃げろぉぉぉ」

　隆良が噴ふん水すいのようにゲルを噴ふん出しゆつし、アウトロー達を退ける──ゲルが落ち着いてきた頃ころを見計らい、氷莉を背負った魅神が『雷迅』で隆良の傍そばに駆かけつけた。

「──バカ隆良、何やってんのよ！　本気でバカなんじゃないの!?　あんたみたいな弱いのが敵の中心に飛び込んだら、ああなるって決まってるじゃない！」

「ぐっ……よ、弱いとは何だっつの！　つか、俺だって計算外だったって──……お、おいおい、ちょっとまあ……話は、後にするか？」

「？　何よ、随ずい分ぶんとあっさり引くじゃない。一体、何が────[image: あだくてん]」

　魅神が辺りを見回すと──その時には既すでに、大量のアウトローに囲まれていた。

「へっへっへ……俺らのど真ん中で喧けん嘩かたぁ、ノンキなもんだぜ──後こう悔かいさせてやんよ」

「「………………」」

　さすがにまずいか、と思いきや──魅神は薄うっすら笑えみを浮うかべ、電でん撃げきを弾はじけさせる。

「──！　おい、『雷神』が何かしようとしてやがるぞ、気を付けろ！」

　アウトロー達が警けい戒かいを強める中、魅神はヒソヒソと小声で呟つぶやく。

「……バカ隆良、氷莉ちゃん……ちょっと、目を閉じてなさい」

「…………あ、あん？　こうか？」

　すっ、と隆良が目を閉じ、魅神に背負われていた氷莉もそれに倣ならうと──瞬間、魅神の放つ閃せん光こうが一ひと際きわ強く輝かがやき、彼女は雄お叫たけびを上げる──！

「──でやぁぁぁっ！」

「う、うぎゃぁぁぁっ!?」「ひぃぃぃ!?」「うわああぁぁぁ…………あ？」

　閃光が放たれた後──しかし電撃は、一向にアウトロー達を襲おそわない。アウトローの一人が、恐る恐る目を開いてみると──そこには、

「…………あれ？　『雷神』共……いないんだけども……」

　電撃を目くらましにし──魅神達は、まんまと逃にげおおせたのだった。







　再び一時退却した隆良達は、アウトローの目を避けるため、そして同時に休息を取れそうな場所を探し──今まで幾度となく過ごしてきた、いつもの研究所へと足を運んでいた。アリアの手が及んでいるのでは、と危き惧ぐしていたが、それは杞き憂ゆうに終わる。

　ようやく腰を据えることができ──ヱリコのノートパソコンで、先ほど撮っていた戦闘の動画を、タイムシフト機能を利用して確認する。が、しかし隆良はわなわなと震え、

「────全っ然、ダメじゃねぇか！」

　芳かんばしくない結果を、そのまま口にする。そう、生放送を始めたのは良いが、視し聴ちよう者数は十にも届かない程度。しかもコメントはというと──一つずつ、夜侘が読み上げる。

「『なにこれコント？』『出たての芸人か』『パンツ見えねぇ』『は？　こいつら政府公こう認にんストレンジャー？』『ちゃんと仕事しろよ。バカなの死ぬの？』『おい、パンツ見えねーぞ』『真ま面じ目めに戦えよ』『なんかゲル出したヤツいるぞ。きめぇ』『いいからパンツ見せろっつってんだろ！』……にゃう……改めて見ても、酷ひどいコメントしかないよう……」

　しゅん、と落ち込む夜侘だが、ヱリコはもっと落ち込んだ様子で声を漏らす。

「ごめんなさい、です……わたしが、もっとカメラに向けて、上う手まく呼びかけられてたら……撮とり方も、もしかしたら悪かったのかも、ですし……」

「にゃっ!?　た、高橋さんのせいじゃないですよ！　それに高橋さんの撮り方、スゴイと思うし……あれだけ動き回ったのに──パンツ、一度として見られてませんし！」

「……そ、そうですか？　え、えへへ……撮り方については、その、慣れてるから、ちょっと自信あったりですねっ……」

「そうなんだぁ……にゃ？　……慣れてるって、どういう──」

「あ、ごめんなさいです。この話関係ないですから……やめましょうですますですす」

「!?　高橋さん、落ち着いてるように見えて、実はすっごい慌あわててます!?」

　視線をあからさまに忙せわしなく動かすヱリコに、夜侘も戸と惑まどうが──それどころではない。隆良は芳しくなかった結果を前に頭を抱かかえ、沙凪はその隣となりで腕うで組ぐみをしていた。

「くっそ……どーすんだよ。これじゃ一いつ般ぱん人の協力なんて、夢のまた夢だぜ？　つか、この作戦やる前より、悪い印象とか持たれてんじゃねーのか……？」

「──違ちがいますの、隆良様！　これは、やり方が悪かったんですのよ。そう、もっとちゃんとしたやり方をすれば……例えば、そう──」

「……例えば？」

「隆良様がおもむろに上着を脱ぬぎ捨て──高貴なるお嬢じよう様さまたるわたくしに、思う存分にゲルをぶっかけまくってくださるとか──」

「別の意味で再生数が上がるわぁぁぁ！　つか、それやったらまた俺に対して、キモいとかそんな感じのコメントが来ちまうだろーが！　そこまでしてゲルが欲ほしいか!?」

「欲しいっつってんですのよぶっかけろやオラァァァ！　ですの！」

「開き直りやがった！　怖こわい！　色んな意味で怖い！」

　沙凪のゲル要求にビビる隆良へ──横から魅神が割り込み、不満の表情で声を上げる。

「ていうか──何が悪いって、夜侘ちゃんも沙凪ちゃんも氷莉ちゃんも……バカ隆良も！　真面目に戦わないのが悪いんでしょーが！　ちゃんと仕事してたの、私だけよ!?」

「うっ……だ、だってよ。市民の人らに、俺達を助けたい、って思わせねーとだし……」

「あんなので、誰だれが助けに来たいって思うのよ！　呆れるだけよ、バカッ！」

　魅神の言葉は、事実を伴ともなった正論だ。実際、生放送への反はん響きようは、まるで芳しくないのだから。またここで──氷莉が、消え入るような声を漏らす。

「……ぅぅ……ていうか、すっごいねむいよぅ……きょうはずっと、たたかいっぱなしだし……もう、こんなヨナカだよー……」

「……あ……ほ、ホントね……」

　魅神が確認すると、もうすぐ日付が変わりそうな時間帯──成果はまるで上がらないまま、一日を終えようとしている。更さらに隆良は、不安要素を口にした。

「……肝かん心じんの、アウトロー達を率いてるアリアは──まだ、姿を現してないんだよな」

「……あっ……」

　そう、自身を『最強のアウトロー』などと述べた、アリア──恐おそらく、最も厄やつ介かいな相手だろうが、いまだに交戦には至っていない。

　切り札を取っておかれているようで──どうにも、不安は尽つきない。アリアは今、どこで何をして、何を企たくらんでいるのか──考えても、分からないことだが。

「……はぁ、気が滅め入いるばっかだぜ……ちょっと、席外すぜ」

「えっ……えっ!?　ちょ、バカ隆良、どこ行くのよ？」

　問いかけてくる魅神に、隆良は背を向けたまま、手をヒラヒラとさせつつ答えた。

「休きゆう憩けいがてら、屋上にでも行って空気吸ってくんよ。気分を変えてーし……お前らも今の内に、少し休んどけよ」

「……は!?　やっ、このタイミングで行っちゃうわけ!?　作戦会議にも進展ないのにっ……ていうか、アウトローが潜んでたりしたら、どうするのよっ！」

「気分変えねーとネガティブになっちまうばっかで、良いアイデアなんて浮かばねーよ。まあすぐ戻もどるし、アウトローにも気をつけるから……大だい丈じよう夫ぶだって」

「な、ちょ……ば、バカ隆良、待ちなさいってばぁ!?」

　魅神の声を背に受けながら、隆良は手をヒラヒラとさせつつ、歩いていくのだった。




　気分を変えるための、休憩──とはいえ、好転の兆しを見せない状じよう況きようを思えば、気分が晴れるはずもない。一体、どうすれば良いのか──屋上で深呼吸し、夜空を見上げてみても、悩なやみは深まるばかりだ。

「……せめて、アリアが何やってんのか……居場所だけでも、分かればな──」

「そうなのよね～……あの子、全然見つからないし～……この研究所にもいないみたいだし、困っちゃうわよね～」

「ああ、全くだよ…………は!?　なっ……だ、誰だ!?」

　闇やみの中から不意に響ひびいた声に驚おどろき、隆良が反射的に飛びのこうとする──が、その瞬しゆん間かん、隆良は後ろから抱だき着かれ、身動きが取れなくなってしまう。

「っ!?　なっ……放はなせっ……！　つか、いつの間にっ……!?」

　気配など、まるで感じなかった──いつの間にか接近され、しかも抱き着いてきた女性を振ふりほどこうともがく隆良だが、しかしそれも叶かなわず、焦しよう燥そうは募つのるばかりだ。

「っ……!?　な、なんだよ、アンタ──まさか、アウトローか!?」

「……あらあら～？　私が、アウトローに見える～？　もぉ～……失礼しちゃうわ～、下野根ちゃんったら～」

「!?　なんで、俺の名前をっ……くっ……！」

　ゆったりと間延びした声だが、不思議な威い圧あつ感を孕はらんでいる。顔を後ろに反そらして目を凝こらした隆良が、闇の中を確認しようとすると、そこには──ニコニコとして、しかしどことなく冷たい笑みを絶やさない、美女と呼んでも差し支つかえない女性がいた。

　恐らく歳としの程ほどは、アリアよりも少し上くらいか。そして、これは何となく……隆良自身、どうしてそう思うのか分からないが──アリアと雰ふん囲い気きが、似ている気がする。

　一体、何者なのか──訝いぶかしむ隆良の気持ちを察したかのように、彼女は説明した。

「私はね～、ん～……何て言ったらいいのかな～？　そう～……政府の者、ってところかしら～。だから下野根ちゃんを知ってたし～……あなたの味方、ってこと～」

「……そんなこと、いきなり言われて……信じるとでも、思ってんのか？」

「信じる信じないは、アナタの自由だけど～……でも私がアナタの敵なら、さっきアナタに気付かれてない内に、アナタの首根っこ切り裂さいちゃってたわよ～？」

「っ!?　んなっ……ぶ、物ぶつ騒そうなこと言うなっつの！　くそっ……アンタが政府の人間だったとして、じゃあ一体、何しに来たっつーんだよ！」

「……あらあら～？　察しの良い子って聞いてたけど、それほどでもないみたいねぇ～……それとも、ホントは分かってるけど、認めたくないのかしら～？　この状況で、政府の人間である私が動くってことはね、つまり、私はアリアちゃんを～……」

　間延びした口調はそのままで、ニコニコとした彼女は言い放つ。

「──始末、しにきたのよ～。このままアリアちゃんに、勝手させるワケにはいかないから～……当然でしょ～？」

「──なっ。てっ……てめっ、アリアを──!?」

「あらあら～？　そんな怖い顔して、どうしたの～？　あなた達にしてみれば、好都合だと思うんだけど～……だってあなた達、色々と面おも白しろい事やってるけど～……アリアちゃんを、倒たおせないのよね～？　……それとも、何か文句でもあるのかしら～？」

「……ああ、あるね……」

「？　あらあら～……一体、何の文句～？」

『？』と首を傾かしげる彼女を──キッ、と隆良は睨にらみつけ、言い放つ。

「俺らが何とかしようと戦ってるのに、いきなり横取りしに来ようとしてるっつーんなら、文句あって当然だろーが。手出しするんじゃねーよっ……アリアは、必ず俺らが捕つかまえる。始末とかふざけた話は、アンタの腹ン中に引っ込ませてやがれ」

「……ふふ、ふふふ～……んん～……そういうトコは聞いた通り、面白い子ね～。それは本心なのかしら～？　それとも、ブラフか何か～？　要するに、自分でアリアちゃんを何とかしたい……出来れば、助けたいってトコかしら～？　でも……ん～、私としては、そんなまどろっこしいコトなんて待ってられないし～……それに──」

　ニコニコとしていた顔、その中の二つの瞳ひとみが──キラリ、不意に獰どう猛もうな輝かがやきを見せる。

「下野根ちゃん……政府初の、ストレンジャーチームのリーダー……アナタにも、興味あるから～……私の個人的な判断で、このまま攫さらっちゃおうかな～？」

「──っ!?　ぐ、うっ……！」

　ピトッ、と隆良の首筋に、ひやりと冷たい感かん触しよく──ナイフだ。刃やいばを突つき付けられ、隆良は軽く冷ひや汗あせを流しながらも、抵てい抗こうする姿勢を見せる。

「っ……こんにゃろっ！　本ほん性しよう、見せやがったか!?　上等だッ……──!?」

　応戦しようと、彼女へ『異能』を放とうとする隆良──だが、なぜか動けない。彼女の不思議な威圧感に気け圧おされているのか、蛇へびに睨まれた蛙かえるのように──そんな隆良に、一層笑えみを深めた女性は、真綿で首を絞しめるように──ゆっくりと手に力を籠こめる、が。

「うふふ……ん？　あらっ、危ないわ～」

「ッ……!?　……へ？　あ──あばばばっ!?」

　二人に割り込むように飛んできたのは、電でん撃げきのビット──そう、魅神の電撃である。

「だから注意したでしょ、危ないって。……でも……アウトローが潜んでたどころか、もっと厄介なヤツに絡からまれたものよね、アンタ」

「何しやがんだ電動ミカンンン！　って、あん？　なんだよ、コイツのこと、知ってんのか？　……俺らを無視して、アリアを勝手に始末するとかほざいてんだけど」

「！　……そう……アリアを……」

　隆良の言葉に、表情を一瞬沈しずませながらも──魅神は気を取り直し、言葉を続ける。

「……ええ、彼女のコトは、知ってる……同じ政府の人間だしね。と言っても、知らないのも同然よ。政府には、表に出せないような任務を、裏で遂すい行こうしてる人間がいる、って噂うわさがあるの。それが恐らく彼女じゃないか、って──確か、名前はリーザ。……でも噂くらいでしか、誰も知らないわ……それが彼女個人なのか、部隊なのかさえ」

　表に出せないような任務を、遂行する存在──それが一体どんな活動なのか、『アリアを始末しに来た』とのたまう辺り、どうも尋じん常じようではなさそうだが──そのリーザは隆良と魅神に挟はさまれても、ニコニコとした表情を崩くずさない。

「あらあら～……何だか物騒な言い方ね～？　私はただの、お掃そう除じ屋さんなのよ～？　ただ……ちょ～っと仕事熱心なだけの、ね～……？」

「「っ……！」」

　細めている眼めで見み据すえてくるリーザに、警けい戒かいを強める隆良と魅神──リーザは、不思議な威圧感はそのままで──パンッ、と不意に手を叩たたき、笑い声を上げ始める。

「──なーんて、冗じよう談だんよ二人とも～！　下野根ちゃん、怖がらせちゃったかしら～？　別にアナタのこと、攫おうとなんてしてないわ～。言ってみただけよ、うふふ～」

「……そうかい、口でなら何とでも言えるだろうけどな……で、アリアを始末するっつーのも……冗談ってコトか？」

「ん～……残念～、それは本当よ～？　アリアちゃんは──きっちり始末するわ～」

　クスクスと笑いながら『アリアの始末』を口にするリーザに──魅神が険しい顔で対たい峙じし、隆良もまた『そうはさせるか』とリーザを囲む。

　一いつ触しよく即そく発はつの空気──それでも、まるで動じた様子を見せないリーザだが──ふっ、と一つ息を吐はき、彼女は口を開いた。

「……でも～、そうね、アナタ達の言うコトも、分からないでもないわ～……といっても、仕事を放ほうりだす訳にもいかないし～……それじゃ、こうしましょうか～」

「………………」

　聞きながらも警戒を解かない隆良と魅神に、リーザは遠えん慮りよなしに言い放つ。

「ちょうど今、日付が変わったことだし──今から、二十四時間。明日あしたの日付に変わる瞬間まで、待ってあげようかしらね～……アナタ達がアリアちゃんをどうにかしたい、っていうなら～……精々それまでに、何とかするのね～？」

「……なにっ!?　今から、二十四時間以内だと……!?」

「そうよ～、下野根ちゃん。うふふ～……ホントなら、猶ゆう予よなんて与あたえる義理もなかったんだけど～……感謝してほしいところね～？」

「んなっ……何を勝手なコト──！　……あっ!?」

　隆良が摑つかみかかろうとするも、リーザは一歩後ろへ下がり、まるで闇に溶とけていくかのように姿を消してしまう──屋上という見晴らしの良い場所にもかかわらず、隆良達はリーザの姿を見失ってしまった。ただ、相変わらず間延びした、どこか冷たい声だけは聞こえてくる。

『まあ、頑がん張ばってみたら～？　無む駄だなあがきだとは思うけど……うふふ～』

「っ……！　ま、待ちやがれ！　……くそっ！」

　逃にがした──というより、追い縋すがることも出来なかった。狐きつねにつままれたような感覚と、『アリアが始末されるまでのタイムリミット』を──残されただけだ。

「にゃろぉ……！　アリアが全然見つからない、とかほざいてたクセに……胡う散さんクセーやつだな……！」

　何が本当で、何が噓うそなのか分からない。存在さえも、という意味で──ストレンジャーかどうかすら定さだかではない、まるでふわふわと摑めない雲のような女性だったが──そんなリーザが残していった言葉は、あまりにも重かった。

「……あと、二十四時間以内に……アリアを……」

　ぼそり、呟つぶやいた魅神は──それがどれだけ困難なことなのか、充じゆう分ぶんに理解していた。










　04　時間制限付きとか超焦るんですけど。ヤバイ、ヤバイよ、本気でお腹痛い……もう駄目だ、ヤバイ助けて……そんなあなたに、ソルマ○ク胃腸薬







　まだ日が昇のぼり切らない早朝──研究所を拠点にして一夜を明かしたものの、隆たか良ら達の疲ひ弊へいは抜ぬけておらず──しかしそれでも隆良達は、アウトロー軍団との交戦を決めた。

「……やっぱアリアは、あの中にはいないみてーだな……コイツらを何とかして、アリアの居場所も突き止めなきゃいけねーのか……難なん儀ぎすぎんぜ」

　圧あつ倒とう的多数のアウトロー達を前に、大きなため息を吐ついた隆良へと──夜よ侘わびが尋たずねる。

「……ねえ、隆良……〇時の、日付が変わるまでに、何とかしないと──アリアおねーさまは、そのリーザっていう人に……ホントに、やられちゃうんだよね？」

「ああ、リーザの言うコトを、信じるなら──な。……正直なトコ、アリアの居場所をヤツが摑んでるのかも、定かじゃねぇけど……時間は無い、と見るべきだろーな」

「……そうなんだ……うん、分かったよ。アタシ……頑張る。裏の人だとか、そんな訳の分かんない人に、アリアおねーさまをやらせたりしない。アリアおねーさまの目を覚まさせるのは……アタシ達の、役目なんだからっ」

「……おう、そーだな！　良く言ったぜ、夜侘！」

　そう──これが、隆良達の選せん択たく。『リーザより先にアリアを倒し、目を覚まさせる』こと。氷こお莉りも──眠ねむそうではあるが、異論は無いようだ。

「まあ、めんどーなのは、めんどーだけど……でも、そんなこといってらんないよねー。アリアおねーさん、シマツなんてされちゃったら、アトアジわるいしー……たからパパがあまやかしてくれる、ってヤクソクだもん。サイゴまで、つきあうよー」

「……へへっ、助かるぜ、氷莉……頼たよりにしてっからな」

「んー……ほどほどに、だよ？　これおわったら──おもいっきり、だらだらするしっ」

　言っていることは自じ堕だ落らくだが、それでも一いつ緒しよに戦ってくれる──そんな氷莉に感謝する隆良の後ろで、沙さ凪なぎは何やら考え込んでいた。

「……んぅー……このタイミングで、リーザとかいう裏の人がくる、っていうことは……ですの～……？　んー、んー……ですの……」

「？　おい、沙凪、どーした？　やっぱ、あんまり休めてねーから、疲つかれでも溜たまってんのか？　大だい丈じよう夫ぶかよ？」

「……にゅふっ!?　だ、大丈夫ですの、ちょっと気になるコトがあっただけで……でも今は、戦いに集中しますのっ！」

　ふんすっ、と鼻息を荒あららげ、アウトローのほうを向く沙凪──そして、敵から目を離はなさず見据え続けていた魅み神かんが、ついに口を開く。

「……さあ、皆みんな──覚かく悟ごはいい？　ヤツらも警戒してたみたいだけど、ついに動き出すみたいよ……これが──あのアウトロー共との戦いの……そして私達の、大一番よ」

　ここへ立つ前に、魅神は言った──電撃の目くらましも恐おそらく二度目は通じないし、時間も限られている。これ以上、一時撤てつ退たいの余よ裕ゆうは無い。自分達だけでアリアを止めるなら、これがラストチャンス──アウトロー達と対峙しながら、隆良は仲間達へと活を入れる。

「おし、ビビるなよ──ここで絶対、決めてやる！　さあ──行くぜ、お前らぁぁぁ！」

　隆良が先頭に立ち、仲間を率いて突とつ撃げきする──だが、ただ戦っている訳ではない。その戦いの様子を、ヱリコが陰かげながら、以前と同じく生なま中ちゆう継けいで放送していた。

「この動画を見てくださっている方──お願いしますっ。この生放送は、現実で起こっている出来事ですっ。政府公こう認にんストレンジャーさん達を、助けにきてくださいっ！　お願いしますっ……どうか、お願いしますっ！」

　そう、隆良達の作戦は、これに一いつ貫かんすることとなった──どれだけ考えても、やはり数の不利を解消するためには、一いつ般ぱん市民達の協力を得るしかない。先ほどの芳かんばしくない成果を踏ふまえても、それでも──この作戦しか無いのだ。

　今度は先ほどと違ちがい、隆良達は真ま面じ目めに戦っている。いや、先ほどとて本人達は至って真面目だったが──今度は、総力を結集してのぶつかり合いだ。

『政府公認ストレンジャー』と『アウトロー軍団』──その戦いが始まって、いまだに数少ない視し聴ちよう者からのコメントはというと──

『やっと真面目に戦うのかよ』『つか、当然じゃね？』『パンツ見えねぇ』『大体、政府公認だとか何とかって、これが仕事なんだろ？』『今までがだらけすぎ』『なんか助けろとか呼びかけてるけど、なんで俺らが？　っていう』『そもそも、俺ら異能もってないし、行っても意味ないだろ』『他人に頼るな、自分で解決しろ』『おい、ふざけんなよ！　──なんでここまで徹てつ底ていしてパンツ見えねーんだよ！　おいィィィ！』

「っ……そ、そんなっ……」

　コメントは相変わらず、まるで好意的ではないものばかり──中には、辛しん辣らつすぎるコメントまで送られてきている。

「『瞬火終灯ラピツド・ヘクト・フレイム』っ……う、にゃっ……はぁっ、はぁっ……」

「夜侘ちゃん、大丈夫!?　くっ……『雷らい陣じん』──！」

　魅神と夜侘も善戦してはいるが、数の不利はどうしても覆くつがえせない。更さらに遠えん距きよ離り攻こう撃げきの集中砲ほう火かも、不意に訪おとずれるが──そこで氷莉が前に出て、巨きよ大だいな氷の壁かべを作り出す。

「っ……『だらだら・ろっくん・うぉーる』っ……みんなー、このうしろにっ……」

「た、助かりますのっ！　にゅおおおっ！」

　氷の壁の後ろへ滑すべり込んだ沙凪を始め、全員が退たい避ひ──『異能の弾だん丸がん』をすんでのところでやり過ごしながら、隆良が冷や汗をかく。

「ぐっ、ぐぐっ……くそっ、やっぱりキツイぜ……！　放送のほうは、成果は上がってんのかな……期待は、できねーけども……」

　ギリッ、と歯は嚙がみする隆良──この場に居る誰だれもが、必死の想おもいで戦っている。隠かくれてカメラで撮とっているヱリコが、この放送の反はん響きようを確認するが──

「……う、うう……何で……？　何で皆みなさん、分かってくれないんですか……？」

　流れてくるコメントは、先ほどと大して変わり映ばえしない──ほとんどが、悪意のあるコメントばかりだ。ごく稀まれに擁よう護ごのコメントが流れてくるが、恐らくそれは、ヱリコが数少ない友人に拡散したもの──全体のコメントの内、一割にも満たない。

　視聴者数自体は、少しずつ増えてきている。けれど──隆良達に好意的な視聴者など、ほとんどいないのだ。

（っ……下しも野の根ねくん達が、必死で戦ってるのに……わたしに、わたしに出来ることっ……こうなったら……こうなったら、わたしがっ──！）

　ギュッ、と唇くちびるを嚙かみしめ──ヱリコは、思う。

（こうなったら、わたしがっ……パンツを見せるしか、ないですっ……!?）

　いや、その判断はどうだろう。変な視聴者が増えるだけのような気がする。

　とはいえ、どうすれば良いのか──ノートパソコンの前で頭を抱かかえて懊おう悩のうするヱリコが、不意に目にしたコメントは──

「──えっ──？」

　一いつ瞬しゆん、ヱリコは我が目を疑ったが──コメントには、こう記されていた。




『政府公認だろーと、アウトローだろーと、どっちも化けモンだよな────このまま同士討ちになりゃイイんじゃね？』




　信じられない──ヱリコはそう言わんばかりに目を見開き、驚きよう愕がくする。隆良達は、あんなにも必死で、戦っているというのに。少し見れば、たとえ映像越ごしでだって、分かるはずなのに──それなのに、なぜこんなコトを書きこめるのか。

「──うおっ!?　くっ、銃じゆう弾だんがかすっちまった……！」

「！　た、隆良っ……大丈夫!?　──にゃっ!?」

「うおっ、夜侘、気を付けろ！　こっち来いっ……くそっ、どーにかなんねーのかよ！」

　遠くから聞こえる、隆良達の戦う声──それを耳に、そして心ないコメントを目にして──滅めつ多たに怒おこらない、引っ込み思案なヱリコでさえ、大きな怒いかりが湧わいてくる。

「ひ、ひどすぎますっ……ふざけないでくださいっ！」

　一ひと際きわ、大きな声で叫さけぶ──が、それがヱリコにとって、命取りとなった。

「──あん？　お……おお!?　なんだコイツ……政府公認ストレンジャー共の仲間か!?」

「────あっ」

　隠れていたのに、アウトローの一人に見つかってしまう。逃げなければ、と思っても、『異能の弾丸』を飛ばそうと構えるアウトローを前に──恐きよう怖ふで竦すくんだヱリコの足は震ふるえるだけで、微び動どうだにしない。

「今の今まで、こんなトコにいやがったとは──地味っぽくて存在感が無いからか、全く気付かなかったぜ……おらっ──覚悟しやがれ！」

「っ！　ひ、んっ……誰か、助けっ……──！」

　大きな声も出せず、助けを呼べないまま、目を閉じてしまうヱリコ──だが、彼女の耳に『バチンッ』という何かの炸さく裂れつ音と、「あばばっ!?」というアウトローの呻うめき声が届く。

　ヱリコが、恐る恐る目を開くと──そこにいたのは。

「……！　ら、雷らい轟ごうさんっ！　た、助けにきてくれたんですかっ……？　あ、ありがとうございます！　……雷轟さん？」

「…………っ、うっ……」

「……──!?　雷轟さんっ!?」

　不意に魅神は、うずくまる──どうやらアウトローの『異能の銃弾』を、背中に喰くらってしまったらしい。ヱリコを助けるために──防ぼう御ぎよが、間に合わなかったのだ。

「あ、ぁ、雷轟さん……雷轟、さん……わたしのせいで……わたしが、出しゃばって、こんな所まで来たからっ……ごめんなさいっ……ごめんなさいですっ……！」

　魅神は、言っていたのに──作戦会議の時、『力を持たないヱリコが攻こう撃げきされたら、どうなるのか』という可能性を。こうなってしまうのだ──足を、引っ張ってしまうのだ。

　罪悪感に打ちひしがれ、へたり込み、涙なみだ目めになるヱリコ──だが、そこで魅神が、

「────あーっ、もぉっ！　痛いっ！　女の子に攻撃するなんて、最悪ねっ……これだから、アウトローはイヤなのよっ！　ふんっ！」

　元気一いつ杯ぱいに立ち上がり──ヱリコも思わず、呆ぼう然ぜんとする。

「……う、うう……？　ら、雷轟さん……大丈夫なんですか……？」

「ん？　いやまあ、痛かったけどね。これくらい、この仕事してたら、日常茶さ飯はん事じよ……んっ、い、いたた……」

　強がる魅神だが、彼女はその強さゆえに、不意でも突つかれない限り攻撃を喰らうことはほとんどない──慣れない痛みに声を漏もらしてしまう魅神を、焦あせったヱリコが心配する。

「！　雷轟さんっ……だ、大丈夫ですか!?　ごめんなさい、わたしのせいでっ……わたしが……雷轟さんの忠告も聞かず……ついてきちゃったせいで……」

「……謝らないでよ。私……高たか橋はしさんに、感謝してるんだから」

「…………えっ？」

　魅神の意外な一言に、目を丸くするヱリコ──魅神は恥はずかしがっているのか、少し照れ気味にではあるが、ヱリコへと自身の心情を打ち明ける。

「私さ……高橋さんのこと、足手まといみたいに言ったけど……でも、それは、う～……た、高橋さんのこと、心配してただけなのっ！　……危ないのは、確かだから……でもね、それでも危険を顧かえりみず、私達に協力するって言ってくれて……ストレンジャーだからって、偏へん見けんなんて持ってない、って言ってくれて…………嬉うれしかったの」

「……雷轟さん……わ、わたし、でも、思ったこと言っただけで……」

「……だからこそ、よ──本当は、すぐにお礼とか言えば良かったんだろうけど……私、素す直なおじゃないから……こんな風にでもならないと、言えなくって……」

「……雷轟さん……」

　真っ赤になった顔を隠すように、魅神はヱリコに背中を向け──いまだ戦い続ける隆良達のほうへと進み出ながら、ヱリコへと声を送った。

「高橋さん──本当に、ありがとう。私、大事な人と戦うコトになって、本当はちょっとヘコんでたんだけど……あなたのおかげで、戦うコトが……出来てるんだと、思う」

「っ……わたしなんか……そ、そんな……」

「……それと、今さらだし、ついでみたいだけど──私が転校してきた時、クラスの皆に『私に関かかわるな』なんて言ったこと……今、謝るわ」

「────！」

「……本当は、クラスの全員に謝らないといけないんだろうけど……それはまた、いつかの機会にしてね。……それじゃ、改めて──行ってくるっ！」

　怪け我がを押して、魅神は再び、戦火の渦うずへと飛び込んで行った──ヱリコのほうへ再び目が向かないように、派手に目を引く動き方をしながら。

　その場に取り残されたヱリコが──視界の隅すみに、ノートパソコンの画面を映す。

『お、おい、あの金きん髪ぱつの子、女の子を助けてたぞ……？』『どーせやらせだろ』『まあ仕事なら、人助けは当然だし』『パンツ見えん……』『どーでもいーわ、ほんと』

「っ…………」

　今の一部始終を、カメラは捉とらえていたらしい。とはいえコメント群は、いまだ頑かたくなに魅神達を否定している──ヱリコは俯うつむき、悔くやしそうに歯を嚙み鳴らす。

（わたしだけ……守られてるだけで、わたしだけ、何も出来ない……足、引っ張っちゃって、雷轟さんにも、怪我させて……力が……わたしに、力が無いからっ……）

『異能』を持たない自分には、結局何も出来ないのだと、無力感に苛さいなまれたヱリコが、うずくまって諦てい観かんしかけた──その瞬間。

「────諦あきらめんなっ！」

「────！」

　隆良の声が響ひびいてきた──ヱリコ個人へ向けられたものではない。アウトロー達の息をつかせぬ攻撃に圧され気味だった、仲間達へ向けての言葉だが──それはそのまま続く。

「まだだっ……まだ俺達は、何も終わっちゃいねぇ！　この手が動く限り、足が前に進む限り……諦めんな！」

「！　……バカ隆良……」

　魅神が背中を怪我したのに気付いてか、彼女と背中合わせになりつつ、隆良は仲間達に活を入れる──自分自身をも奮い立たせるように、己おのれの信念を、声高に叫びながら。

「俺の憧あこがれたヒーローは……あの人は、どんな状じよう況きようでも諦めなかった……！　俺だって、諦めるかよっ……！　どこまでも──戦い続けてやらぁぁぁ！」

「っ、テメ……エグくてキモいだけで役に立たねぇ、残念異能のクセ──ニベアッ!?」

　隆良の口を封ふうじようと襲おそい来るアウトローに、逆にゲルをぶちまけて応戦し──けっ、と隆良は吐はき捨てる。

「何が役に立たねぇだ……何が残念だ！　弱いだとか、力が無いだとか、ンなコト……戦おうってのに、何の関係もねぇんだよ！　よーく覚えとけ、バカ共がっ……！」

　眼まな差ざしからは強固な意志が絶えず、吐き出す言葉は力強く──どんな劣れつ勢せいに立とうと、折れることの無い心を、隆良はただ吐き出した。

「弱かろうが、力が無かろうが、関係ねえっ……一ひと握にぎりの勇気さえありゃ……誰だって、戦えるんだよ！　役に立たないだなんだ、そんなコト関係あるかっ──そんな程度で、諦めるか！　残念異能ナメんじゃねーぞっ……！　オラァァァ！」

「──！　……下野根、くん……」

　隆良の叫びを耳にして、うずくまっていたヱリコが少し体を起こす。視界の端はしに映るノートパソコンには、今の隆良の言葉に対する、反応のコメントが見て取れた。

『ナニ熱くなってんの、キモッ』『イタいな』『あんなエグいゲル出して何がヒーローだっつの』『明らかに役立たずだしな』『男のパンツには興味ありません』『残念すぎるわ』

「………………」

　続けてヱリコは、隆良達のほうを見る──そこでは、どんな劣勢に立たされても、大人数の敵に囲まれても、決して諦めない隆良と──彼に続く、仲間達の姿が。

「バカ隆良ってば、威い勢せいだけは誰よりも良いんだから……まっ、付き合ってあげるわ！」

「あ、アタシだって──隆良の相棒なんだからっ！　どこまでも一いつ緒しよだよっ！」

　隆良の意気に呼応する、魅神と夜侘──更さらには、沙凪と氷莉も。

「にゅふふっ……こういう逆境からの逆転劇こそ、お嬢じよう様さまの真骨頂ですのっ……さあっ、わたくしのショータイム──いざ、御ご覧らんに入れて差し上げますのぉぉぉ！」

「んもー、あつくるしいの、ニガテなのにー……でもまあ、たからパパにめんじてー……わたしもサイゴまで、つきあうよーっ」

　士気を上げる仲間達に──隆良は薄うっすらと笑えみを浮うかべながら、先頭に立つ。

「さあ──お前ら！　不安だの恐おそれだの、そんなつまんねーモンは、俺の背中に預けやがれっ！　そして、俺に……このヒーロー様に──付いてきやがれぇぇぇっ！」

「「「──おーっ！」」ですの！」「はーい」

　隆良の声に、揃そろって応こたえる仲間達の声──そして、ヱリコもまた。

「……んっ……」

　隆良の声に呼応するように、おもむろに立ち上がっていた──暫しばし無言で立ち尽つくし、戦う仲間達を眺ながめた後、カメラを手に取り──

「……こほんっ」

　一つ、咳せき払ばらいをしてから──ヱリコはカメラで、自分自身を映し出した。

「……これを見ている方々……聞こえていますか？　ちゃんと……見えていますか？　この戦いを……政府公こう認にんストレンジャーの皆みんなが、どうして戦って……誰だれのために、街を守ろうとしているのか……皆の必死な顔が、ちゃんと見えていますか？」

　語りかけるヱリコに、流れてくるコメントは『何いきなり語り出してんだコイツ』と、酷ひどく心無いが──今のヱリコにしてみれば、知ったことではない。

「皆がストレンジャーだからって──そんなの、関係ないです。わたしは『異能』を持たない、ただの一いつ般ぱん人ですけど……一緒に行動して、彼らを見続けて、理解できたんです。笑ったり、怒おこったり、悲しんだり、傷ついたり……そういうところは、普ふ通つうの人と──力を持たないわたし達と、何ら変わりない──同じ人間なんだって！　そんな彼らが戦ってるのに……わたし達が戦わず、傍ぼう観かんして事の成り行きを見守ってるだけなんて──おかしいじゃないですかっ！」

　ヱリコは胸の底から湧わきあがってくる感情と共に、言葉を吐き出し続ける──今の自分に出来ることを。ヱリコもまた──隆良達と共に、戦っているのだから。

「『異能』があるとか、ないとか、そんなの……今ここで戦わないコトとは、何も関係ないんですっ！　わたしは能力なんてないけど……足を引っ張っちゃうだけだけど……それでも、何か出来るはずだって、ここにいるんです！　下野根くん……あのゲルを出して戦ってる彼だって、エグいとか気持ち悪いとか、攻撃力は無いし役に立たないとか、お下げ劣れつすぎるとか言われてるし、事実その通りだと思うけど……でも、そんな力無い残念異能でも──きっと、本当は怖こわいはずなのに──戦ってるんです！　残念異能なのにです！」

「えっ」

　何か天然でヒドいことを言われた気がする隆良だが、戦いが激しくて問い詰つめるどころではない。ヱリコはただカメラへ向けて、真まっ直すぐ言葉を送り続ける。

「この放送を見て、必死で街を守ってる皆に対して、批判とか、どうでもいいっていう気持ちしか、湧かないのなら……そんなの……そのほうが、よっぽど最低です。皆のことを、化け物だなんて言える心のほうが、よっぽど化け物です……皆して、エグいとかキモいとか役立たずとか残念とか言ってる、そんなゲルよりも──」

　すう、と大きく息を吸い込み──ヱリコは一言、




「あなた達のほうが、よっぽど役立たずで──残念ですっ！」




　目いっぱいの大声で──カメラへ向けて、そして自分自身に向けても、続けて宣言した。

「……わたし、謝りません……いつもいつも、わたしは謝ってばかりですけど……でも、今だけは謝りません！　いつも街を、そしてわたし達を守ってくれてる、政府公認ストレンジャーの皆にヒドいコト言う人達になんて……この街に住んでいる人だろうと、そうでなかろうと──何もせず、他ひ人と事ごとみたいに、くだらないコメントしか垂れ流せないような人達になんてっ……謝ったりなんか、絶対にしないんですからぁっ！」

　激げつ昂こうのまま、ヱリコは思いの丈を吐き出し──胸元を片手で押さえ、動どう悸きを落ち着かせるようにしてから、恐る恐るパソコンの画面へと視線を動かした。

　すると、流れてきていたコメントは──

『ハァ？　人様に最低とか残念とか言っといて、謝りもしねーって？』『大体、そいつらが街守ってるとか、知ったこっちゃねーし』『そもそも、頼み方がなってねーんだよ』『何様だっつの』『ざけんなよ、パンツ見せろ』『もうどうでもいいわ。画面閉じます』

「……っ……う……」

　結局、何も変わらないのか──それどころか自分のせいで、むしろ状況を悪化させてしまったかもしれない。流れてくるコメントは、否定的なものばかりだ。
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『あーあ、なんか一気に冷めたわ……』『せっかく協力しよーと思ってたのに。なんつって』『解散解散、つまんなかったわ』『パンツも見えねーしな』『ハイ、撤収～』

「……………………」

　ヱリコは気落ちしてうなだれ、今度こそ絶望しそうになった。もう、何を言ってもダメなのだ。どうしようもないのだ、と──しかし、その寸前。




『……アレ？　今さっき謝らないとか言ってた女の子助けてた、ビリビリしてる子に……俺も、助けてもらったコトある……かも……』




「…………えっ？」

　ばっ、とヱリコが顔を上げ、流れてくるコメントに注目する──と。

『あ、間違いないわ。やっぱ助けてもらったコトある』

『は？　気のせいだろ』『自演か関係者？』『その時にパンツは？　……見えたか!?』

『いやあんな目立つのに、気のせいなワケ……でもまあ、どうでもイイか』

　その視聴者は、どうやらすぐに引き下がってしまったらしいが──しかしそのコメントに、反応する者が現れ始める。

『いや待て、確かにアイツら見たコトある！』『電気出してる子だけじゃなく、他の子も、確か……』『時々アウトローとか捕まえてる？』『つか、さっき謝らないって言ってた子、うちの高校の制服……？』『お前高校生かよ。遊んでねーで学校いけバカ』『街がこんな状況なのに学校やってるワケねーだろバカ、部外者乙』『野次馬してまで批判とか暇だな部外者』『あなたの高校の女子は皆スカートが短いんですか？　急いで答えてください』

　一たび生まれた『流れ』は、そう容易たやすくは収まらない。中身の無い野次馬とは違う、隆良達をキチンと見る者は、徐々に──しかし確実に増えていった。

『え、じゃあ政府公認とかいうの、マジで街守ってる人達？』『そうだよな、今だって女の子、助けてたしな』『アウトローも政府公認も、同じだろって思ってたけど……違うのか？』『お前ら騙されすぎ。チョロいなオイ』『うっぜ。こいつうっぜ』『お前こそウゼーんだよ。黙れっつの』『釣られすぎだろ、無視しろよ』『いいからパンツ見せろよ』『ていうか戦いって、今どーなってんの？　気になってきた』

「えっ……えっ!?　あ、え、えいっ！」

　ヱリコが慌あわてながらも、戦場へとカメラを向ける。そこには、大人数のアウトローを相手に、それでも諦めず──必死で戦い続ける、隆良達の姿が。

『やっべ、敵めっちゃ多いじゃん』『住んでるトコ近かったら行くんだけどなー。いやマジでマジで』『俺も三時間しか寝ねてないからなー。もっと寝てたらいくんだけどなー』『お前らいいから拡散しる』『おい、ナニ盛り上がってんだよバカ。ストレンジャー共が調子に乗るだろ』『すげぇ……あんなに動き回ってんのに、パンツ見えねぇ……』

「……！　きゃっ……わっ、わっ……」

　ヱリコが瞬まばたきするたびに、視し聴ちよう者はどんどん増加していく。最初は十人にも満たなかったのに、数十人、時には数百人単位で増加していた。

『あの女の子とか、中学生とか混ざってんじゃね？』『あんな小さい子まで戦ってるのに、お前らときたら……』『大したロリだ……』『安あん西ざい先生……パンツが、見たいです……』『美少女警報発令中。総員、速すみやかに配置につけ。ゲル男はイラネ』

　一度波に乗ったら、もう止まらない──際限なく増加し続ける視聴者数とコメントに、ヱリコも驚おどろきを隠かくせない。

『ＵＲＬ付きで呟つぶやいといた』『おいやめろ、ストレンジャーに味方とかバカじゃ──』『乗るっきゃない、このビッグウェーブに』『知り合いに全力で拡散する』『全力でパンツ見る』『やべー、なんつーか目が覚めた気分だわ……新しいパンツ穿はいたばかりの正月元がん旦たんの朝みたいによぉー』『え、パンツ!?』『パンツに反応すんな』

　批判的なコメントなど、むしろ埋うもれて見えなくなる程ほど、好意的なコメントが多数を占しめていき──そしてとうとう、決定的なコメントが飛び出し始める。

『おい、今戦ってるとこ、俺ん家ちの近くじゃねーか』『やっべ拙者もでござる。全力で向かうでござる』『おいお前ら、役立たずとか最低とか言われたの忘れたのかよ！』『それなのにストレンジャーなんか助けに行くとか、バカ？』『あ、そうだった、それじゃ……汚名返上しに行くわ（笑）』『つか、なんか批判のほうがしつこく見えてきたな』『パンツが見えるかもしれねーって可能性が、１％でもあるなら……行かないわけにはいかねえだろう。危険だと分かっていてもよぉ～！』『パンツァーとジョジョラーもしつこい模様』

　応おう援えんに、駆かけつけてくれる──ヱリコは信じられないという顔をしながらも、久方ぶりの笑顔を隆良達に向けると──どうやら戦っている皆にも、その意図が伝わったようだ。

「……えへへ、沙凪ちゃん……やったねっ」

「ええ、夜侘……にゅふふ、わたくしの計算通りですのっ！」

　夜侘と沙凪が並んで戦いつつ、笑い合うと──まるで事情を吞のみ込めないアウトロー達は、怪け訝げんな表情を浮かべて口を尖とがらせた。

「ああん？　この状じよう況きようで、何を笑ってんだ……？　頭がどーかしちまったのか？　はっ、だったら無む駄だな抵てい抗こうなんて止やめて、おとなし、く……お、おぁぁぁ!?　凍こおってる!?」

　無駄口を叩たたくアウトローを凍らせたのは、もちろん氷莉──面めん倒どう臭くさそうに、しかし希望のある表情で、ぽつぽつと呟く。

「もーすぐ……もーすぐ、イッパンジンさんがきてくれる……そしたら、わたし……ラクできるぞーっ。だらだらまで、もーすこしっ。がんばろーっ」

　氷莉のやる気の原動力は、『だらだらすること』──一いつ切さい合財ぶれない少女だ。

　そして──先ほど背中に攻こう撃げきを受けた魅神を庇かばうように、彼女と背中合わせになる隆良。そんな彼へと──魅神は小声で尋たずねる。

「……ねえ、バカ隆良。あんなコトしたからって──沙凪ちゃんの言うように一般の人達が、ホントに助けに来てくれると思う？」

「……へっ、まあ──難しいだろーよ。『異能』も持たねーってのに、ストレンジャー同士の争いに首突つっ込こんでくるような、酔すい狂きようで命知らずなバカなんてな……可能性で言えば、限りなくゼロに近いんじゃね？」

「……うん、そうよね……でもさ、うん……それでも、ね」

　隆良と背中合わせのまま、少しだけ俯うつむき気味に──魅神は、ぽつり、ぽつりと呟く。

「私達が、こうしてここで、戦ってるんだって──誰かのために、街を守ってるんだって、少しでも知ってもらえてるのが──何だか嬉うれしいの。私達の、皆の戦いは、無駄じゃないんだ、って……こんな気持ちで『異能』を使って戦うなんて……初めて、かも──」

「…………バーカ」

「!?　なっ……何よっ!?　バカ隆良にバカって言われる筋合いなんて──」

　言い返そうとする魅神だが、隆良は聞き終わらない内に声を掛かける。

「お前の言い方だと、なんかもう、満足して終わりってカンジじゃねーか……あのな、目的を達成したワケじゃねーんだぜ？　誰だれも助けになんて、来てくれなくてもよ……戦うんだよ、俺達は。そんで、見事に勝って、この街を──守り抜ぬいてやるっつーんだよ」

「────！」

「ったく、らしくねーセンチメンタルに浸ひたってんじゃねーよ。お前はいつも通り、何も考えず、猪ちよ突とつ猛もう進しんに……まっすぐぶち抜いてやりゃ、イイんだよ」

「……んなっ、誰が猪突猛進よ！　……でも、そうね…………ん！」

　魅神は、思い切り顔を上げた──その瞳ひとみはどこまでもまっすぐで、もはや迷いも、恐おそれも、一いち抹まつのセンチメンタルも見当たらない。

　まっすぐ、ぶち抜くだけだ──覚かく悟ごを決めた瞳は、誰よりも強い意志を秘ひめていた。

「……さあ──行くわよ！　この私にかかれば、まだまだ充じゆう分ぶんに逆転できるんだから！」

「……へっ、単純なこって。でもまあ──いいぜ、思う存分、暴れてやれ！　後ろは任せろ──ヒーローたるこの俺様が、しっかりサポートしてやっからよ！」

「ふんっ、遅おくれるんじゃないわよ────バカ隆良っ！」

　瞬しゆん間かん──電でん撃げきと共に、弾はじけるようにアウトローへと向かう魅神。長期戦の疲つかれも、怪け我がをした背中の痛みも、何のその──縦じゆう横おう無む尽じんに戦場を駆け巡めぐり、通り過ぎるごとに敵を排はい除じよしていく、その姿はまさしく──『雷らい神じん』と呼ぶに相応ふさわしい。

「う、うぅっ、『雷神』めぇ……！　このっ……隙すきだらけだよっ！」

　そこで飛び出してきたのは、アウトロー軍団に埋もれて姿の見えなかった『風の子』である──絶ぜつ妙みようなタイミングで魅神の隙を突き、攻撃を加えようとする少女に──だが、好き勝手にさせない男が一人。

「お前こそ、隙だらけだぜっ──喰くらいやがれっ、扇せん風ぷう機き娘むすめっ！」

「……えっ──い、いやぁぁぁ!?　ゲル────ぱうっ」

　哀あわれ、ゲルの餌え食じきとなる『風の子・ファン』──ゲルで撃うち落おとされた少女には、もはや目もくれず、隆良は魅神へと叫さけんだ。

「魅神っ……後ろはこの俺に、任せやがれ！　お前は好きなだけ──暴れ回れぇぇぇ！」

「……！　ええ──任せたわよ、バカ隆良っ！」

　魅神が進めば、敵は倒たおれる──アウトローが多勢の有利を駆く使しし、魅神の隙を突こうとすれば、隆良がそれを妨ぼう害がいする。

「バカ隆良っ、ちょっと遅おそいわよっ！」

「お前が速すぎんだっつーの！　っと、よそ見すんな──おらっ！　魅神──ゲルで動き封ふうじてる内に、やっちまえ！」

「分かってるわよ──……！　しゃがみなさい、バカ隆良──！」

「うおっ!?　……おおおっ!?　あぶねっ、電撃かすったぁぁぁ!?」

　敵が隆良を狙ねらったところで、魅神が間かん髪はつ入れずに彼を助ける──息ピッタリの、絶妙なコンビネーション。手の付けられない二人に焦あせるのは──なぜか夜侘だった。

「……にゃっ!?　なにあれっ、あれじゃまるで、隆良と魅神が相棒同士じゃないっ……た、隆良の相棒は……アタシなんだからぁ！　にゃあぁぁぁ！」

　夜侘が右みぎ眼めを真しん紅くに輝かがやかせ、隆良と魅神を援えん護ごする──その謎なぞの対たい抗こう意識に、やれやれ、と沙凪が首を横に振ふる。

「全く、夜侘も仕方ないですの……もうちょっと、余よ裕ゆうを持ったほうが──」

「──さなぎちゃんっ、うしろっ……あぶないっ──」

「え、氷莉？　……にゅ……にゅおおおおっ!?」

　氷莉の声で振り返った沙凪が、目にしたのは──野太い右みぎ腕うでを振り上げ、今にも振り下ろそうとしてくるアウトローだった。

「調子に乗りやがって……もう許せねえ！　まずは一番弱そうなお前から──始末してやるぜぇぇぇ！」

「だ、誰が弱そうで……す、の……きゃ……きゃああっ!?　ですの！」

「！　沙凪!?」

　沙凪の悲鳴に振り返る隆良だが、距きよ離りが遠い──助けられない。

「────あ────」

　沙凪、万ばん事じ休す──と思われた、その時。

「────ばびゅっ!?」

　沙凪ではなく、右腕を振り上げていたアウトローから、『ゴツリ』と鈍にぶい音が聞こえてきて──そのまま彼は、目を回して倒れてしまう。

　何となく、デジャヴを覚える光景──そう、ヱリコが夜侘を助けに来てくれた、あの時と──ほぼ同じ状況だった。

「……はぁ、はぁっ……あ、あなた、大だい丈じよう夫ぶ……？」

「──にゅ、にゅふ？　……ま、まさか──」

　沙凪を助けたのは、見たことも会ったこともない、高校生と思おぼしき制服に身を包んだ女の子──魅神やヱリコが着ているのと、同じ制服だ。

　沙凪と──そして隆良達も、理解した。一いつ般ぱん人の子が、協力に来てくれたのだと。

「……あれも、もしかしてうちのクラスメイトか……？　ヱリコの友達……とかかな？」

　呟きながら、隆良がヱリコのほうへと視線を向けると──二度、三度と頷うなずいているのが分かる。それで合が点てんはいったが、しかし──

「──って、一人来たくらいじゃ、危ないのに変わりねーよ！　おい、えーと……な、名前忘れたスマン！　とにかくアンタ、逃にげ──」

「────下野根くん？　一人じゃ、ないわよー？」

「…………えっ!?」

　届いたのは、聞き覚えのある声──そう、若々しい女教師、切きり安やす理り香かが──何と、隆良のクラスメイトを率いて現れたのだ。

「りっ……理香ちゃん先生!?　なんで!?」

「なんでって……生徒のピンチに駆けつけるのは、担任として当然でしょー？　まあ……最近の、ネット？　とか……そういうのに疎うといから、協力を呼よび掛けてたなんて知らなくてねぇ……生徒が私に電話してくれたおかげで、初めて事情を知ったんだけどね。えーと、で──クラスメイトをかき集めて、手助けに来たってわけっ。ね？　皆みんな」

　朗ほがらかな笑えみを浮うかべながら理香が尋ねると、クラスメイト達は──

「イエス！　理香ちゃん先生の仰おおせのとおりで！」

「来なかったらすり潰つぶすとか、そんな脅おどしは一切なかったです！」

「ホントです！　理香ちゃん先生が言ったから、ノーがイエスになっただけです！」

　どうも、かなり強ごう引いんな集め方をしたようだが──妙みように統とう率そつのとれた彼らに満足しながら頷いた理香が、更さらに付け加える。

「それに──その、生放送？　っていうのを見て、手伝いに来てくれたのは──私達だけじゃなく、他にもいるのよ。……ほら」

「……へ？　他にも、って……どのくらい…………いいいいいっ!?」

　理香の指差したほうへ、隆良が視線を向けると──他にもいる、というレベルではない。大通りを、ぐるりと一囲みできてしまうほどの大人数が──徐じよ々じよに集結してくるのだ。

　まさか、と信じられない隆良へと──魅神も似たような心境で声を掛ける。

「……ね、ねえ……バカ隆良……これ……」

「…………ああ…………」

　集まってきた者を見て──ふう、と隆良はため息を吐ついた。

「あんな生放送で呼びかけたくらいでよ……ストレンジャー同士の争いに首突っ込んでくるような、酔狂で命知らずで……それでもこの街を守るため、俺らに協力してくれるバカなんていうのは──こんくらいは、いたんだ。……ってこった」

　そう呟つぶやいた隆良は──呆あきれたように、しかしどこか嬉しそうに、苦く笑しようしてみせた。

　集まって来た一般市民達は──アウトローを取り囲み、思い切り声を上げて威い圧あつする。

「おいっ！　テメーらいい加減にしろよ！　こっちはお前らの妄ぼう言げんで迷めい惑わくしてんだよ！」

「そーよ！　そこの政府のストレンジャーさん達に、おとなしく捕つかまっちゃいなさい！」

「お前らアウトローの人でもイイからパンツ見せてください！　お願いします！」

『異能』を持たない無力な一般人でも、数百にも及およぶであろう数の圧力は、尋じん常じようではない──アウトロー軍団にも、明らかな焦りが見え始めた。

「お、おい、何だよこの状じよう況きよう……アリア様の計画に、こんなのは無いぞ……」

「ど、どーすんだよ……俺ら……ヤバいんじゃね……？」

「なっ──情けねーコト言ってんじゃねぇ！　俺らは自由の象しよう徴ちよう、進化した人類、至上のアウトローなんだ！　能力も無い一般人なんて、恐るるに足らねぇ──」

　自分に言い聞かすよう檄げきを飛ばすアウトローだが──そこで一般人代表とでも言うのか、理香がアウトロー達の前へと進み出る。

「もぉ～、私の生徒に手ぇ出すなんて……ダメですよー？　聞いてますかー？」

「あ、あぁん!?　生徒とかなんとか意味わかんねーんだよ！　ぶっ飛ばすぞ──」

「……[image: あだくてん]？　テメーコラ……今、なんつった？」

「……ひゅいっ!?」

　ギン、と尋常ではない眼光で睨にらまれたアウトローが、思わず竦すくみ上がると──理香はどこからともなく、色とりどりの数十本のチョークを取りだし──

「ふぅ～……全く、ダメねぇ～……教育がなってないですよー？　そんな口の利きき方……ねえ、この私によぉ……するっつーならなぁ……！」

「ひ、ひ、ひ……ひィ……!?」

「ゴマみてーにすり潰してから改めて練り上げて、再教育すんぞオンルァァァ！」

「ひぎゃぁぁぁぁぁ!?」

　出たっ、理香の必殺、マシンガンチョーク──！　津つ波なみのように押し寄せるチョークに、もはやアウトローとはいえ打つ手なし──それを見ていた『ちゃんとした』一般市民は、「あの人、ストレンジャーじゃね？」と思わず呟いたが、まあ無理からぬことである。

　更に、別方向からは──『とある人物』も駆かけつけてくる。

「くふふっ……今この瞬間が、最高のチャンス……！　ゲルの王子様を劇的に救出し、そこから始まるラブロマンス──いくわよ郁ふみッ、ファイトっ、オーッ！」

　現れたのは、久く遠どう郁──彼女も政府のストレンジャーだが、『政府公こう認にん』ではなく『所属しているだけ』なので、アウトロー達のターゲットにもならず、無事だったらしい。そんな彼女も、ここで参戦──アウトロー達へと、己おのれの異能を解き放たんと──！

「喰らいなさいっ……『秩ロ序ウを・守ガ護ーすデるイ乙ア女ン』の力──」

「「郁ちゃんっ……あぶな───いっ！」」

「…………ふみっ？」

　郁が攻こう撃げきしようとしたアウトローを──先んじて殴なぐり倒した男が二人。郁の取り巻き、明あき久ひさと悠ゆうが──順番に声を上げる。

「男・明久っ……『異能』を持たないとはいえ、郁ちゃんのために揮ふるう拳こぶしは、ストレンジャーより熱いぜぇっ！」

「『異能』があるとか、ないとか……ゲルの人の言う通り、関係ないんだ！　僕は弱いけど……それでも郁ちゃんを、守り抜ぬく！」

「「さあ────かかってこい！」」

「──────」

『異能』を持たない二人に、完全に見せ場を奪うばわれ──郁、フェードアウト。一気に影かげが薄うすくなっていくのだった。

　さて、戦っているのは明久と悠や、理香だけではない──一般市民も数人で組んで、アウトローと対たい峙じする。と、先に動いたのは、アウトローのほうだった。

「くそっ……力も持たない旧人類が！　ぶっ潰してや──」

「今だァァァア！　取り囲めぇぇぇぇぇ！」

「え────おぼぼっアギアギ……アギィィィ!?」

　しかしアウトローが動いた瞬しゆん間かん──一般市民は数人がかりで一人のアウトローを取り囲み、タコ殴りにしまくり──ボロ雑ぞう巾きんのようにしてから、

「────よしっ、一時撤てつ退たいィィィ！」

　ささっ、と退く──仲間が一人やられたことで、怒いかりに燃えたアウトローが前へ──

「こ、このやろっ……許さねぇ！　仇かたきはとってや──」

「今だァァァア！　取り囲めぇぇぇぇぇ！」

「え────ヒィィィヤァァァァ!?」

　そんなこんなで、もう一丁のボロ雑巾が出来上がり──再び退いた数人の一般人を相手に、アウトロー達は硬こう直ちよくして動けないでいる。

（……う、動いたら、ボロ雑巾にされちまう……）

　ジリ、ジリ、と互たがいに様子を窺うかがって動けない光景は、ややシュールだが──アウトローにも強つわ者ものはいる。何と、道みち端ばたに刺ささっていた鉄のポールを引き抜き──それを棍こん棒ぼうのようにして、振り回し始めたのだ。

「だらしねぇな……至上の存在たるアウトローとして、恥はずかしいぜ。どいてな、『異能』も持たない一般人くらい、この俺が蹴け散ちらしてやる！」

「──ひっ!?　う、うわっ……に、逃げろっ！」

「逃がすかっ！　ここへ来たこと、後こう悔かいしやが……れ、あ、熱ぅっ!?」

　襲おそいかかろうとしたアウトローだが──逆に彼は、不意に現れた炎ほのおに襲われ、もんどりうって倒たおれ込む。一体、何が起こったのか──身を屈かがめながら確認すると、そこには右みぎ眼めを真しん紅くに輝かがやかせる、桃もも色いろの髪かみの少女が佇たたずんでいた。

「──アタシ達を忘れてもらっちゃ、困るよっ。今のアタシ達に、数の不利は無いんだよ……？　今の状況なら──アタシ達に、負けはないんだからっ」

「くっ……!?　が、ガキがっ……ナメんなよ……！」

「……もう一度、言うね？　アタシ『達』を、忘れてもらっちゃ、困るよ──」

「ああん!?　……あ、ああ……？　どぅえぇぇぇ!?　こっ……凍こおってるゥゥゥ!?」

　夜侘が敵の気を逸そらしている間に、アウトローは氷莉によって氷こおり漬づけ──下手に屈んだ体勢になってしまっていたため、凍り付くのも一瞬だった。

「……ふう……やっとラクになったよー……これで、すこしはサボれるかなー……」

「氷莉ちゃん、ダメだからっ！　最後まで気を抜かないのっ！」

「ぇー……よわびニャンコ、きーびーしーいー……」

　ぶーぶー、と口を尖とがらせる氷莉を、夜侘はたしなめながらも共に戦う。大人数の一般人だけでなく、夜侘や氷莉、しかも『雷神』魅神までいて──窮きゆう地ちに立ったアウトロー達は、みっともないほどに動どう揺ようする。

「うっ……うわぁぁぁ!?　や、やばい、誰だれか強い人、いないのかぁぁぁ!?」

「遠えん距きよ離り部隊っ……って、取り囲まれてボコられとるーっ!?」

「く、くそっ……『瞬またたき』さんは!?　『ロンダム』さんは!?　『金色獅し子し王』と、『投影シヤドウ』と……え？　『風の子』ちゃんを連れて、皆で真っ先に逃げてった？　……そ、ッスかー……『飛ひ天てんの貴き龍りゆう』は『雷神』の電でん撃げきの影えい響きようで起き上がれない？　……はーん……」

　各所、どこを見ても、隆良達の優勢──ここで隆良が、目を光らせる。

（──アリアへの、道が開けたっ！）

　いまだに姿を見せないアリア──アウトローを何人倒しても、アリアをどうにかしなければ、本当の勝利は訪おとずれない。それに、リーザがアリアを『始末』するタイムリミットよりも先に、彼女を見つけ出す必要がある──走るのは、今しかなかった。

「──皆、ここは任せたぜ！　俺は──アリアのヤツを探しに行く！」

「──なっ、ちょっと待ちなさいよ、バカ隆良！　私も一いつ緒しよに──……っ」

　魅神も駆け出そうとするが、撃うたれた背中の痛みは、それほど軽いものではないらしい。状況が好転して、安心したから尚なお更さらなのだろうか──だからこそ、隆良は言う。

「……魅神、アリアは俺が、絶対に何とかする……だからお前は、ここで皆と一緒に戦っててくれ──頼たのむ」

「……なっ!?　なんでよ、ちょっと──私なら、行けるわよっ！　こんな怪け我がくらい全然、大したコトなんて──」

「それだけじゃねぇ──お前はアリアとは、直接は戦いたくねーんだろ？」

「…………なっ!?」

　隆良の言葉に、戸と惑まどう魅神──そう、魅神自身、言われるまで気付かなかったが──いや、本当は病院でアリアの『敵対宣言』を聞いたその時から、魅神はアリアとは戦いたくない、と心の底で思っていたのだ。それも、無理はないかもしれない──アリアと付き合いが一番長いのは魅神だし、魅神もアリアを本当の姉のように慕したっていたのだから。

　それを見み透すかした隆良は──夜侘と氷莉へと頼みごとをする。

「──おい、夜侘、氷莉！　俺は今から、アリアを探しに行く──お前らはここで、魅神をサポートしながらアウトロー達を抑おさえててくれ！　魅神が無理しねーよう、しっかり見張ってるんだぜ!?」

「!?　ば、バカ隆良っ、ちょっと、そんな勝手に!?　……きゃ、きゃあっ!?」

　魅神は慌あわてて抗こう議ぎしようとするが、がしっ、と氷莉に後ろから抱だき着かれる──氷莉は隆良へと、指で『ＯＫ』のサインを作って見せた。

　と──しかし夜侘は、驚おどろいた顔をして隆良に詰つめ寄る。

「えっ……た、隆良!?　待ってよ、一人で行く気なのっ……？　そんな、危ないよっ！　アタシも『宿星の片割れスター・パートナー』として……相棒として、一緒に……！」

「……バカ、いくら優勢になったって言っても、まだアウトローはゾロゾロいやがるんだぜ？　お前とか、魅神や氷莉っつー戦力を、ここから外すワケにはいかねーよ」

「うっ……で、でも……でもぉ……」

　それでも納なつ得とくしない夜侘に、隆良は少し考えてから──よし、と口を開く。

「夜侘……ここはお前に、任せるって言ってんだ。いや、ここの指揮を任せられるのは、お前しかいねーんだよ──このヒーロー様の相棒の、お前しかな！」

「!?　あ、相棒の……アタシ、しか……？　……そ、そうなの……？　……え、えへへぇ、そうなんだぁ～……じゃあっ、しょうがないかなぁ～？　えへ、えへへぇ……」

　夜侘、俄が然ぜんチョロいッ！　さて、ここに留とどまる決心はついたらしい夜侘だが、そこでヱリコもカメラを片手に携たずさえて撮さつ影えいを続けつつ、隆良へと話しかける。

「し、下野根くんっ！　わたしも、ここで戦い続けますからっ……あの、アリアさんっていう人のコトは知りませんけど……が、頑がん張ばってくださいねっ！」

「ん？　おお、サンキュー。……いや、マジで……ありがとな」

「えっ？　えっ……い、いえそんな、わたしなんて、お礼を言われるようなこと……」

「いや──お前がいねーと、この現状は無かったって。お前が皆みんなに向けて、呼びかけ続けてくれたおかげで、助かったんだよ。……胸張れよ──『異能』なんて無くたって、お前は俺達の──仲間だぜ！」

「！　あ、あ、あの────ごめんなさいですっ！」

「なぜ謝るぅぅぅ!?　イヤなワケ!?　そういう意味になるよね!?　何なの!?　お前も結局、エグいゲル男がリーダーのチームなんてイヤっつうクチかぁぁぁ!?」

「あああ、違ちがうんですっ、間違えたんですっ！　ありがとうって言いたかったんですっ、ごめんなさいですーっ!?」

「礼言われたり謝られたり、ややこしいわっ！　ええい、走る前から疲つかれるんスけど！」

　はぁ、はぁ、と走る前から息切れする隆良に──更さらに更に、ゆっくりと歩み寄ってきた沙凪が、珍めずらしく神しん妙みような様子で声を掛かける。

「隆良様……この作戦、上う手まくいきましたのね」

「はぁ、はぁ……お、おお？　何だよもう、次から次へと……あ、そーいや、今回のお前が立てた作戦だったよな。何だよ、褒ほめてほしいのか？　まあな、結果論だけど、ナイスっていえばナイスだったぜ。でも、そろそろ急がねーと……」

「違いますの。まあ、褒めるならゲルくれって感じですケド──そうでなく。……わたくし、アリアのやろうとしてるコトが──ちょっとだけ、理解できた気がしますの」

「…………なに？」

　意外なことを口走る沙凪に、思わず隆良も足を止めて耳を傾かたむける。

「なんていうか、アリアがわたくし達にテレビで『敵対宣言』した時から、何だかおかしいと思ってましたの……全然アリアらしくない、って。でも、今こうして──政府公こう認にんストレンジャーと、一いつ般ぱん市民の皆みなさんとが協力して、戦っている姿を見て──何となく、アリアの目的が……この光景にあるんじゃないか、って思いましたの」

「──!?　な……それ、どういう意味だよ……は、話が見えねーぞ!?」

「うーん……わたくしだって、ハッキリと理解してるワケじゃないですの。ちょっとだけ分かった気がする……って言いましたの。……でも」

　ここで沙凪は人差し指を立て──更に一つ、別視点からの憶おく測そくを連ねる。

「日付が変わったら、アリアを『始末』すると言ったリーザは、政府の裏の人間なんですのよね？　政府で結構な地位に就ついてたアリアが、そんな存在があるのを知らないハズがないと思いますの。つまり──アリアのやってることが、行き当たりばったりの感情任せの暴走じゃなく、ちゃんと計画したモノだったとしたら──わたくし達にとって、最悪な話……アリアにとっての計画は、アリアが『始末』されるとこまで含ふくまれてるのかも、と思いましたの……」

「……『始末』されるとこまでが……計画の、内……？　おい……なんだそりゃ……どういうコトだよ。……意味分かんねぇよ……！」

「わたくしだって、意味分かりませんの。こればっかりは、アリア本人に直接聞かないとですの……でも、隆良様──わたくしの心情としては……いえ、魅神や皆だって……」

「………………」

　言いにくそうにする沙凪だが──その先は、隆良が代わりに続けた。

「ああ──分かってる。アリアのヤツの計画がどうだろうと、アリアが『始末』されて終わりだなんて、冗じよう談だんじゃねー……尚更だ。尚更アイツの計画を──阻そ止ししてやる！」

「！　た、隆良様っ！」

「任せとけって──アリアのアホが何考えてんのか、直接俺が問いただしてきてやる。もし何か、バカなコト考えてるってんなら──ゲルぶっかけてでも、止めてやるぜ！」

「わたくしもゲルぶっかけてほしいですの！」

「話の腰こしを叩たたき折るなァァァ！　比ひ喩ゆだっつーの、比喩！　別に実際、戦わずに済むのが一番なんだからな!?　まず第一に、説得しに行くんだっつーの！」

　どんな時でもゲルに飛びつきたい沙凪に、身み振ぶりを交えて嫌いやがる隆良──だが、二人の話を聞いて、魅神が俯うつむきがちに隆良へと語りかける。

「……ねえ、バカ隆良……」

「……ん？　魅神……どうしたよ。深刻そうな顔しやがって」

「……私ね、もしアリアと会って、アリアと戦わなきゃいけない、っていう状じよう況きようになったとしたら……多分アンタの言う通り……戦えない、って思う」

「……ま、そりゃそうだろうな……お前って意外にも、人一倍、情に脆もろいもんな」

「……だから、もし……『アリアと戦わないと、アリアを助けられない』っていう状況になるのなら……私じゃ、アリアを助けられないの。だから……その」

「……みなまで言うな、ってヤツだぜ、魅神──任せとけって、何度も言ってんだろ？　俺が、何とかしてやる──この俺様が、お前の代わりに、アリアを助けてやるぜ」

「……バカ隆良……」

　俯けていた顔を上げ、魅神は隆良を真まっ直すぐに見つめ──言う。

「私でも、夜侘ちゃんでも、沙凪ちゃんでも、氷莉ちゃんでも……ダメだと思うの。アリアを救えるのは……バカ隆良しか、いないと思うの。……だから──」

「？　……魅神……？」

「……バカ隆良──アリアのこと、よろしくお願いね──」

「…………──！」

　魅神がそう言った瞬しゆん間かん──隆良はずっと前のことを思い出す。まだ魅神がチームに入る前、いや、魅神と戦う前──『とある人物』から、託たくされるように言われた一言を──

『隆良くん……魅神のこと、よろしく頼むぞ……』

　そう──アリアも今の魅神と同じようなことを、確かに隆良へと言ってきた。それを思い出して、二人の言葉を重ねると──たとえ血は繫つながっていなくても、二人はやはり姉し妹まいのようだと──隆良はついつい失しつ笑しようし、そのまま魅神達へと背を向ける。

「へっ……お前の今の言葉──アリアのヤツに届けてきてやるよ！　案外それだけで、目を覚ましたりしてな……へへっ、じゃあ──行ってくるぜ！」

「？　あっ……え、ええっ、お願いね！」

　魅神は良く分かっていないようだが、全すべては隆良に託し、彼の背を見送ることにした。この場を離はなれられない皆の代わりに──アリアへと、仲間達の想おもいを届けるために、隆良は一目散に走っていくのだった。







「──って、勇み足で飛び出してきたもののっ……肝かん心じんのアリアがどこにいんのか、分かんねぇんだったぁぁぁ！」

　新市街の中央部を駆かけずり回る隆良だが、重大な問題が解決されていないことに気付く。病院のテレビで『宣言』をしていたアリアの姿を見て以降、今の今までずっと姿の見えなかったアリアは──果たしてどこに潜ひそんでいるというのか。

「うーん、うーん……研究所には、いなかったしなあ…………いや、意外と隠し部屋とかあったりしてな。よし……どーせ手て掛がかりは何も無いんだし、行ってみ──」

「隆良さんー……誰だれかお探しですかー？　ていうか、ずっと一人でブツブツ喋しやべってると、気持ち悪いですよー……？」

「……んあっ！　その声は……る、ルリッ!?」

　物もの陰かげから不意に姿を現してきたのは、ヴァーミリオンの髪かみをポニーテールにした美少女、ルリ──そして彼女に追従する、二人の大男。恐おそらくアウトローだろう。そういえば、前にルリに撃うたれたのだということを思い出して、隆良の背筋に冷ひや汗あせが伝った。

「……よう、ルリ、奇き遇ぐうだな？　何だよ……何か用か？」

「んー……分かってるんじゃないですかー？　隆良さんー……ルリの用っていったら、前と同じですよー……こ・れ・で・すっ☆」

「……マジかよ……ああもー、こんな時まで……」

　以前も見たことのあるハンドガンを構え、ルリはニコリと笑う。『今の自分なら、銃じゆう弾だんをゲルで撃ち落おとせないだろうか』と考え込む隆良に──ルリは表情を変えず語りかけた。

「はー……この辺を走り回ってるから、てっきりアリアさんの居場所を突つき止めたのかと思っちゃいましたよー。でも、取り越こし苦ぐ労ろうだったみたいですねー……」

「!?　まさか……アリアはこの近くに!?　ルリっ……アリアの居場所、教えてくれ！」

「むぅーっ……教える訳ないじゃないですかーっ。ルリ、口は堅かたいんですよー？　それに、まあ──聞いたって無む駄だですよ。またちょっと、寝ねててもらいますからー」

「…………！」

　今度は『退け』などとは言わず、強きよう硬こう手段は最初から確定らしい──顔を顰しかめる隆良に、ルリも少しばかり同情しているのか、納得させるように声を掛けてくる。

「隆良さんー……もうイイじゃないですかー。政府のストレンジャーは一般市民と手を組んで、アウトロー達を撃げき退たいして、充じゆう分ぶんでしょー？　アリアさんのことなら……もう、放ほうっておいてくださいよー。多分、もうじき……結果が出ると思いますからー」

「──!?　結果……？　じゃあアリアは、自分が『始末』されようとしてるってことを、知ってるんだな!?」

「！　隆良さん、アリアさんが『始末』されようとしてるって、知ってるのー？　まさか……政府の、えーと、裏任務を遂行してるっていう人？　とかに、会ったりしたんですかー？」

「……ああ、会ったよ。だから、時間が無いんだ──アリアがやられちまう前に、俺がアリアを先に止めなきゃいけねーんだよ！　だから──」

　アリアの場所を──そう言いかけた隆良だが、ルリは聞く耳を持たない。

「ふーん……ホントに、こんなに早く裏の人が動くんだー……そっちもビックリだけど、アリアさんの予測もピッタリすぎだよー……まあ、それならそれで、ノンビリしてられませんよねー。……お話は、ここまでってことで──」

　すっ、とルリが銃の引き金に人差し指を添そえる──こうなったら、強きよう行こう突とつ破ぱするしかないか。隆良が戦せん闘とう態勢に入ろうとすると、ルリの後ろに控ひかえていた二人のアウトローも、戦う姿勢を見せてきた。一対三──果たして、切り抜ぬけられるだろうか。

　一いつ触しよく即そく発はつの空気の中で──ルリはゆっくりと呟つぶやく。

「それじゃ、隆良さんー……怪け我がはまた、治してあげますからー。次に目が覚める頃ころには……もう全部、終わってますよー」

「っ……！　待てって、ルリ！（やるしかねぇ──ゲルで弾丸、叩き落としてやる！）」

「おやすみなさい、隆良さん──いい夢見てくださいねー」

　それじゃ、そういうことで──ついにルリが、引き金を引こうとした──その刹せつ那な。

「「────あぼあっ!?」」

「──!?　えっ……な、なに!?　何なの──!?」

　ルリの後ろに控えていた、二人のアウトローに爆ばく発はつが直ちよく撃げきし──二人同時に倒たおれ伏ふす。

「えっ、う、うそっ……い、今の爆発……まさか!?」

　ルリにしてみれば、間ま違ちがえようもない──隆良に至っては、アウトローを爆発が襲おそう直前、確かに見た──アウトローの体へ迫せまる、青白い薄はつ光こうを放つ二本のダーツを。

「……今のダーツ、間違いねぇ──でも、何で……何でお前が、俺を助けるんだよ!?」

　隆良とルリが──割り込んできた人間の名を、ほぼ同時に呼ぶ。

「「──トーヤ!?」」

「………………」

　そう、現れたのは、前に隆良と激戦を繰くり広げ、そしてルリの仲間であるはずの、王おう真ま燈とう矢や──通つう称しよう、トーヤと呼ばれる少年だ。銀ぎん髪ぱつの下にいつもの無表情を携たずさえる彼へと、ルリが真っ先に声を上げる。

「な──なんでトーヤがここにっ!?　て、ていうか、ダメだよー……ルリ、トーヤを解放するっていう条件で、アリアさんに協力してるんだからー……そのトーヤがアリアさんの邪じや魔まなんてしたら、アリアさんに怒おこられちゃうよー!?」

「……ルリ、何か勘かん違ちがいしていないかい？」

「……え、えっ？」

　何を？　と困こん惑わくするルリへと──トーヤは容よう赦しやなく冷たい声を放つ。

「そもそも僕は、そんな条件と引き換かえにしてまで解放してほしいなんて、頼たのんでいない。それは、キミが勝手にやったことだ。僕には関係ない。それに……アリア・来くる武む・エリノア・ヴァルターの思い通りに事を運ばせるのは、気に入らない。彼女に協力するというのなら──ルリ、キミも僕の敵だ」

「っ!?　トーヤ……そんな……そんなー……」

　ショックで俯いてしまうルリ──そんな彼女を見た隆良が、今しがた銃を突きつけられていたことも忘れ、トーヤへと義ぎ憤ふんを叩き付ける。

「お、おい、お前なっ……いくらなんでも、その言い方は無いだろ!?　ルリはな、お前のためにってアリアに協力してたんだろ！　それを、あんな突き放すような──」

「黙だまれ、下野根隆良──キミは彼女のことを良く知らないから、そんなコトが言えるんだ……あれくらい突き放さないと……いや、彼女の真の恐ろしさは、ここからだ……」

「……は？　真の恐ろしさって……は？　え、なに？」

　全く要領を得ていない隆良だが──答えはすぐに出た。俯いていたルリが、ゆらりと顔を上げ──なぜだろう。先ほどトーヤに厳しいことを言われたはずなのに──恍こう惚こつとした表情を、浮うかべていたのだ。

「……はぁうあぁぁ……トーヤの厳しい言葉っ……アレ絶対、ルリのためを思って言ってくれてるんだよー……そうだよっ、絶対にそうっ……トーヤのパートナーとして、恥はじない女になれって……間違いないっ……間違いないよーっ！　それに、それに……！」

「「………………」」

　ちょっと言葉が出ない隆良と、数歩ほど下がってルリから距きよ離りを取るトーヤ──何やらスイッチが入ってしまったルリは、ゆらり、ゆらりと、トーヤのほうへ歩み寄ったかと思うと──ばっ、と両手を広げ、

「トーヤと会うの──何だかんだで、久し振ぶりだもんーっ！　解放されてからも、トーヤ、なぜか会いにきてくれなかったしっ……ああもうっ、我が慢まんできないーっ！」

「…………っ」

　いつも冷静なトーヤが、珍めずらしく苦い表情をしているが──ルリはそれに気付いていないのか、もはやなりふり構わず、トーヤへと突とつ進しん──！

「トーヤっ……ルリの全てを、受け止めてぇぇぇっ!?　とりゃぁぁぁ！」

「────はぁっ！」

「とりゃぁぁぁ……ってキャーッ!?　まさかの爆発ダーツ!?　トーヤ、なんでー!?」

　迫るルリの足元に、『爆発する異能のダーツ』を投げつけたトーヤが──そのままルリへと話しかける。

「……ルリ、久し振りだから忘れていたんだね、ということにしておくけど……僕の半径１メートル以内にいきなり入ろうとしたら、爆ばく破はするよ、って言ったよね？」

「いやお前ら、仲間同士でそんなルール作ってんの？　それホントに仲間としてやっていけんの？　さすがに酷ひどくね？」

「……だから、下野根隆良。キミはルリの恐ろしさを知らないから、そんなことが言えるんだ。……それに僕は毎回、『いきなり』がダメなんだ、と彼女に口すっぱく言って──いや、そんなコトは今、どうでもいい。それよりも──」
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　トーヤがそこで話を区切り──改めて、隆良へと言う。

「……アリア・来武・エリノア・ヴァルターの居場所を──探しているのだろう？　僕は解放されてから、ルリと別行動をしている間──彼女の居場所を、突き止めた」

「は？　……なにっ!?　ま、マジで!?　ど、どこだよっ……教えろっ！」

「……人にモノを聞く態度ではないな。下野根隆良──相変わらずの礼れい儀ぎ知らずだ」

「っ……！　ぐっ……い、いいから、教えてくれよ！　時間が無いんだ……くそっ、頭を下げろっつーなら──！」

「──新市街の中央部にある、『新都市・総合図書館』に、彼女はいるよ」

「下げてやんよ────ずべあっ!?　ん……えっ!?」

　あっさりと教えてくれたトーヤに、隆良も思わずこけそうになる。なぜ、と問いかけるような視線を送ってくる隆良に、トーヤはそっぽを向いて言った。

「……以前、僕はキミに……まあ、審しん議ぎの余地は大いにあるが──一度、敗北したと言えるだろう。その時のことで、キミに調子に乗られるのは、僕の本意ではない──これで借りは帳消しだ。……さあ、さっさと行くんだね、下野根隆良」

「……トーヤ、お前……」

『敗北したと言えるも何も、俺の完全勝利だったっつーの』と──言えばまた、面めん倒どうくさいことになりそうなので、隆良はその言葉はギリギリで吞のみ込んだ。

　さて、トーヤと隆良が話し込んでいた、その時──ルリは彼らに背を向け、考え事をしていた。トーヤから受けた仕打ち──本来なら悲しむか、あるいは憎にくむかだろうが──

（これは……ルリを近づけまいとする、あのダーツは……『この爆発を乗り越えて、僕の胸に飛び込んでおいで』という、トーヤからのメッセージ……過激な愛！　分かったよ、トーヤ……トーヤからのメッセージが、頭ではなく心で理解できたよ……ルリ、いきますっ……今、トーヤの胸へ──飛び込んでいきますーっ！）

　ずざっ、とトーヤのほうへ勢い良く振ふり向いて──ルリ、飛ひ翔しようす──！

「とーやぁぁぁ！　ルリ、爆発なんて飛び越えていくよぉー！　とーやぁぁぁぁ！」

「せいっ、せいっ」

「とー……ほぶらぁっ!?　ちょ、ほぶらぁって……ほぶらぁって！　ルリ、初めて出したよこんな声！　恋こいする乙女おとめにあるまじき声なんですけど！　トーヤのドＳ！　大好き！」

　もはや責めているのか告白しているのか、分からなくなってきた。隆良もさすがに、ルリに対して同情心が湧わいてくる。

（つーか、学習しようぜ、ルリさんよ……お前、本気で想おもってる相手に対しては、甘えたりすんのが死ぬほどド下手クソだな……残念恋れん愛あい体質か……）

　とにかく、今は『新都市・総合図書館』へ向かうことにする──その場所に、隆良は覚えがあった。以前、アリアから『人類進化論』と『異能疾しつ患かん論』について講こう釈しやくを受けた場所──アリアは勝手に『らぶ・らいぶ・らいぶらりぃ』と名付けていて、随ずい分ぶんとお気に入りのようだったことを思い出す。

　トーヤ達へ背を向け、駆かけ出す隆良──と、その寸前にトーヤが、隆良へと最後に一度だけ語りかける。

「──下野根隆良、焰ほむら熾おこし夜侘の件だけど──」

「──あ？　……なんだよ、まさかテメー……まだ夜侘を排はい除じよする、とか言うのか？　だったら、また相手してやんぞ、オイ──」

「彼女が現在、異能をコントロール出来ている、というコトは──ルリから、聞いた」

「…………なに？」

　トーヤはどうも、排除とは違うことを口にしようとしているらしい──振り返っている隆良の顔は見ないまま、トーヤは続ける。

「……焰熾夜侘が覚かく醒せいした段階で、異能がコントロールできるようになるかどうか、分かるはずもなかった。だからあの時、彼女を排除しようとした僕の行動は、間違っていない。……けれど──結果だけを見れば、そう、彼女に関してだけは……キミのほうが、正しかったと言えるだろうね」

「………………」

「……謝らないよ、下野根隆良──僕は、間違ってはいなかったのだから。だけど──その時の借りも、アリア・来武・エリノア・ヴァルターの居場所を突つき止めたことで──帳消しにさせてもらうよ」

　それだけ一方的に言いきって──トーヤの話は、終わったらしい。回りくどくて素す直なおでない、そんなトーヤに対して、隆良も一言、投げかける。

「……別に謝らなくてもイイけどよ。俺も──礼は、言わねぇからな」

「……ふっ、礼なんて言われても、気持ち悪いだけだよ。僕は別に、キミとお友達というワケではないのだから。……それと、アリア・来武・エリノア・ヴァルターは──僕から見ても、普ふ通つうじゃない。キミにとっての正念場は、ここからさ──下野根隆良」

「………………」

　ここからが、正念場──アリアとの対たい峙じ。無言の隆良へと、更さらにトーヤは言い放つ。

「……一度、覚かく悟ごを決めたのなら──決して迷うな。たとえ相手が誰だれであろうと、躊躇ためらうな。甘っちょろいキミの頑かたくなな信念とやらを──最後まで、貫つらぬいてみせろ。……仮にとはいえ、ヒーローを名乗るのであれば──それくらいは、やってのけるんだね」

「……そんなコト、お前に言われなくても分かってんだよ。けっ……じゃーな、いけすかねー爆ばく弾だんヒーローさんよ」

「ふっ……精々気張ることだね。……まだまだ未熟な、見習いヒーローくん」

　互たがいに軽く悪態をつき終えてから、隆良は改めて走り出す──そんな隆良に、ルリが追い縋すがろうとするが──

「あっ……た、隆良さんー、待ってくださいよー！　アリアさんに怒おこられちゃうしっ……行かせるわけには──」

「てやっ、てやっ」

「きゃーん!?　トーヤっ……はっ、トーヤ、ま、まさか……これは嫉しつ妬と!?　大だい丈じよう夫ぶだよ、これは浮うわ気きなんかじゃないから！　ルリはいつだって、トーヤに一いち途ずだから──……ほ、ほぎゃーっ!?」

　容よう赦しやないように見えるが、ルリは怪け我がをしている訳ではないし、トーヤは実のところ、かなり手加減しているのかもしれない。そんなことを考えながら、ルリのちょっぴり可哀想な叫び声を聞きつつ──隆良はアリアのもとへと、一目散に走るのだった。










　05　皆のお姉さんやるのも、大変なんだなァ……というわけで、お姉さんには優しくしようキャンペーン実施中。さあ、存分に甘やかしてくるがよいよ！（よいよ！）







　隆たか良ら達の暮らす都市内部で、最も規模の大きい図書館──『新都市・総合図書館』に、隆良は辿たどり着いた。入口に鍵かぎは掛かけられておらず、すんなりと入ることは出来たが──一いつ般ぱんの利用者がいないのはもちろん、警備員も、管理人も、人っ子一人さえ見当たらない。いつもは多くの人で賑にぎわっているのだろうと思うと、何となく不気味な雰ふん囲い気きを覚える。

　隆良の探している人間は、ここにいるのだという。この広い大図書館の、本の森を抜ぬけた先、最さい奥おうの小こ奇ぎ麗れいかつ手広い一室──以前、アリアから『人類進化論』と『異能疾患論』について講釈を受けた部屋で、隆良はずっと探していた彼女の姿を、ついに見つけた。

「……アリア……」

「………………」

　いつも隆良が見ているのとは違う、黒を基調とした服を身に纏まとっているアリアの姿。整せい頓とんされた真っ白な室内の中心にいると、まるで世界に一人だけ取り残されたような錯さつ覚かくを起こさせ──どこか物悲しく、孤こ独どくな装よそおいを思わせる。椅い子すに腰こしかけていた彼女は、手に持った本へと──ずっと、視線を落とし続けていた。

　室内でも帽ぼう子しを外しておらず、俯うつむき気味で顔は見えないため、泣いているようにも見えるが──パタン、本を閉じたアリアが「ふう」と息を吐はいて軽く顔を上げたことで、ようやくその表情が窺うかがえる。

　……いや、表情とは言えないかもしれない──彼女はただ、ひたすらに無表情だった。立ち上がり、分厚い本を置きながら──立ち尽つくす隆良へと、ようやく声を掛ける。

「歴史を古いにしえから繙ひもとけば──人類は遥はるか昔から、自分達とは異なる存在に対して理解する努力を怠おこたり、手と手を取り合おうとはせず──少数派の意思を握にぎり潰つぶし、虐しいたげ、淘とう汰たすることで、存続してきた。……正気の沙さ汰たではない。そうは思わないか？」

「……そいつは暗に、ストレンジャーに対する偏へん見けんとかのコトを……言ってんのか？」

「……ストレンジャーに対してだけではないさ。『異能』を持たない人間同士でさえ、何か人と違ちがう特とく徴ちようを持った者がいれば、それを忌き避ひして遠ざけようとする。……『異能』を持たなくとも『天才』などと下らんレッテルを張られた、私のようにな」

「！　……アリア、やっぱりお前……ストレンジャーじゃ、なかったのか」

「……私は自分を『無法者アウトロー』とは言ったが、『ストレンジャー』だとは言っていない。……物は言いようだな」

　ふっ、と軽く含ふくみ笑いを漏もらすアリアは──けれど隆良の顔を、一度も見ようとはしてこない。そのままの状態で、一方的に話し続けている。

「今までずっと、ストレンジャーの起こす事件や問題は、ストレンジャーだけで解決することを定められてきた。たとえそれが、どんな無理難題であろうとな。キミも体験してきたことだろう。アウトローと戦うのは、常に政府公こう認にんストレンジャーのみだ。……しかも、キミ達のようにチームを組まない場合は、ほとんどが単独で任務に臨のぞむこととなる」

「………………」

　それは、紛まぎれもない事実──魅み神かんなどは、隆良のチームに入る前まで、ずっとそうして来たのだ。それこそ、何度か危険な目にも遭あってきたと、以前アリアからも聞いた。

「だが、ストレンジャーになる前から、ストレンジャーの魅神に普通の人間へするのと同じように接することの出来る……そう、キミならば──何かを、変えてくれると思った。だから私は、キミを巻き込み、ストレンジャーのチームを作った……これも今までに無かったコトだが──キミはその期待には、応こたえてくれたよ。──けれど」

　アリアは小さくため息を吐つき、どこか残念そうな口調で言う。

「それだけでは──ダメだったのだ。ただチームを組んで、アウトローを捕つかまえて、事件を解決するだけでは──『ただそれだけ』で、終わってしまう。それ以上でも、それ以下でもない。ストレンジャーに感謝することもなく、ストレンジャーに対する大衆の意識が変化することもない。そう、状じよう況きようが変化することは──ないのだ」

「……だからお前は、今回の事件を起こした、ってのか？　状況を、変化させるために」

「……さあな──だがしかし、この街に大きな変化が起きたのは、確かだ」

　この街に起きた、大きな変化──それを思い、隆良はアリアへと問いかける。

「アリア……お前が『アウトロー』を名乗って、『政府公認ストレンジャー』と『民衆』を滅ほろぼすなんて宣言したのは……俺達に、手と手を取り合わせるため、ってことか？」

「……さて、それはどうだろうな。しかし結果的に、キミ達政府公認ストレンジャーは、民衆と共きよう闘とうをすることになったそうではないか。それは、ストレンジャーが半世紀前に、この世界に初めて誕生してから──今日という日まで、まず無かったコトだ」

「……おいアリア、持って回った言い方してんじゃねーよ。ここには、俺とお前しかいねーんだ……聞かせろよ、お前の本心を。いい加減、回りくどいのには飽あき飽きだぜ」

　率そつ直ちよくに、真まっ直すぐな言葉をぶつけてくる隆良に──アリアは目を閉じ、少しだけ間を置いてから、改めて口を開いた。

「私は──他者に出来ないことが少し出来るというだけで、子供の頃ころから『天才』などと呼ばれ、時には持て囃はやされ、時には敬遠されて生きてきた。友人と呼べる者など、一人もいなかったよ──他人は私を畏おそれていたし、私から他人に近づこうともしなかったしな。けれどそんなこと、どうでも良いと思っていた。あの頃の私は、どんなことにも興味が持てなかった。興味の無い人間は、顔や名前さえ覚えられないほど──いや、それどころか自分の命でさえ、何だったらどうでも良い、というほどに。昔の私は──自分でも呆あきれるほど、空くう虚きよな人間だったのだ。……そう──魅神と、出会うまでは」

「！　……魅神？」

　その名を出した瞬しゆん間かん──アリアの表情が、ほんの少しだけ和やわらいだ気がした。そのまま少し俯いて、アリアは語り続ける。

「魅神は──初めて出会った頃の、彼女は──全く笑うことのない少女だった。ストレンジャーになったことで他者から敬遠され、他者と距きよ離りを縮めることを恐おそれ、何も感じないようにと心を閉とざしていた。そんな魅神を見て、私は──あの子のために、何かしてあげたいと思った。それまで、自分の生いき死しににさえ興味が持てなかった、空虚な人間だった私が──初めて自分から、何かしたいと思ったのだ」

　かぶっていた帽子の鍔つばに手を掛け、深くかぶり直しながら、アリアは言う。

「魅神に出会うまでの私は──死んでいたのと、同じだったのだ。あの子に出会って、初めて私は生きることが出来た。生きていると、実感した。そしてあの子と出会ってから、三日目に……手て袋ぶくろを贈おくり、握あく手しゆしながら、あの子に『ありがとう』と言われて──あの子の笑った顔を、初めて見て──私はその『笑え顔がお』のためになら、何でもしようと思った。彼女に会うまで、何の意味も持たなかった私の命を──捧ささげようと思った」

　アリアが帽子の鍔から手を離はなし、俯けていた顔を上げた時には──先ほどと同じ、凍こおり付いたような無表情になっていた。

「だから私はアウトローを率い、今回の事件を起こし、政府公認ストレンジャーと民衆に手を取り合わせることで、この街の人間達の意識を変えようとした──ストレンジャーとは分かりあうことが出来るのだ、と。全ては魅神が笑えるように──この街があの子にとって、優しい街になるように──と。ここまでは、全て私の思い通りに運んでいるよ」

「……何が思い通りだよ……アリア、お前なぁ──自分がどれだけメチャクチャなこと言ってんのか、自分で分かってんのか？　一歩間違えば、その魅神本人が大怪我しちまう可能性だってあったんだぞ……いや、事実、怪我はしちまったしよ……いくら何でも今回のやり方は、強引すぎんだろ……お前、ホントに大丈夫かよ……？」

「……メチャクチャ、だと？　自分で分かっているのか──だと？　……愚問だな……そんなコト──分からないはずが、ないだろう」

「……な、なにっ……？」

　全て、分かった上で起こした行動だと──そう言い放ったアリアに隆良は思わず戸惑うが、彼女は構わず言葉を投げかけてくる。

「だがな──こうでもしなければ、これくらいのコトでも起こらなければ、人々の心しん底ていに根付いたストレンジャーへの偏見は、消えはしない。半世紀だ──ストレンジャーが誕生してから今日まで、半世紀も変わることの無かった、愚かな悪習だ。半世紀越しに植え付けられた馬鹿げた固定観念を打ち砕くためには、メチャクチャでも、強引でも、大きな転機を迎えるために──それなりに大きな事件を起こす他、無いのだ」

「……そ、そんなコトねぇだろ！　ストレンジャーに対する誤解だとか、偏見なんて……少しずつ払ふつ拭しよくしていけば──」

「それくらいで変わってくれるほど簡単ではないから、こうするしか無かったのさ。そのコトは──キミ自身にだって、覚えがあるのではないのか？」

「…………！」

　隆良は言い返せなかった。アリアの指摘に、確かな心当たりがあったのだ。元から『変人』として敬遠されがちだった隆良だが、ストレンジャーになってからは、そのことで更に偏見の目で見られるようになっていた──それは昨日今日にも実感したばかりの事実で、今回のような事件が起こらなければ、今後もずっと続いていただろうと確信できる。

　言い返せないまま、ギリッ、と歯を嚙み鳴らす隆良に、アリアの冷淡な声は続く。

「さあ、これで分かっただろう──こうするしか、無かったのだ。他に方法は、無かったのだ。キミが何と言おうと、どう思おうと──それが揺るぎない事実なのだ」

「っ……いや、やっぱ納得できねぇ──もっと他に、方法があったハズだろっ……！」

「……さて、どうだろうな……どちらにせよ、もう遅いさ。私の思い通りに事が運んでいる今、あとは──最後の仕上げを、するだけなのだから」

「っ……最後の仕上げ、だ？」

　訝いぶかしむ隆良に──すう、と一つ深呼吸したアリアは、決定的な一言を述べる。

「ストレンジャーと民衆が手を取り合い、アウトローを撃げき退たいし──そして今回の事件の首しゆ謀ぼう者しやで、史上最悪の狂きよう言げん者である私が、全ての罪を背負い、誰かに裁かれて消え去ることで──私の計画は、完かん遂すいする。この街は魅神と、そしてキミ達ストレンジャーにとって、優しい街に……『箱庭』になるだろう」

「！　アリア……やっぱりお前、最後に自分が『始末』されるとこまでが、計画の内だったっつーコトかよ！　裏の人間とやらが、お前を狙ねらって来ることも予測して……！」

「そうさ──キミがなぜそのことを知っているのか、今さら興味はないが──それが、私の計画の全ぜん貌ぼうだ。……何か、文句はあるか？」

「──あるに決まってんだろーが、スカポンタン！」

　冷たい無表情で、隆良を見もしないアリアに──隆良は声を荒あららげて言い放つ。

「ざけんなよ……最後にお前が『始末』されて終わり、だ？　ここへ来る前、アイツが俺に何て言ったか、教えてやろうか──？　『アリアのことをよろしくお願い』なんて言いやがったんだぞ……！　以前、お前が俺に、『魅神のことをよろしく頼たのむ』なんて言ったのと、同じように！　それ聞いて……何とも思わねーのか!?」

「！　……そうか……魅神が、そんなことを……」

　少しだけ驚おどろいた顔をするアリアだが──またすぐに、無表情に戻もどってしまう。

「あの子も成長した、ということだな。それなら、なおさら安心だ──少しは素直になったようだし、それならば、私などいなくても平気だろう」

「っ……んなわけあるかっ！　泣くぞ、アイツ！　ワンワン泣くぞ!?　アイツはあれで、変に情に脆もろいとこがあるんだからな──泣いて泣いて、不幸になるぞ!?」

「ああ、そうだな──だからそうならないために、キミは魅神の傍そばに居てあげてほしい。夜よ侘わびちゃんもいるし、沙さ凪なぎちゃんもいるし──氷こお莉りちゃんもいる。私なんぞがいなくなった程度で、寂さびしくなどならないだろうさ」

「ばっ……お前な自己評価、低すぎんだろ！　お前がいなくなったらアイツは──」

「もういい──何も言うな。どちらにせよ、私が消えないことには、今回の事件の禍か根こんは残り続けるだろう。私が全ての罪を背負い、消える──それで、良いのだ」

　まるで、全てを諦あきらめているかのような──いや、勝手に『やり遂とげた』ようなことを口にするアリアを、隆良はそれでも説得しようとする。

「別に『始末』までされる必要は無いだろーが……謝りに行けばイイんだよ！　皆にちゃんと説明して、許してくれなくても、謝り続ければ──」

「バカを言うな──元々はキミ達の関係者だった私がそんなことをすれば、私とキミ達が共きよう謀ぼうしていたと思われかねない。そうなれば、全ては水の泡あわ──そもそも説明したところで、今まで分かってくれた例ためしも無い。だからこそ、強きよう硬こう手段に出たのだから」

「っ……この分からず屋が……！」

　ギリッ、と歯は嚙がみする隆良だが──対するアリアは、良い事を思いついた、と言わんばかりに人差し指を立て──着込んでいた黒い長コートの内側から、拳けん銃じゆうを取り出した。

「そうだ──キミが裏の人間より先に私の下へ辿り着いたのは、むしろ幸運だったかもしれないな。一つ、提案があるのだが──」

「!?　……何だよ、その銃……まさか、それで俺を──!?」

「おいおい、そんなことをしても、何の意味もないだろう──そらっ」

「!?　なっ……何だぁ!?」

　アリアは手に持った回転式拳銃──リボルバーを、隆良の足元へと投げつける。何のつもりだ、と目で問いかける隆良に、アリアは事も無げに言い放った。

「それでキミが私を撃うてば良い。そうすれば、私の計画は完遂する──しかもキミも、私という悪を滅めつした『ヒーロー』として、皆みんなから称たたえられる事になるだろう」

「……なっ……」

「どうだ、悪くない話だろう？　私の願いも成じよう就じゆする、キミも『ヒーロー』になれる、どちらにとっても有益だ。万ばん々ばん歳ざいではないか──」

「ふ──ふざけんなっ！　そんなモン、ヒーローじゃねぇんだよ……！　ヒーローってのは、そんな風に誰だれかを犠ぎ牲せいにして、でっち上げで作るモンじゃねぇ！　そもそも──お前をコイツで撃って、そんな俺を魅神が許すと思うか!?　少し考えれば分かるだろ！」

「……む……それもそうか。ふう……名案だと思ったのだが、残念だな」

「っ……ふざけんなよ、お前らしくも無い……どうかしちまったんじゃねぇか……!?」

　自分の命にまるで無む頓とん着ちやくなアリアに、怒いかりすら湧わいてくる隆良が──八つ当たりするように足元に転がるリボルバーを部屋の端はしへ蹴け飛とばすと、アリアはゆっくりと口を開いた。

「ならば──キミはこれ以上、ここにいても仕方がないな。いや、それどころか、裏の人間が私を『始末』しようとする時、邪じや魔まをされてしまうかもしれないし……」

「……？　おい、アリア……？」

「……悪いがキミには──強制的に、退出願おうか」

「────ッ!?」

　瞬間──アリアの目が、ここへ来て初めて隆良のほうを向く。彼女の目からは、感情を読み取れない──深い海のような瞳ひとみが、暗く無情な様相を醸かもしていた。

「っ……アリア、冗じよう談だんだろ？　お前……俺と、戦うっつーの──」

「────ッハ！」

「な──うおあっ!?　……ッ！」

　隆良を襲おそったのは、大おお振ぶりの踵かかと落とし──すんでのところでかわした隆良の背筋が、ゾクリと凍こごえる。アリアの足が叩たたき付けられた床ゆかが──ハンマーでも叩き付けたかのように、無残にもひび割れていたのだ。

　それを見て、隆良は戸と惑まどう。威い力りよくにだけではない。アリアは本気で、隆良を攻こう撃げきしてきている──信じられないような心境の隆良へと、アリアは無機質な声を投げつけた。

「……出て行かないのなら、痛い目を見ることになるぞ。私の邪魔をするというのなら、この場から排はい除じよするまでだ。さあ、とっとと消え失うせろ」

「っ……お、おい、待てっつの！　俺はお前と、戦いたく──なっ!?」

　隆良の説得には耳を貸さず、裏うら拳けんを放つアリア──これもギリギリで外れたものの、彼女は明確な戦意を持って攻撃してくる。けれど隆良は──アリアと、戦いたくない。まだアリアを仲間だと、救いたいと思っているのに──アリアの目は、ただ冷たい。

「……本気なんだな、アリア──言葉じゃ、もう何を言っても──止まらないんだな」

「くどい。何を言われようと、私は計画を完遂する。誰にも止めさせはしない」

「そうか……ああ、そーかい……分かったよ。よーく分かった」

　隆良は、諦めた──アリアを、言葉で説得することを。けれどそれは──アリアを救うことを諦めたというわけでは、決してない。ここへ来る前に魅神に言われた、『魅神では出来ない方法』で──救うことを決めたのだ。

「だったら俺は、お前と『戦って』──力ちから尽ずくで、止める！　テメーだけ犠牲になって、テメーだけ満足して終わろうとする、そんなバカげた考えを──止めてやるぁ！」

「……そうか……どうしても、退いてはくれないか……残念だ」

　威い勢せい良く声を上げた隆良に、アリアは視線を伏ふせ──ゆっくり、顔を上げながら呟つぶやく。

「ならば──ここからは、私も本気だ。キミを……いや、貴様を──もう、下しも野の根ね隆良だとは思わない。私の理想を妨さまたげる『邪魔者バグ』として──叩き潰つぶしてやろう」

「へっ、上等────ッ!?」

　改めて顔を上げたアリアの表情に──隆良は、戦せん慄りつする。先ほどから、無表情ではあった。今も、無表情ではあるが──同じでは、無い。まるで機械のように無機質で、冷れい淡たんで──感情も、何もかも、凍り付いてしまっているようだった。

　彼女が口にした通り、アリアは今度こそ、本気なのだ──しかし、それでも隆良は怖おじない。アリアを思い切り指さし、宣言する。

「本気だってんなら──上等だ、アリア！　お前の全てをぶつけてきやがれ！　俺はそれを受け止めた上で、お前を救ってやる──真の『ヒーロー』ってのは、そういうモンだっつーコトを──お前に、教えてやるぜ！」

「寝ね言ごとは夢の中だけでほざいてろ」

「……寝言かどうかは、すぐに分かるだろうさ……いや、分からせてやるよ」

　そうしてこそ、真の『ヒーロー』だと──隆良の中に、もはや迷いは無い。

「覚かく悟ごするんだな、アリアさんよ……このヒーロー様が、今すぐお前をお仕置きして、目を覚まさせてやるぜ。……ふっ──」

　隆良が変に格好つけたポーズを取ろうと、左手で髪かみをかき上げる──




「────……ッッッ……!?」




　──刹せつ那な、隆良の左手越ごしに、側頭部へと衝しよう撃げきが走る。

「っぐ……おっ!?」

　一体、何が起きたのか──隆良が理解したのは、その衝撃に圧されて吹ふき飛んだ直後だった。いつの間にか距きよ離りを詰つめてきたアリアから──右のハイキックを喰くらったのだ。

「なっ────ぐあっ!?」

　吹き飛ばされるまま壁かべに叩きつけられた隆良が、鈍にぶい呻うめき声を上げ──自身に起こった出来事を理解し、ゾッとする。ガード出来たのは、ただの偶ぐう然ぜんだ──変に格好つけたポーズを取ろうと左手を上げた瞬しゆん間かん、たまたま『そこ』にハイキックが来たというだけ。

　もし、偶然左手を上げていなければ──あのたった一いち撃げきで、隆良の意識はあっさりと刈かり取られていただろう。そう思うと、隆良の背筋はなおさら冷たくなった。

「づっ……け、けど、なんで……ハッ!?」

　瞬間、隆良が体を丸めて防ぼう御ぎよをする──と、今度は右みぎ肘ひじの辺りに衝撃が走る。意図してガードした訳ではない──体を丸めたおかげで、何とか『そこに当たった』だけだ。

　それでも、常人ではありえないような威力──また派手に吹き飛ばされた隆良へと、アリアが冷れい酷こくな声を送ってくる。

「……運が良いのか──それとも、勘かんが良いのか？　……まあ、関係ないがな」

「っ……このっ！　──う、あっ!?」

　いつの間に背後に回られたのか──衝撃は、隆良の背中に響ひびく。今度はガードできなかった──迸ほとばしるような痛みに耐たえながら、隆良は焦しよう燥そう感に駆かられる。

（まただ……最初の一撃も、その後も……俺はアリアから、『ほとんど目を離はなしていなかった』──一瞬、ほんの瞬まばたきほどの一瞬で──アイツは、俺に接近してきた……!?　瞬間移動でもしてんのかっ……ストレンジャーじゃねーとか言ってやがったくせに！）

　いや、それともまさか本当に、瞬きする瞬間を狙ねらって攻撃してきているのか。そんなことが、可能なのか──しかしだとすれば、瞬きをしなければ良いだけの話。

（はぁっ……少～し目は乾かわいちまうけど、仕方ねぇ……来いや……！）

　ギンッ、と目を見開く隆良──そんな隆良を見て、アリアは、

「………………」

　動いている──確かに、間ま違ちがいない。瞬間移動している訳ではない──が、

「────ッ！」

　一瞬で距離を詰めるスピードは、尋じん常じようではない──隆良の顔面へ豪ごう速そくの掌しよう打だを繰くり返してくる、とはいえ──

（今度は見えてるっ……これならっ！）

　隆良は腕うでをクロスし、防御態勢に入ると──

（ガードでき────！）

　迫せまりくる掌底が──しかし、隆良の腕と腕の間をすり抜ぬけていき──

（────ないッ!?）

『グシャリ』と鈍い音を立て──隆良の下した顎あごを打ち抜き、顔面を跳はね上げる。

（……あ、ありえねぇ……どうなってやがん……だ……!?）

　顎あごへ喰らった強きよう烈れつな衝撃に、眩暈めまいを引き起こされる隆良──普ふ通つうなら立っていられそうもないところを、壁に寄り掛かかることで、ギリギリで倒たおれずに済む、が。

「ぐっ、うっ……はっ!?」

　ぼやけ気味の視界の中、アリアが右拳を振ふり上げているのが確かく認にんできる。狙いは、隆良の顔面──そこを防御するために、隆良が取った行動は、

「ッ……！　ヌ……『無に帰す神業ヌルー・オブ・ゴツド』──！」

　タイミングを見計らい、右拳がインパクトする瞬間を狙って、顔面の左半分から中心に──ゲルを出す。これならば、腕を上げる分の時間短縮をしてガードが出来るし、アリアはもう、途と中ちゆうで放った拳を止めることは出来ないはずだ──そう思っていた、が。

「────なっ」

　拳は隆良の顔面から、寸前で軌き道どう修正して隆良のみぞおちに──突つき刺ささった。

「────が、あ、おっ……」

　腹から背中にまで抜けていく衝撃の中──隆良の思考は、混迷の淵ふちに叩き落される。

（ありえねぇ……最初からアリアは、『顔面』じゃなく……『みぞおち』を、狙ってきてやがった……だから、途中で軌道修正して、ゲルでガードした部分を避さけて、攻撃できたんだ……だけど……そんなモン、『未来』が見えでもしねーと、不可能だろッ……!?）

　やはり、本当はストレンジャーだったのか、それともタネがあるのか──混乱する隆良の耳へと、アリアの声が不意に響く。

「……どうした？　私を力尽くで止めるなどとほざいておいて……私に殴なぐられているだけで、私は止まるのか？」

「ッ……！　こ、こんにゃろっ……上等だっ！」

　両手をかざした隆良が、アリアへと向け──ゲルを発射する体勢に入る。

「おらっ……後こう悔かいしろよ！　喰らいやがれっ……『さまよえるゲルい散弾ゲル・ズイ・シヨツトガン』！」

　それは、前方の視界を全て埋うめ尽つくすような、大量のゲルの散弾──たとえストレンジャーでも、避けられるはずがない──そのはずだった。

「────え────」

　前方──隆良の視界に、アリアの姿は無い。いや──違う。アリアはいた。隆良の、すぐ目の前に──また一瞬で、距離を詰めてきた。

「……ンな、バカな……」

　瞬間的に超ちようスピードで動ける『瞬またたき』や、『タマちゃん』の撃うちだす宝石の弾だん丸がんにでさえ、命中させたゲルが──いや、今まで一度たりとて、外したことの無かったゲルが──今、初めて、アリアに避けられてしまった。

　隆良には、避けるアリアの動きが、まるで『読めなかった』──見えない訳ではない。『読めない』のだ──攻撃を喰らう直前、ゲルを放つ瞬間まで、全く『読めない』。いや、正確に言うと──隆良の行動すべては、アリアに『読まれている』ように思える。

「ぐっ……なんで……」

「……不思議なようだな、なぜ私に攻撃を当てられないか、なぜ私の攻撃を全て喰らってしまうのか──分からないなら、教えてやろう」

「っ!?　な、なにっ──」

「私はただ──『運動神経が良い』──それだけさ」

「──!?　ふざけんなよっ、ンなワケある───かっ!?」

　否定しようとする隆良の右みぎ頰ほおに、裏拳を一発叩たたきこみ、アリアはすぐさま下がる。隆良がカウンターでゲルを発射するのを──予測していたのだ。

「っ……くそっ……！」

　アリアは『運動神経が良いだけ』──隆良は信じないが、しかしアリアの言葉は噓うそではない。本当に、ただ──それだけなのだ。……だがしかし、『運動神経が良い』ということは、どういうことなのか。それを隆良は『漠ばく然ぜんと』しか知らない。

「う、ぐ……あああっ!?」

　実のところ、運動神経というのは単独で存在しているモノではなく、運動に関かかわる神経の総そう称しようをいう。そしてその神経群の中でも、『脳神経』──つまり思考力は、特に重要な位置づけを占しめる。では──『運動神経が良い』とは、どういうことなのか。

「っ……何でだっ……動きは見えてるはずなのに、何で対応できねーんだ……!?」

　人間は動作をする際、無意識下の思考で、常に自身の動作が起こす結果を『予測』している──ボールを蹴ければ、ボールはどこへ飛んでいくか。他人の目の前で右手を上げれば、相手はどのような反応をするか。その『予測』が正確であればあるほど、『運動神経』は良好である、ということになる。

　つまりアリアよりも、純じゆん粋すいな『運動神経』で劣おとる隆良の場合──

「──どこを見ている？　私はここだ」

「──なっ!?　ぐ、あっ……！」

　アリアの攻こう撃げきを『予測できない』隆良は、攻撃を回かい避ひすることが出来ない。

「く、っそっ……！　喰らいやがれっ──！」

「……何も無い所に無む駄だ撃うちとは、随ずい分ぶんと余よ裕ゆうだな」

「んなっ……」

　隆良の攻撃を『予測できる』アリアは、隆良の攻撃が及およばない場所への回避が出来る。

「────ぐ、あっ!?」

「……遅おそいな……遅すぎる。貴様では、私を一生かかっても、捕つかまえられまい」

　隆良の全すべての動きは──彼の行動を予測しているアリアには、スローモーションに見えている。今のアリアは、俗ぞくに言う『ゾーンの世界』に入っている状態──『ゾーンの世界』とは、超ちよう一いち流りゆうのアスリートでさえ、極限の集中状態でようやく……ごく稀まれに入ることの出来る極きよく致ち。しかしアリアは──その極致を、いつでも自在に引き出すことが出来る。

　確かにアリアは、『運動神経が良いだけ』だ──ただしそれは、世界中のどんな人間よりも、恐おそらく──『ずば抜けて』という意味で。

（ッ……！　避けられねぇ、当てられねぇ……『だけじゃねえ』ッ！　一発一発がっ……重すぎるっ！　異常だろ……いくら鍛きたえてるっつっても、女の体格だぞっ……いや、床ゆかを砕くだいたり、ガードごと人間の体をぶっ飛ばしたり……誰だれに出来るっつーんだ!?）

　更さらに──『運動神経が良い』ということは、『思考でイメージした理想の動作』を、忠実かつ迅じん速そくに再現できるということ──筋線せん維いの一つ一つを動かすタイミングを完全にコントロールし、常人離ばなれしたバランス感覚で動作を支え、『完かん璧ぺきな軌道で繰り出される打撃』は──肉体のみで繰り出し得るパワーに、更なる破は壊かい力を上乗せ出来る。

　そしてアリアは『理想の思考イメージ』を──『コンマ１ミリ以下の誤差』という、ありえない精度で再現可能──分厚いコンクリートでも、アリアの障害にさえならない。

（こいつ、こいつっ……つっ────）

　理論上は、人類にも到とう達たつし得る──しかし現実に到達できる者は、まずいない。それは究極の境地──ストレンジャーでさえ凌りよう駕がする、揺ゆるぎない『力』。

（────強すぎるッ！）

『人類の限界スペック』──それがアリアの持つ、『絶対的な強さの秘密』──







　隆良とアリアが、戦せん闘とうを開始してから──いや、隆良がアリアに攻撃を喰くらい始めてから、一体どれ程ほどの時間が経過しただろう。

「……げ、ほっ……」

　隆良の上着は破れ、殴られた部分は内出血して青くなり、見る影かげも無ない程にボロボロの状態で俯うつぶせている。それに対し、アリアは──

「……まだ、意識を失わないとはな……」

　傷一つなく──それどころか、あれほど激しい戦闘を繰り広げていたというのに、息を乱すこともなく、帽ぼう子しさえも落とさず、腕うで組ぐみして立っていた。

　隆良は攻撃のため、防ぼう御ぎよのため、闇やみ雲くもにゲルを撃ち回ったり、全身から噴ふん出しゆつさせようとしたが──それだけやっても、アリアの服の裾すそですら、湿しめらせるにも至らない。ただ無む為いに、部屋中にゲルが撒まき散らされたというだけだ。

　たとえ誰が見ても、隆良には──勝ち目など、無いだろう。だが、それでも──

「……ぐっ、ううおぉっ……！　──っだ、はぁっ……！」

　隆良は、立ち上がる──その瞳ひとみに、決して萎なえぬ闘とう志しを漲みなぎらせながら。

　そんな隆良を目の前に──アリアは相変わらずの、冷れい淡たんな声を投げかける。

「……何度打ちのめされ、何度倒れても、立ち上がってくる──その根こん性じようだけは、褒ほめてやろう。しかし──何が貴様を、そこまでさせる？　貴様らを騙だました、私への怒いかりか？　それとも、貴様をそこまで打ちのめした私への──恨うらみか？」

「……決まってんだろーが……」

「…………？」

　無表情のまま首を捻ひねるアリアを──隆良は指差し、簡潔に言う。

「お前をぶっ倒して──お前を、救う。そのために──立ち上がってんだよ」

「……………………」

　耳に痛いほどの沈ちん黙もく──ボロボロの隆良と、無傷のアリア。冗じよう談だんのような言葉を耳にして、しかしアリアは失しつ笑しようもせず、隆良の目の前まで歩み寄り、冷たい言葉を放つ。

「何か、勘かん違ちがいしてはいないか──？　私が救われる方法は、私の目的を完かん遂すいする、それだけだ。貴様に倒されようと、命が助かろうと、私は救われない。本当に、私を救いたいというのなら──貴様が先ほどその辺に蹴け飛とばした銃じゆうでも拾って、私を撃つことだな。そうすれば、少しは──」

「…………おい」

「……なんだ、何か言いたいコトでもあるのか？　どうせ私も、もう最さい期ごだ。最期くらいは、聞いてやろ──」

「随分と、口数が多くなってきたなぁ──？　テンション上がってんじゃねーの……俺をボコり続けて、何か思うところでもあるかよ？」

「────！」

　一いつ瞬しゆん、アリアの表情が険しくなり──その直後、隆良の腹に拳こぶしが突き刺さる。

「がっ……！　げ、げほっ……げほっ！」

「ッ……さっさと、眠ねむってしまえば楽なものを……いつまで強ごう情じようを張るつもりだ」

　険しくなった表情を消し、無表情に戻もどるアリアに──隆良はうずくまったまま、アリアへと指を突き出し、ゲルを放とうとする。

　──が、『ぴゅっ』という消え入りそうな音と共に出たのは──極ごく々ごく少量の、見るも哀あわれな、最後の搾しぼりかすのようなゲルだった。

「……どうやら、貴様の役立たずの『異能』も、弾たま切れのようだな──万ばん策さく尽つきた今、貴様に出来ることなど、何もありはしない。これで、終わりだが──」

「ッ……！　はっ、ぐうっ……！」

「……まだ立ち上がろうとするのか。……ならば、そうだな──」

　床に手をつき、必死で力を籠こめようとする隆良を──アリアは冷淡な目で見下ろしながら、凍こごえそうなほど冷たい声を叩き付ける。

「これ以上、立ち上がるのであれば──貴様の四し肢しを、一つずつ順に砕いていく。まず初めは、右足からだ。次に立ち上がろうとしたら、左足を。両足を砕かれても、腕うでで這はいずってでも私に向かって来ようとするのなら──両腕を、砕く」

「────！」

　アリアの言葉に、隆良は目を丸くする。そんな彼を見て、アリアは更に続ける──

「それが嫌いやなら──今からでも遅くはない。ここをすぐに立ち去るか──そのままで、何だったら眠っていることだ。そうすれば、もう痛い思いをすることも──」

「──ぷっ……くっ、くくっ……ははっ──ぶわっはっはっは！」

「……？　……何だ……何がおかしい。殴なぐられ過ぎて、頭のどこかを悪くしたか？」

「──────ざけんじゃねーよ」

「────!?」

　急に笑い出したかと思えば、また急にピタリと笑うのを止やめ──隆良はどすの利きいた、低い声を漏もらす。

「さっきから、黙だまって聞いてりゃ──立ち去れだ、眠っていろだ、挙句の果てには四肢を砕くだ──ナニほざいてんだ、お前──ふざけんなっつーんだよ」

「……何だ、まさか、私には出来ないとでも思っているのか？　見くびるな、私は貴様のことなど、もうどうでも良いのだ──そうだな、理解できないというのなら、教えてやろう……まずは宣言通り、貴様の右足を──」

「そういうコト言ってんじゃあねぇんだよ──この、アンポンタン……がっ……！」

　グッ、と隆良は両足全体に力を籠め、ゆっくりと立ち上がろうとする。それを見たアリアが眉み間けんに皺しわを寄せ、声を上げる。

「──止めろ、本気で叩き折るぞ。もう無む駄だな真ま似ねは止めて、おとなしく──」

「うるせぇっ……やってみやがれっ……！　でもな、言っとくが──足を砕こうと、腕をもごうと──俺はお前を、止め続けるぞっ……！　無駄な真似は、そっちだ……！」

「っ…………」

　ついに隆良は──立ち上がった。しかしアリアは、その場を動けない。そんな彼女に向けて、隆良は──気き迫はくに満ちた眼まな差ざしを向ける。

「四肢を順に砕いて動けなくするだの、ンな程度の低い、クソ甘いコト言ってんじゃねぇよ──全身の骨が砕けても、俺は息のある限り、お前を止めるために戦うぜ。この意味が、分かるか？　お前を止めようとする俺を、止める手段は──一つしか、ねぇんだよ」

「……ぐっ……」

　呻うめくような声を漏らし、隆良から目を逸そらす、アリア──反対に隆良は、アリアを真まっ直すぐに見み据すえ、一いつ切さい視線を逸らさない。

「俺を本気で止めたいなら、甘さは捨てろ。この胸のど真ん中を、叩たたき潰つぶせ。それが出来るのなら──やってみろ。テメーの我を貫つらぬくために──俺を本気で、どうしても、止めたいっつーのなら──！」

　ぐい、と隆良は自身の喉のど元もとに親指を押し付けながら──声高に叫さけぶ。




「今すぐ俺の、この息の根を────止めてみやがれッ！」

「──────!!」




　隆良が叫ぶのと、ほぼ同時に──アリアは、飛び出していた。叫んだ隆良の体に、何発もの打撃を叩き込み──地にねじ伏ふせられた隆良が、呻くような声を上げる。

「あ、がっ────う」

「っ……はあっ……はあっ、はあっ」

　息切れするアリアの足元で、隆良はついに意識を失してしまったらしい。そう──『息の根を止める』どころか、宣言通りに『四肢を砕く』ことさえなく。

「……ふん、関係あるか……息の根を止めようと、気絶させようと、同じことだ……どちらにせよ、結果に変わりはない。そうだ、これで充じゆう分ぶんなのだ……これで……」

　誰にともなく言い訳するように、独り言ごちるアリア──隆良は倒たおれ、もはや誰の邪じや魔まが入ることもない──と、思いきや。

「っ……アナタが……アリアさん、ですよね……？」

「──？　……何者だ、キミは」

「わたしは────高たか橋はしヱリコ。下野根くんのクラスメイトで……仲間です」

　室内へ足を踏ふみ入れていたのは、何とヱリコ──彼女はアリアの足元に転がる隆良を見て、表情を思い切り曇くもらせるが──アリアは構わず声を紡つむいだ。

「彼のクラスメイトに、ストレンジャーはいなかったはず……そうか、キミが、『異能』を持たない身でありながら……彼らに協力していたのか。ふん、余計なコトを──」

「──そんな言い方、しないでください。わたしは……水すい仙せん花かさんから、アナタの話を聞きました。アナタがどんな人なのか……アナタの思惑おもわくも、全部」

「……そうか、そこまで話をしているというのなら、キミが彼らの仲間というのは真実のようだな。だが……私の企たくらみを分かった気でいるようだが、それはどうかな──」

「アナタの企みだって、ここへ来る途と中ちゆう──元アイドルのルリさんっていう人が、一人で爆ばく破は跡あと地ちみたいな所で恍こう惚こつとしてたから、皆みんなで聞き出してきました。もう、アウトローさん達もほとんど降参して、戦いは終わりかけてるから……他の皆もこの図書館に来て、手分けしてアナタを捜さがして……もうすぐココへ来るはずです」

「……ふっ、なるほどな、もはや隠かくす意味も無いか……さて、ならばいつまでもココにいては、今度は皆に邪魔されてしまうかもしれん。『始末』されるだけなら、ここでなくとも良いだろう。悪いが、私は移動させてもらう──」

　話を打ち切って扉とびらのほうへ歩き出すアリアだが──テニスラケットを両手に構えたヱリコが道を遮さえぎってきたことで、アリアも思わず怪け訝げんな表情をする。

「……何のつもりだ？」

「……アナタは、いかせませんっ……下野根くんを、あんなボロボロにしたこと、謝ってほしいですしっ……それに──皆のために、ここは絶対に通しません！」

「……それは冗談か？　それとも本気か？　……だとしたら、無む謀ぼうにも程ほどが──」

「アリアさん──アナタのやってることはっ……正しくないです、間違ってますっ！」

「…………なんだと？」

　不意にもたらされた糾きゆう弾だんに、アリアの眼光が鋭するどくなる──突き刺さすようなその視線に、しかしヱリコは真っ向から立ち向かった。

「アナタは、雷らい轟ごうさんや、下野根くんと……焰ほむら熾おこしちゃんや水仙花ちゃんと、藍らん玉ぎよくちゃんのために、この街のストレンジャーに対する偏へん見けんを正そうと──皆の『箱庭』を作ろうとしたって、そう聞きましたけどっ……！」

「……そうだ。キミも『異能』を持たざる者なら、ストレンジャーがどのように扱あつかわれていたか、持たざる者の立場で見聞きしてきただろう？　彼らには、受け入れられるべき『場所』が必要なのだ──彼らのための、彼らに優やさしい『場所』が──」

「だから──それが間違ってる、って言ってるんです！」

「！　……それが間違っている、だと……？　なぜキミに、そんなコトが言えるのだ？」

　アリアの行いを、はっきりと『間違っている』と言い切ったヱリコが──微かすかに震ふるえる口を、それでも必死で動かす。

「異能を持たない人が、ストレンジャーに偏見を持っているのは事実です。一朝一いつ夕せきでは拭ぬぐえないですし、大きな変化が無いと、きっと皆の意識を変えられなかったことも、確かです……でも、アナタは『箱庭』っていう『場所』が必要だなんて、そんなっ……」

「っ……だから、それの何が間違いだという！　私は何も、間違えてなど──！」

「──大事なのは『場所』なんかじゃない、って言ってるんですっ！」

「────!?」

　言い切ったヱリコに、アリアの表情が思わず歪ゆがむ。ヱリコは少しだけ憔しよう悴すいした様子で、けれど決して言葉を止めようとはしなかった。

「『場所』なんて、ただ『場所』でしかないじゃないですか……一いつ般ぱん人の皆が、どんなに雷轟さん達に優しくたって、偏見を持たなくたって……皆の、心の拠より所には……なれないんですっ。そんなの、本当の『居場所』なんかじゃ……ないんですっ……」

「……だったら、キミがその心の拠り所とやらにでも、なれば良いだろう──そうだな、ストレンジャーに対して偏見を持たないキミなら、あるいは──」

「っ、まだ分からないんですかっ──本当に皆の『居場所』になれるのは、アナタだけだ、って言ってるんですっ！」

「！　…………」

　眉まゆを顰ひそめ、一歩後ずさるアリアに──ヱリコは微かに瞳ひとみを潤うるませながら続ける。

「わたしはまだ、アナタのことを良く知りません。でも、アナタのことを教えてくれた水仙花ちゃんや、焰熾ちゃん……そして何より、雷轟さんは──アナタがどんなことをしたって、助けたいって、アナタを『姉』のように思ってるって……そう言ってました。それなのに……それなのに、アナタはっ！」

　手を思い切り横に薙なぎ、荒あらぶった感情のまま、ヱリコは想おもいを吐はき出した。

「自分だけが犠ぎ牲せいになって……それでイイって、本気で思ってるんですか？　大切なモノを失って、雷轟さん達が、それで笑えるはずが無いんですっ！　アナタは──皆のお姉さんじゃないんですか!?　皆に悲しい思いをさせて……それがアナタの『正しいこと』なんですかっ!?　そんなのっ……間違ってますっ！」
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「っ…………」

　ついに、目を逸らしたアリアに──ヱリコが横たわる隆良を見つめながら、小さく深呼吸をし、息を整えながら言葉を重ねた。

「わたし、ここへ来て、倒れていた下野根くんを見た時……本当は、すごくイヤな気持ちになったんです。……アナタのこと、許せない、って思って……でも、下野根くんをそんな風にしたアナタの顔のほうが、よっぽど辛つらそうで、痛そうなのを見たら……許せないなんて、何だか思えなくなって……」

「………………」

「……本当は、アナタにも……分かってるんじゃないですか？　わたしなんかに言われるまでもなく……皆に必要なのは『箱庭』っていう『場所』なんかじゃないって。本当に必要なのは、皆をちゃんと愛してくれる──アナタのような人なんです」

　そう言い切ってから、ヱリコはゆっくりと、アリアに向けて片手を差し出す。

「だから……もうこんなこと、止めるんです。自分が『始末』されて終わりだなんて、そんな悲しいこと、しないで欲しいです。皆にも、ちゃんと謝って……特に下野根くんは、アリアさんの手で、治ち療りようしてあげてください。……お願いです……お願い、しますっ」

　懇こん願がんするようなヱリコの言葉から──暫しばし、無言の時が流れる。それから、どれほど経たっただろう、その沈ちん黙もくを破ったのは──アリアのほうだった。

「……そうだな、キミの言うコトは……正しいのかもしれないな」

「──！　そ、それじゃっ……」

　ぱっ、とヱリコの顔が明るくなるが──しかしアリアの声は、冷れい淡たんなものだった。

「だが──もう遅おそい。ここまで来て、今さら引き返すコトなど──出来はしないのだ」

「────えっ？」

　ヱリコの表情が一いつ瞬しゆんにして強こわ張ばるも──アリアの言葉は、そのまま続く。

「キミが何と言おうと、やはり人間には安心できる『場所』は必要だ。キミの言うコトは正しいのかもしれないが、しかし私の考えも間違いではない──悪いが私は当初の予定通り、全すべての悪意を背負ったまま『始末』され、計画を完かん遂すいさせてもらうよ」

「なっ……そ、そんなことっ！　皆が、悲しむって言ってるじゃ──」

「ああ、そうかもしれないな。だが、それは一時的なモノさ──それに」

　ふっ、と乾かわいた笑えみを浮うかべ、アリアはヱリコを見据える。

「私と同じく『異能』を持たざる人間でありながら──それほどまでに、ストレンジャーである皆のことを考え、理解しているキミがいる。むしろ確信が持てたよ。私のやったことは、間違いではなかった──まずはキミが、皆の『居場所』とやらになれるだろう」

「だ、だから、わたしだけじゃダメって……アナタの代わりなんて、誰だれにも出来ないんですっ！　そもそも──アナタ自身はどうなんですか!?　『始末』なんてされず、皆と笑って過ごすような……っ、皆と一いつ緒しよに……居たくないんですかっ!?」

「ああ、もちろん、出来ることなら一緒に居たいさ──だが、私なんぞのことは取るに足らない。私の命一つで全てが叶かなうなら、喜んで犠牲になるさ──ははっ、当然だろう？」

「っ──！　……なんで……なんで、そんな風に……自分の命まで、どうでもイイみたいに、言えるんですかっ……アナタのことを大切に思ってる、雷轟さんや、皆にっ……失礼ですっ！　謝ってくださいっ……皆に、謝ってくださいっ！」

「はは、失望させたなら悪いが、私はこういう人間さ──最さい期ごに有意義な時を過ごせた。彼らのことは、よろしく頼たのむぞ、ええと、高橋ヱリコさん──さあ、そこをどいてくれ」

「っ……なんで……なん、で……分かって、くれないんですかっ……～～～～っ！」

　どくように、と促うながすアリアに対し、ヱリコは応じず──逆にテニスラケットを、ぎゅっ、と握にぎり締しめ、アリアの前に立ち塞ふさがる。

　湧わき上がる気持ちが何なのか、怒いかりなのか、悲しみなのか、ヱリコはそれさえも分からないまま、テニスラケットを振ふりかざし──

「もう、許さないんですからっ……アリアさんなんて──知らないんですからあっ！」

「……やれやれ、無謀だと言ったはずだが──やむを得ない、か」

　襲おそい来るヱリコに、アリアは「ふう」と小さくため息を吐つき──小さく構え、迎げい撃げきの姿勢を取る。──コンクリートさえ砕くだく右の拳こぶしを、ヱリコへと振るわんとするために。

「アリアさんの、ばか、ばかっ…………分からずやぁぁぁっ！」

「悪く思うなよ、高橋ヱリコ……これで、終わ──りっ!?」

「──えっ……きゃ、きゃあっ!?」

　二人が交こう錯さくする寸前──両者の間に割って入ったのは、白はく濁だくとしたエゲツないゲル。飛来した『それ』が二人の間を通り過ぎて地面に落ちると、二人へ向けて声が届く。

「よう──楽しそうじゃねーか、俺も混ぜてくれよ」

　何やら芝しば居いがかった口調──ヱリコとアリアの視線が同時に『彼』のほうを向いた。

「しっ……下野根くんっ!?　だ、大だい丈じよう夫ぶなんですかっ!?」

「ほう、信じられないな……この短時間で、目を覚ますとは……それに、ゲルも弾たま切れかと思っていたが、奥の手を残していたとはな……まあ、無む駄だに終わったようだが」

　ヱリコは慌あわてた様子だが、アリアは冷静な姿勢を崩くずさない。とはいえアリアは、彼から目を逸そらしている──が、隆良はひとまず、ヱリコへと語りかけた。

「良くアリアを足止めしてくれたな──ナイスだぜ、ヱリコ」

「！　そ、そんなっ……わたし、足止めなんてつもり……ただ、無我夢中で、言いたい放題に言っちゃってただけで……お、思い出すと、ちょっと、恥はずかしいですけど……」

「謙けん遜そんすんなっつーの。おかげで俺は、その間に目ぇ覚ますコトが出来たんだし……それに──俺らと『出来ることなら一緒に居たい』っつーアリアの本心ってヤツを、よーやく引きだせたんだからな……クールぶってたけど、アレ、本心だぜ。お前のお手て柄がらだよ」

「あ、や、そんなっ……で、出過ぎたコトしちゃって、ごめんなさいです……」

「褒ほめてんのに謝んなよ！　胸張っていいんだかんね!?」

　いつもの調子の隆良へと──しかしそこで、いつもとはまるで違ちがう、冷淡な瞳と声を隠さぬアリアが語りかけてくる。

「何やら盛り上がっているところ、悪いが──貴様が今さら起き上がったところで、どうなるという？　私に先ほど、手も足も出なかった分際で……何も変わりはしないぞ。これ以上、怪け我がをしたくなければ──さっさと失うせるが良い」

「……けっけっけ、強がんなよ、アリアさんよ──お前じゃ、もう俺には勝てねーよ。いや、もう勝負は決まってる──とでも、言うべきかな？」

「……なんだ？　ゲルの出し過ぎで頭でも壊こわしたか？　それともまさか、私が高橋ヱリコに対し、適当に取り繕つくろった戯たわ言ごとを真に受けて、私はもう戦えないとでも？　ふっ、バカめ……私に迷いなど、初めから無い。今すぐ貴様を打ちのめして──」

「いや、いや……そうじゃあねーんだな、これが……ほれ、お前の右手……見てみろよ？」

「？　何……？　私の右手が、何だと……──！」

　隆良に促されるまま、自身の右手の小指を目視したアリアが、意外な『モノ』が付着しているのに気づく──そう、それは、アリアがここまで避さけ続けてきた『モノ』。一度として当たらなかったはずの──隆良の放った『ゲル』だ。

　だが──一瞬は驚おどろいたアリアだが、すぐさま冷淡な表情に戻もどる。

「……まさか、こんなつまらんモノを……エグくて気持ち悪いヌメヌメするだけで役にも立たないモノを、ほんの指先程度にかすめただけで……勝った気になっているのか？　大方、さっきの奇き襲しゆうのようなゲルだろうが……これがどうしたという？」

「よーし、エグいだ気持ち悪いだ役立たずだ言うのはヤメロ。後こう悔かいすんぞお前。もうマジ後悔すんぞ、懺ざん悔げさせんぞ」

「……ふん、くだらん。バカバカしい──」

　ぴっ、と右手を振り、こびりついたゲルを払はらい落とすアリア──だが、彼女の思考には、ほんの少しの影かげがよぎる。

（さっきのゲル、奇襲とはいえ、確かに避けきったはずだったが……指先をかすめていたのに、気付かなかったとはな。……私は自分が思うより何倍、いや、何十倍も……焦あせっていたのかもな……）

　ふっ、と自じ嘲ちよう気味に笑ったアリアが、今度こそ、と隆良へ向き直る。

「さあ、今度こそおしまいだ。これ以上、私の邪じや魔まをするというのなら、貴様を今すぐこの手で────…………ふ、えっ!?」

「………………」

「な、あっ……うっ、くっ!?　な、なっ……ひゃんっ!?」

　不意にアリアの左ひだり腕うでを襲う、気持ちの悪い感かん触しよく──それは、いいや、ありえない。そんなはずはない──そのヌメヌメとした感触は──先ほど右手に感じたのと、同じ。

　ありえない、ありえない──そう思いながら、自身の左腕をアリアが確かく認にんすると──

「な……な、な──なんだこれは、どうなっている──!?」

　アリアの左腕──いいや、左手の先から左ひだり肩かたにかけて、びっしりと敷しき詰つめられていたのは──ヌメヌメと気持ち悪くえげつない、白色のゲル────！

「き、貴様っ、何をしたッ……一体、何をッ!?　答えろッ！　下野根隆良───ッ！」

「おやおや……どうやら分かってなかったようだな、ア～リアァ～……？　もう一回、リピートしてやるぜ──『良くアリアを足止めしてくれたな──ナイスだぜ、ヱリコ』」

「──!?　ま、まさかっ……くっ!?」

　ヱリコが何かしたのか、と彼女のほうを見るアリアだが──ヱリコは「えっ？」と訳が分かっていない様子。一体、どういうことなのか──狼ろう狽ばいするアリアの、その足元を指差しながら──隆良は言い放つ。

「ふっ、アリアさんよ──足元が見えていないみたいだなぁ？　気を付けねーと──足を取られて、ずっこけちまうぜぇ？」

「な、何だと……えっ。…………────」

　隆良が指差す、自身の足元を視認したアリアが──『その光景』に絶句した直後。

「そ、そんなッ……そんな、バカなぁ────ッ!?」

　思わず取り乱し、叫さけんでしまう──そう、アリアの足元には、白濁としたエグいゲルが絨じゆう毯たんのように敷き詰められていた。が、そんなことはあり得ないはず。これほどのゲルを隆良が発射していれば、気が付かないはずはないし、そもそも弾切れのはずでは──

　──そこまで考えてから──アリアの脳のう裏りに、一いち抹まつの『恐おそろしい推測』が浮かんだ。

（待て……私と高橋ヱリコの間に、割り込むようにゲルを放った時……既すでに彼は、弾切れのはずではなかったか……？　奥の手だと思っていたが『本当にそうだったか』……？　彼がゲルを放つ瞬しゆん間かんを、私は見ていなかった……果たしてあのゲルは……あのゲルはッ……本当に『彼の手から発射されていたのか』ッ──!?）

　まさか──ぞっ、とアリアの背筋に戦せん慄りつが走る。次の瞬間、アリアの『まさか』を証明するかのように、彼女の足元に敷き詰められていたゲルが──何と、動き出した──！

「こ、このゲルッ……まさか、独りでに──動き出している──!?」

「そいつは正しい表現じゃあねぇなぁ──『独りでに』じゃ、ねーよ……この崇すう高こうなる俺の『異能』がもたらしたゲルは──この俺の意思に従って、動いてんのさ──」

「う、なっ……くっ！　はあっ！」

「！　──させるかっ！」

「あっ……きゃあっ!?」

　飛び上がって逃にげようとしたアリアだが、一瞬遅おそい──隆良の意思に従い、ゲルがアリアの足に纏まとわりつき、彼女を思い切り転ばせてしまう。

　結果──アリアの全身は、敷き詰められていたゲル溜だまりの中に落下してしまった。

「ひゃんっ……えっ……そんな、ちょ、待っ……ひっ、んぁ……ヌメヌメするうっ……」

「よう……周りを見てみな、お前が今、どういう状じよう況きように置かれているのか──これでもまだ、抵てい抗こうしようって気になるかな？」

「えっ……え？　え、これ、え…………えええええっ!?」

　信じられない、と目を疑うアリア──彼女の周りには無数のゲルが蠢うごめき、その肢し体たいへと迫せまってきている。部屋中に散乱した大量のゲル達も──ゆっくり、ゆっくりと動き、ずるずるとアリアのほうへにじり寄っていた。

　下手なホラーよりも数倍恐ろしく、エゲツない──そのゲルは隆良の言う通り、完全に彼の支配下に置かれ、操作されているのだ──！

「くっくっく……そうさ……おかしいと思ってたんだよ。いや、ヒーローたる俺様なら、あるいは『そういう才能』も、あるのかな、って……でも、違ったんだなァ……」

　何やらぶつぶつと不ふ明めい瞭りようなことを呟つぶやいている隆良だが、実のところ──彼が考えていたのは、自分自身の『不思議なコントロール』についてだった。

　つい数時間前のアウトローとの戦いでも、高速で動ける『瞬またたき』と、『タマちゃん』の放つ宝石の弾だん丸がんを撃うち落としてみせた──そしてこれは、かなり前、トーヤとの戦せん闘とう時でも、隆良は彼の放つダーツを『百発百中』で、一度も外すことなくゲルを当てたのだ。

　思えば隆良は、いつだって──ゲルを外したことは、無かった。前に夜侘と強制的に戦い、彼女の熾おこす火を消火した時も、震ふるえる手で氷莉にゲルを放った時も──もっと前から、おかしいと思うべきだったのだ。射しや撃げき訓練を受けたわけでもない隆良の、『ありえないコントロール』を──それは、天性の才能だとか、偶ぐう然ぜんだとか、そうではなかった。

「このゲルは──どうやら俺の体から離はなれても、マジで自在に操あやつれるらしいな──お前と戦って、初めて知った……いや、目覚めた──と、いうべきかな？　ふっ」

　そう──隆良の『異能』は『ぬめぬめエグくて気持ち悪い、あとおまけに不導体のゲルを出す』能力だけでなく──『自在に操れる』という性質まで、秘ひめていたのだ──！

　今まで外したコトが無かったのも、発射後に無意識下で追つい尾びしていたのだから、当然のこと──けれど今回、どうしてもゲルを当てられなかったアリアと戦ったことで、ついに気付けなかったこの性質に気付けたと──そういうことになる。

「そ、そんなデタラメな話っ、あってたまる────っ、んくぅっ！」

　アリアが焦って身を起こそうと床ゆかに手をつくも、ゲルがまとわりつき、再び転ばされてしまう。かぶっていた帽ぼう子しも弾はじき飛ばされ、カラスの濡ぬれ羽のような艶つややかなストレートの長ちよう髪はつが、久方ぶりに露あらわとなり──焦しよう燥そうに顔を紅あかく上気させ、這はいつくばった体勢で上うわ目め遣づかいに見上げてくるアリアを──隆良は見下ろす。

「おっと、そう簡単には逃がさないぜ……お前とヱリコが喋しやべくりあってる間、気付かれねーようにって、めちゃくちゃ苦労したんだからな……ヱリコは本当に『良く足止めしてくれた』ぜ……なあ、アリアさんよう──？」

「……ふ、ふやあんっ!?　な、なんだっ、なんだ、貴様、ここ、こんなことしてっ、タダですむとでもっ……」

　強がるアリアだが、しかし隆良は首を横に振ふるばかり──

「──随ずい分ぶんと好き勝手、やってくれたよなぁ──どうだい、もう諦あきらめて、降参するかい？　今なら許してやらんことも──ないぞぉ～……？」

「っ……ふ、ふざけるなっ……私は、この命を賭として、計画を完かん遂すいさせっ……」

「あ、っそぉ～？　じゃあ、仕方ねぇなぁ……お仕置き────だな」

「……えっ？　えっ、ちょっ……待っ……隆良くん……えっ？」

　ニタァ……どす黒い笑みを浮うかべる隆良に、困こん惑わくするしかないアリアだった。

　──と、そこで新たに乱入してきたのは、魅神と夜侘の二人──だが。

「ここね、アリアっ……やっと見つけたわよっ！　さあ、バカな考えは捨てて、おとな、し、く……えっ？」

「アリアおねーさまっ、アタシ達と一いつ緒しよに、帰りま────にゃ？」

　二人とも、室内の光景を目にし、完全に固まってしまう──そこには、呆ぼう然ぜんと立ち尽つくすヱリコと……隆良とアリアが、いるわけだが──

「さあ、アリア──覚かく悟ごを決めようぜ？　俺様のゲルは、もう──止まらねぇぞぉ～？」

「やっ、やあっ!?　だ、ダメって……言ってっ、ああっ！　くうっ……や、やめろぉ!?」

　そんな二人のやり取りを見ていた、魅神と夜侘は──

「「…………？　？　？　？　？　……??」」

　もう、目の前で何が起こっているのか、分からなかった──エグいゲルが、傍はた目めには独りでに。うぞうぞとスライムのように動き出しているのだ。あまつさえ、そんなゲルがアリアを襲おそっているのだから──それはもう、思考停止するしかない。

　そう、ゲル愛好家の沙凪でさえも──

「………………」

　沈ちん黙もくし、何やら考え込むようなポーズを取っている。さすがにドン引いているのだろうか、表情だけではそこまで読み取れないが。

　とにかく──アリアを見下ろしながら、隆良は言う。憎にくしみではなく──友に語りかけるように、あるいは家族へと向けるような、優やさしい声こわ色いろで。

「……そういやお前、俺らの中じゃ、まだ一回も俺様の崇高なるゲル、ぶっかけられてなかったよな……そうだよな、うん……仲間として、不平等は良くないよな……」

「────ふえっ？」

　ぽかん、と口を開くアリア──そこで魅神達の後ろから、氷莉が更さらに顔を覗のぞかせ、

「……うん？　……うーん……えっとー、これはー……ふむ、ふむ……」

　状況を確認し、少しだけ考え込んだ後──ぼそり、一言呟く。

「……さあ、しょーたいむの────はじまりだぜっ」

　そう、ここから彼らは、『始まる』のだ──今まさに、狂くるおしい程ほどの想おもいと、全すべての感かん慨がいを詰め込んで──始めよう、原初の律動を思わせるような、始まりの宴うたげを──さあ、

「やっ……あ、う……うそ、だろ……ねえ、隆良くん、冗じよう談だんっ……いっ、いっ……」

　Ｌｅｔ[image: こんま]　ｓ　Ｐａｒｔｙ────Ｓ─────

「いっ………………いやあぁぁぁぁぁっ!?」

　──────Ｓｔａｒｔ──────
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　人と人とは、どうして争い続けるのだろう──人は時折、ふと思い出したように、そんなことを考える。

「い、いやっ……待って、隆たか良らくん！　止やめてっ……こんなのっ……いやあぁぁん!?」

「おいおい、俺をこんだけボコっといて、甘いコト言うんじゃねぇって──ほ～れほれ、ゲルのスライムですよ～？　ゲ～ルゲル、ス～ラスラ」

　それは永遠のテーマ。きっと解決しえない、『迷宮の謎ミステリー・ラビリンス』──

「んうっ……こんなの、変だっ……こんなの、絶対、おかしいっ……こんな、の……現実じゃあないっ……夢、だ……ふあっ……あぁん！」

「おかしい？　これは夢だって？　バカ言うんじゃあないよ！　だってお前は、さっきから────その俺のゲルに、確かに塗まみれてるんだぜ？」

　それでも人は、きっと考え続けるのだろう、悩なやみ続けるのだろう──決して答えは出ずとも、終わりの無いメビウスの輪をなぞり続けるように、考え続けるのだろう。

「た、隆良、くんっ……私、わた、しっ……こんなの、ダメだっ……いや、あっ……う、やっ!?　変なトコっ……入って、こないっ、でぇっ!?　や、やめっ……やっ」

「このっ……色気過か剰じようなボディで青少年をところ構わず誘ゆう惑わくしてくる、ツッパリごっつぁんですバインバインお姉さんがァ───ッ！」

「あ、あ、あっ…………あああっ!?　ふっ……あああんっ!?」

　けれど、考え続ければ──人はいつか、到とう達たつできるのかもしれない。考え続ける皆みなの想おもいを、一つに出来るのかもしれない。

「やめっ……あっ!?　そんなとこ、ダメってっ……私、まだ、誰だれにもっ……くっ！」

「おっと、見つけたぜぇ～……危ねぇなぁ～？　オラッ！」

「あっ……きゃあっ!?　な、ナイフが……ゲルに、弾かれっ……ひううっ!?」

「そんなとこにナイフなんざ仕込んでたとは……ったく、油断も隙すきもねぇぜ」

　誰もが武器を捨て、今、考えるべきなのかもしれない──争い続けるその手を下ろし、今こそ、歌うべきなのかもしれない──

「アリアよ……お前がもう、二度とバカなコト考えないように、ここで徹てつ底てい的にお仕置きしてやる……さあ──覚悟を決めな、ＯＫ？　『お嬢ちゃんレデイ～』？」

「っ……そ、そんなの、私は、これくらい、でっ……あ、ああ、あ、ああんっ!?」

「ヒャッハァァァ！　テンション上がってきたぜぇぇぇ！」

　叫さけぶ声は、憎しみではない──歌うのは、哀かなしみではない──

「だ、だめだっ、やめっ、ばかっ、隆良くっ……ばっ、やっ……もうっ……もうっ……う、あっ、ああっ……あああっ……もう～～～……──ッ！」

「はいっ、はいっ、はいっ……そぉいそぉいそぉいそぉい……ンッ、ハァァァァァイ!?」

　愛を叫ぼう、平和を歌おう、声高に──

「ひ、うっ……～～～～～ッ、あ────ああぁぁぁぁぁぁぁんっ!?」

「いよぉぉぉ～～～～っ……ほっ！　……ォラァァァァァァイッ！」

『愛と平和ラブ＆ピース』──それは見果てぬ、夢の言葉──そして、希望の真実──







　熱い戦い……いや、ゲルい戦いは、ついに終わりを迎むかえた──ゲルに塗れて、スライムをけしかけられているような責め苦を受け続けた──そんなアリアは。

「はっ──はっ、はあっ、はあっ……うっ……あ、あん……くうっ……」

　もはや全身ベトベトのヌメヌメで、立ち上がる事さえ出来ず横たわっている。

　そして──そんな凌りようじょ……攻こう撃げきをした張本人の、隆良はというと。

「アリア……お前は強かったよ……しかし、間ま違ちがった強さだった」

　何か悟さとったようなことを言いながら、斜しやに構えた変なポーズで立ち尽くしていた。

　ちなみに、その一部始終を見ていた魅み神かんと夜よ侘わびは──

「「………………」」

　二人とも、すっごい真顔だった──ハンパない真顔だ。感情が完全に死し滅めつしている──目の前で起こった事態に、二人の理解のキャパシティが、追いつかなかったのだ。

　そして、そんな二人の横に佇たたずむ沙さ凪なぎでさえ、また──

「………………」

　何やら考え込むように、指を口元に当て、沈黙している──言葉も出ないのだろうか。

　最前列でこの惨さん劇げきを目まの当たりにしたヱリコは、今までずっと呆ぼう然ぜんとしていたが──

「……ふえぇ、えぇぇぇ……？　えふぇえぇ……？」

　ぺたん、ついにその場に、へたり込んでしまう──ちなみに氷こお莉りは、部屋の隅すみに『氷のベッド』を作り、その上で寝ね息いきを立て始めていた。猛も者さか。

　さて、この凄せい惨さんな現実の中──横たわるアリアへと、隆良は話しかけた。

「よう、アリアさんよ──どうだ、お仕置きの感想は──俺様の崇すう高こうなるゲルアタックを喰くらえば……もう、自分を犠ぎ牲せいにするなんてバカなこと──言わねぇよな？」

「！　な、ナメる、なっ……わ、私は──こんなコトで、諦め、ないっ……！　皆の、ために……絶対に、計画を……」

「ん？　んんん？　アリアさ～～～ん……？　……なんて？」

「……完遂させ、て……みせ……るぅ…………」

　最後のほうは、随分と小さな声になってしまったアリアに──隆良は二度、三度と頷うなずく。

「うん……そっか……うん、うん……」

「……っ……う、ううっ……くっ……」

「諦めてねぇんじゃ、しょうがねえ────もう一回だな？　ＯＫ～～～？」

「────えっ。……え、え……えええええ!?」

　アリア、驚きよう愕がく──敷しき詰つめられたゲルが、隆良の意思に呼応して──再び動き始める！

　それを見て、真っ先に声を上げたのは────

「────っしゃあっ！　来ましたのぉぉぉぉ」

「えっ」「えっ」

　なぜか、沙凪──両手で握にぎり拳こぶしを作り、輝かがやくような笑え顔がおを見せる沙凪を、そこまで放心状態だった魅神と夜侘も思わず二度見する。

　沈黙していたのは、ドン引いていたからでは、なかった──『もう一回』の再来を、固かた唾ずを吞のんで見守っていたらしい──そして、ゲルスライムも甚いたくお気に入りらしい。

　もうダメだこの子、どうにもなんねぇ……惨劇は、止められないのか。

　へたり込んでいるヱリコは、というと──

「は、はわわわ……ゲルが～……ゲルが、うねうねうぞうぞですぅ～……お静まりくださいぃ～……ごめんなさい、ごめんなさいです、はわわわ……」

　目を回し、山の神か何かでも鎮しずめんばかりに拝んでいた。ちなみに、氷莉はぐっすり寝こけている。今日は頑がん張ばったからね、仕方ないね。

　仲間達のカオスな状じよう況きようを尻しり目めに──隆良はアリアへと、ゆっくりにじり寄る。

「さあ──ご期待にお応こたえして、もう一回──行くぜ？」

「やっ……だ、ダメだ……私、まだ、疲つかれて……ゲル、もぉ……やだぁ……」

「じゃあ──自分を犠牲にすんのは、もう止めるか？」

「……………………」

「ハイっ、ダメェェェ！　お仕置き決定でぇ───す！」

「やっ、まっ……ちがっ！　いやその、違ちがわないけど！　でも、ゲルは……～～～っ!?」

　一たび放たれた矢は、もう止まらない──流れ星が消えていくのを、止められないように。綻ほころびた雲を、紡つむぎ直すことが出来ないように。

　もう、止まりはしない──それが運命。因果の巡めぐりあわせ──さあ。

「やっ……もっ……む、りっ……ゲルっ……やだ、ったらぁ……い、いやぁ……」

　Ｏｎｃｅ　Ａｇａｉｎ　Ｐａｒｔｙ────Ｃ─────

「ふ、ふやぁぁぁぁぁんっ!?」

　──────Ｃｏｎｔｉｎｕｅ──────







　──ところで昨今、環かん境きよう問題というのは、やけに取り沙ざ汰たされているのが目に入る。

「やっ、や、やめっ……なんでっ!?　隆良くっ……わっ、うっ……ひうっ!?」

「何で、っと～聞かれってっも～♪　お前っがっ、諦あきらめな～い～か～ら～♪」

「何でそんなノリノリで!?　やっ……そ、そこ、はっ……ダメだってばぁ!?」

　森林伐ばつ採さい、地球温暖化、数え切れないほどの絶ぜつ滅めつ危き惧ぐ種しゆの存在……あと、あの……何やかんや、こう……環境汚お染せんとか色々あって、それが大変な問題となっているらしい。

「い、いやっ……だからっ、そっ……変なトコ、入っちゃっ、ダメってぇっ……言ってる、の、にっ……ふあぁぁぁっ!?」

「ダメと言われると、逆に足を踏ふみ込みたくなる……人間ってのは因果なもんですなぁ」

「なっ、うっ、ふあっ……ひ、っく……ぅ、ぅ……エグい……汚きたないぃ……」

　汚よごされていく大自然──それを目の前に、果たして人間は何が出来るのだろう。

「ひど、いっ……何でなのだ、隆良、くんっ……ひぐっ……キミは、私のこと、がぁ……き、嫌きらい……なの、か……？　う、ううっ……」

「……バカヤロー……そんなワケねーだろ？　むしろ、大切に想おもうからこそ──心を鬼おににして、こんなことしてんだ──」

「えっ……た、大切、に？　……えっ……そ、それ、って……えっ？　えっ？」

「『アレ』はやっぱ、夢じゃなかったんだな──『願わくば』って、あの時は何のコトか分からなかったけどよ……つまり、皆と一いつ緒しよに居たいって……そういうコトだったんだな」

「──!?　隆良、くんっ……キミ、あの時、起きて──ふ、ふやあっ!?」

　まあ、とりあえず──まずはゴミの分別とか、リサイクルとか、そういう感じのから始めれば良いのではなかろうか。まあね、いきなりね？　難しいコトとかやったり、言ったりしても、ね？　アレだしね？

「そう、だから、こうして──お前だけを犠牲にして、一人ぼっちにしねーために……ゲルぶっかけまくってんだよぉぉぉ！」

「……えええっ!?　だからそれ、意味がっ……んっ、やあああっ!?　あぶっ……う、く、口の中に、までぇ……もう、全部、どろどろぉ……やぁ……」

　まあとりあえず、少しずつで良いのではなかろうか。一歩一歩、ゆっくりと、どろどろにすれば……いや、環境問題とか、考えていけば良いのではなかろうか。

「これ以上、はっ……らめっ……隆良く、んっ……んう……もうっ……許してぇ……」

「……じゃあよ、アリア──もう、二度とバカな考えは起こさないって、誓ちかうかい……？　自分を犠牲にして、皆を悲しませたりしねぇ……皆と一緒に居るって──誓えるかい？」

「んっ……ぐ、うっ……うっ、うう～っ……ち、誓、う……誓うっ、からっ！　だから、もう……もう、これ以上はっ……！」

「……そっか……そっか。良く言えたな……エラいぜ、アリア……」

「っ！　……ほっ……」

　ゆっくりでも良い、遠大なる大自然は、それでもきっと許してくれる──何やかんやとか、微び妙みように適当なことを言っても──決して怒おこることなく、そこにあり続けるのだ。

「──でもまあ、アウトロー率いて街ぶっ壊こわしたり、俺のことボコボコにしたり、さりげにゲルをエグいだ気持ち悪いだ言った罰ばつは──最後まで、受けてもらうけどな」

「……えっ？　……え、え……えっ!?　ちょっ……ま、あっ……噓うそだろうっ!?」

「噓じゃないデース……許すとはまだ言ってないしな。一回も。まあそんなワケで──」
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「あ、あ……そ、そんな、そんな……いっ……いやっ、いやぁぁぁぁ!?」

　──それでもまあ、許してくれないこともあるかもしれないが、その時はその時だ。

「さあさあそろそろフィナーレだ、全すべての力を注ぎ込んでぇ～……」

「やっ、あっ……!?　あ、集まって、く、るぅっ……!?　ゲルがっ……こ、こんな、こんなにっ……!?　やだ、うそだっ、そんなのっ……あっ……ああっ！」

　謝ることも、大事だろう──素す直なおな心をさらけ出して、言葉にするのも悪くない。

「ごめんなさいっ……謝るっ、謝るからっ!?　もう、限界なのだっ……限界、なのっ……だか、らっ……や、やめっ……んっ、んぐっ、んっ!?　ん──～～～～ッ!?」

「もう許しているさ……ただ──ここまで来たら──引っ込みつかねぇんだよぉぉぉ！」

　そう、全てはそこから、始まるのだから──一度終わって、また──始まるのだから。

「全てはゲルの導くままにッ……『英雄王は自在粘液の夢を見るかフアンタジツク・ゲルストーリー・アーサー』──ッ！」

「ん、はっ、あっ──ふあぁっ、あ、あ────あああぁぁぁぁぁ───ッ!!」

『終わりと始まり』を繰くり返す、人も、自然も、そう──『終わりのない旅人エターナル・ドリーマー』──










　07　全ては終わった──悲しき陰謀と戦いは幕を閉じ、涙を流す少女は、もうどこにもいなくなったのだ。そう、全ては──終わったのだ。……ただ、そう……不安があるとすれば──前章の展開、コレホントに大丈夫かってコトだけだ







　容よう赦しやのない、延々と続いた、史上最悪のゲルスライム責めにより──アリアは完全に、気を失っていた。そんなアリアを、切ない表情で見下ろす隆たか良らが──ぽつり、呟つぶやく。

「悲しい……なんて悲しい、戦いだ……俺達は、争わなくては……いけなかった……」

「どっからどう見てもやりすぎだし途と中ちゆうで止やめれたでしょーがバカ隆良ァァァ！」

「悲し────あばばばば！　……えっ？　あ──あーばばばば!?　まさかの二連発!?　俺一応、怪け我が人なのに!?」

　憤ふん怒ぬする魅み神かんから、二連発の強きよう烈れつな電でん撃げきを喰らい、色々な意味でショックを受ける隆良。そして夜侘も、さすがにドン引きかつ暗い表情で、気絶しているアリアを眺ながめる。

「……アリアおねーさまは……罰を、もう充じゆう分ぶんに受けたよ……もう、これ以上は……アリアおねーさまを、責めることなんて……誰だれにも、できないよ……エグかったものっ……とっても、とっても──エグかったものっ！　うっ、くっ……ふえぇぇん……」

「泣き出すほどか！　そこまでエグかったのかっ！　こっちもショックじゃい！」

　弁解のしようもない気はするが、図太くも憤ふん慨がいする隆良に──この中では唯ゆい一いつ、なぜか……本当になぜか、テンションの上がっている沙さ凪なぎが、隆良に話しかける。

「ンッ、フゥ～～～ウッ！　隆良様っ、やりますのォ～～～！　やっぱりあのゲルには、秘密がありましたのねっ……！　さあさ、ここは一つそのノリで──その自在に動くおゲル様を、このわたくしに……けしかけますのーっ！」

「それはなんかイヤだぁぁぁ！　今いま更さら感全開だけども……それやるのだけは、マジでもう俺、弁解しようもないくらい堕おちる気がするぅぅぅ！」

「隆良様の～ちょっといいゲル、見ってみったい～、ですのっ！　はいっ、はいっ、はいはいはいっ！　ゲール！　ゲール！　ゲルゲルゲルゲルッ！　ですのっ！」

「コールすんな！　絶対やらねーよ！　絶対にな！」

　ボロボロで疲れていても、律りち儀ぎにツッコむ隆良──そんな彼が続けざまに目にしたのは、なぜか目を回しているヱリコだった。

「はあ、はあ……おん？　おい、ヱリコ……大丈夫か？　ンなトコにへたり込んで……疲れたのか？　ほれ、手ぇ貸す──」

「──きゃわわわっ!?　は、ははーっ!?　お許しください、お許しくださいー!?　どうか、どうかお怒いかりを鎮めてください、ゲルタタリガミ様ぁ～～～!?」

「さぞかし名のある山の主のなれの果て扱あつかいぃぃぃ!?　いやまあ、ビジュアル的には確かに、微妙に……いやいやそんなコトねーだろ！　呪のろいとかねーし！　むしろ清せい浄じようだし!?」

　取り乱しながらも己おのれのゲルを擁よう護ごしようとする隆良だが、無理だ。諦めるしかない。

　さて、そこでどこまでもマイペース娘むすめ──氷こお莉りが、自身の作った『氷のベッド』からゆっくりと体を起こす。

「……ふい？　……たからパパー……もう、おわったのー？」

「……ああ、うん……俺が言うのもマジでアレだけどさ、お前、良くあの状況で寝れるよな……まあ、ちょっと一息つけたかな」

「！　それじゃっ……ビョーインでの、ヤクソクっ。ぜんぶおわったら、あまやかしてくれるってヤクソクだよーっ。えへへー……たからパパー、ねえねえー」

「……いや、ワリーな。全部はまだ……終わってねーんだよ」

「？　……たからパパ、どゆことー？」

　くい、と首を傾かしげる氷莉に──隆良は微かすかに俯うつむいて、

「……後は、そう……『あの問題』をどうにかするだけ、だな──」

　小さく呟いた──その瞬しゆん間かん、パチパチパチと、室内へと不意に拍はく手しゆが送られてくる。

　全員の視線が一いつ斉せいに、拍手の聞こえてきた扉とびらのほうへ向くと、そこには──

「下しも野の根ねちゃん……お見事ね～♪　まさかホント～に、アリアちゃんを倒たおしちゃうなんて……お姉さん、びっくりよぉ～？」

「っ……リーザ！　……あっ!?　そういや、タイムリミットは……!?」

「安心しなさいよ～……ちゃんと、間に合ってるから～。うふふ～……時間も忘れるくらい、必死だったのね～……若いってイイわね～？」

「っ……はあっ、マジかよ……た、助かったぜ……」

　ほっ、と一息吐つく隆良に──ニコニコとした笑えみを絶やさないリーザが、続けて言葉を投げかける。

「それじゃ～、早さつ速そくだけど～……アリアちゃんを、こっちに渡わたしなさい～？」

「……えっ!?　ちょ、待ちなさいよ──どういうこと!?」

　リーザの言葉に反はん抗こうしたのは、魅神──しかしリーザは、当たり前のように言う。

「あらあら～、何言ってるの～？　今回の一連の事件……その首しゆ謀ぼう者であるアリアちゃんを拘こう束そく・連行するのは、当然よ～？　言ってなかったかしら～……あっ、言ってなかったわね～？　うふふ、ごめんね～？」

「……っ。……一つ、聞くけど──アリアが連れて行かれたとしたら、どういう罰を受けることになるの？　……私達には、聞くだけの権利があると思うんだけど」

「ん？　ん～、そうね～……まあ、決定次し第だいだけど、厳げん罰ばつが下るのは間ま違ちがいないわね～。そう、たとえば……秘ひ密みつ裏りに『処分』なんて、ありえるかも～……なんてね～☆」

「……そう……なるほど、ね……分かったわ」

　頷うなずきながら、魅神は──横たわるアリアと、リーザの間に──立ちはだかる。

「……あらあら～……？　何のつもりかしら～……？」

「見ての通りよ──アリアを連れては、行かせない。どうしても連れていきたければ……私を倒していきなさい、ってことよ」

「……あら、あら～……本気かしら～、おバカさんね～……」

　浮うかべていた微笑ほほえみが微妙な変化を見せ、冷れい笑しように変わった瞬間──立ちはだかる魅神の両りよう隣どなりに、夜よ侘わびと沙凪も立ちはだかった。

「──アリアおねーさまを、連れて行かせたりなんて、しないんだから──もうこれ以上、アリアおねーさまに罰を与あたえようなんて──絶対、許さないよっ！」

「万が一、『処分』なんてされたら……わたくし達が何のために戦ってきたのか、分からなくなりますの。ここは絶対に──譲ゆずりませんの！」

　強固な意志を見せる二人──だが、それだけではない。リーザの後ろに、気だるげにあくびする氷莉と、怯おびえながらも立ち向かおうとするヱリコが。

「もぉ～……いーかげん、めんどいんだけど～……そういうの、やめてよねー……」

「アリアさんをっ……つ、連れて行かせたりは、させないですっ！　アリアさんには、ちゃんと皆みんなに謝ってもらって……皆と一いつ緒しよに居てもらわないと、ダメなんですからっ！」

　魅神・夜侘・沙凪・氷莉・ヱリコ、五人に囲まれて──しかしリーザはまるで怖おじた様子を見せず、冷笑を浮かべたまま言う。

「それはアナタ達──政府に反旗を翻ひるがえす、ってことかしら～？　つまり、アウトローになる、って言ってるのよね～……せ～っかく街の子達と手を取りあえたのに……政府公認の地位を捨てて、ぜ～んぶ台無しにするのね～？　アリアちゃんの気持ちも～」

　脅おどすように問いかけてくるリーザに──魅神は腕うで組ぐみし、堂々と答えた。

「……アリアを連れて行かせるくらいなら……それでも、構わないわ──アウトローにでも、皆から嫌きらわれる化け物にでも、なってやる！　私は──私達は、アリアを見捨てたりなんて──しない！」

　迷いなどなく、まっすぐぶち抜ぬくように言い放つ魅神──その場にいる全員、思いは同じらしい。リーザは呆あきれたように首を横に振ふり──ぽつり、呟いた。

「そぉ～……じゃ、しょうがないわねぇ～……強きよう硬こう手段と──いこうかしら～？」

「ッ──！　来るなら来なさいっ！　アンタなんかに、負けたりなんて──！」

　戦せん闘とう態勢に入る、魅神とリーザ。一いつ触しよく即そく発はつの二人だが──しかしそこで、

「あー……ちょっと待てよ、一いつ旦たんストップな」

「──!?　ば、バカ隆良っ!?」

　割り込んだのは、隆良──頭を搔かきながら、その場の全員に向けて言う。

「政府に反旗を翻す必要も、アウトローになる必要も、ねぇってば。別に、逆らうコトなんてねぇ──もっと簡単な解決方法が、あるぜ」

「──!?　バカ隆良、まさかっ……アリアを差し出そうっての!?　許さないわよ──」

「んなワケねーだろ、アホ、アホ魅神。いいから、黙だまってろっての」

　隆良の意図が摑つかめず、言われた通りに黙ってしまう魅神──静かになったところで、隆良はリーザに向けて──とんでもないことを、言い放った。

「アリアじゃなく──俺を連行しろ。その代わり、アリアは──見み逃のがしてやってくれ」

「……は？　バカ隆良……は、え……えええっ!?」

　隆良の言葉に、動転する魅神──驚おどろいたのは全員が同じだが、兎とにも角にも、隆良へと真っ先に詰つめ寄ったのは魅神だ。

「いやっ……え、何言ってんのよ!?　えっ……何言ってんのよ!?　アンタなんて連れてったところで、そもそも何の意味も無いでしょーが！　ば、なっ……なに考えてんの!?」

「……あのな、俺だって、何も考えずに言ったワケじゃねーよ。そこのリーザさんとやらは、どーも俺に興味があるっつーしよ。俺が全面的に、リーザだの政府だのに協力するって条件なら、アリかなって。……それに、アリアは連れてかれたら、何されるか分かんねーけど──俺だったら、命までは取られねーだろ？　別に悪い事してねーし」

「う、ぐっ……ゲルでアリアを、辱はずかしめてたけど……」

「それはアイツを救うため必要なコトだったっしょぉぉぉ!?　悪い事したみたいに言わないでくんね!?　こっちも必死だったんだよ！」

　煩悶する隆良だが──そんな彼を見つめながら、リーザは真しん剣けんに考え込む。

「……政府初のストレンジャーチームのリーダー……下野根ちゃん。本来なら力で支配でもしない限り、協力し合わないはずのストレンジャーを、洗脳するでもなく本人の意思で複数人も一気に繫つなぎ合わせた、稀け有うな存在……しかも、何らかの利益を提供するでもなく……あなたには、まだ何か……秘密があるかもしれないわね～……」

「あん？　……へっ、まーな。ヒーロー様にゃ、秘密が付き物なのさ」

「……ん～……んっ、よーし……お姉さん、決めちゃったわ～っ」

　パン、と手を叩たたき──にこり、笑みを浮かべたリーザが、決定を述べる。

「下野根ちゃんを──私の判断で、連行させてもらいま～っす☆　決定ね～！」

「っ……ほ、本気、なの……!?」

　はしゃぐリーザに、顔を顰しかめる魅神。『やはり戦って、この場を切り抜けようか』──ビリ、と電でん撃げきを微かに奔はしらせる魅神に──後ろから隆良が、とすっ、と手刀を置く。

「──そぉいっ」

「あたっ。……ちょ、何すんのよっ！　いきなり人の頭にチョップしないでよっ！」

「お前が何か、バカなコト考えてるからだろーが……あのな、落ちつけよ。今こん生じようの別れってワケじゃねーんだ。何に協力すりゃイイのか知らんけども……パパッと行って、パパッと帰ってくるっつの。すぐだからよ──大人しく、待ってろって……な？」

「っ……そ、そんなこと、言ったって……」

　すぐに帰ってこれる保証など、どこにもない──そう言いかけた魅神だが、その横から、夜侘が隆良へと声を掛かける。

「……隆良……それしか、無いんだよね？　アリアおねーさまを救えて、皆でまた、一緒にいられるようになるためには……それしか、無いんだよね？」

「……ああ、その通りだ。政府に反旗を翻すだの、アウトローになるだの、それで平へい穏おん無事ってワケにゃ、いかねーし……これが、ベストなんだ」

「……すぐ、帰って……くるよね？」

「……おう──約束だ」

「……っ、んぅ……えいっ！」

「ん？　お……おおっ!?　なんだぁ？」

　がばっ、と隆良の胸辺りに顔をうずめ、ぎゅっ、と力を籠こめて抱だきつく夜侘──ぽりぽりと隆良が頰ほおを搔き、暫しばらく待っていると……夜侘はようやく、体を離はなした。

「信じて、待ってるから──『宿星の片割れスター・パートナー』との──約束、だよっ？」

「……ああ、分かってるっつーの！　へっ、甘えんぼだな、お前はよ！」

　ぐしゃぐしゃと、力強く夜侘の頭を撫なでる隆良──と、そこで頰を膨ふくらませた魅神が、顔を紅あかくしながら割り込む。

「わっ──私だって、信じてるわよっ！　ほらっ、さっさと行きなさいよ！　もう知らないんだからっ……好きにすればっ!?」

「お？　おお……いつの間にか、お前も納なつ得とくしたのか？　まあ、うん、行ってくるわ」

　鈍どん感かんはどこまでも罪──ちょっとそこまで、と軽いノリの隆良に、沙凪と氷莉も呆れる。

「はぁ～……『雷らい神じん』魅神も鈍感相手には、苦労しますの。……まあわたくしも、他ひ人と事ごとじゃないですケド」

「ホントだよねー……まあ、それもたからパパの、ミリョク？　……ってことで、いいのかなー……かんがえるのメンドウだし、いっかー」

「あん？　何だよ、お前ら……意味の分からんコト言いやがって」

　首を捻ひねる隆良に、ため息を吐つくしかない沙凪と氷莉──そして、ヱリコもおずおずと、隆良へと声を掛けにいく。

「あ、あの、下野根くん……その、わたし、あの……」

「ん……おお、ヱリコ。なんかお互たがい、せっかく仲間になれた、みたいな感じなのに、バタバタして悪いな？　でも、今回は……ありがとよ、お前のおかげで、助かったぜ」

「！　う、ううっ……わ、わたしなんかが、そんな、そんな……ありがとうございますごめんなさいっ！　すいませんですっ！」

「新パターン発生!?　だから、謝るなっつーの！　も、もぉよぉ……その謝り癖ぐせ、次に会う時までに、ちゃんと直しとけよ……？」

「う、うう、ごめんなさい、ごめ……じゃなくっ！　ごめんなさいですっ！」

「言い直せてない！　その謝り癖、もはや心配になるレベルだわ！」

　なかなか堂に入ってしまっている謝りっぷりである。この癖は、少しずつ直していくしかないだろう──と、そこまで黙っていたリーザが、ついに隆良に声を掛けてくる。

「……さあ、お別れは済んだかしら～？　そろそろ行くわよ～。もういい加減、待ちくたびれちゃったし～……」

「……ああ、分かってるっつの。それじゃ、皆──行ってくるからな」

　別れ際ぎわだというのに──それでも、あくまで気軽に手を振る隆良に──内心では離れたくない仲間達が、一人ずつ、順番に──声を掛けていく。

　まずはヱリコが、おどおどとしながら──

「下野根くんっ……今度は、もっと色々、お話とかしたいですからっ……早く帰ってきてくださいねっ！　あと──謝り過ぎで、ごめんなさいですっ！」

「言ってる傍そばから謝ってるよ……ま、分かったよ、またな！」

「は、はい、またっ……うぅ、最後まで謝りっぱなしで、ごめんなさいです……」

　次に氷莉が、少しだけ不満げに頰を膨らませながら──

「ぶー……あまやかしてくれるって、ビョーインでヤクソクしてたのにー……でも、しかたないからー……かえってきたら、またせたブンも……二バイ、あまやかしてよーっ」

「お、おぉ……お前、そーいうコトだけは、絶対に忘れたりしなさそうだよな……」

「だらだらすることにかけては、ちょーゼンリョクなのー……てへっ☆」

　そして沙凪は、『ある意味』ほとんどいつも通りで──

「隆良様っ、行ってらっしゃいですの……向こうにいっても、わたくし達に手紙と……そして容器か何かに詰めて、ゲルを送ってこいやっ！　こいやあっ！　ですのーっ！」

「ゼッテェェェお断りだよ！　容器に入ってたら尚なお更さらヤバそーだろがぁぁぁ！」

「チッ、隆良様はケチですの……じゃあ早く帰ってきて、直接ぶっかけますのよっ！」

　夜侘は──ほんの少し涙なみだ声ごえで、けれどそれを悟さとられぬよう隠かくしながら──

「……アタシ、信じて待ってるからっ……次に会う時は、アタシきっと、もっと成長してるからっ……期待しててねっ……隆良っ！」

「ん、まあ、成長のほうはそんな期待してねーけど……おお、信じてろよ！」

「せ、成長も期待しててよおっ！　……いってらっしゃい、隆良……」

　そして最後に、魅神は──隆良からは背を向けて、無言で佇たたずんでいた。そんな彼女へと──夜侘がそそくさと歩み寄り、つん、つん、と体を小こ突づく。

「……ほらっ、魅神……魅神ってばっ」

「っ……わ、分かってるってば！　……ふぅ……」

　一つ息を吐はき──魅神はようやく、隆良のほうを向く。そわそわと、視線をあちこちへ動かしてから──その空気に堪たえかねたかのように、威い嚇かくするように声を上げる。

「あ、アンタのことなんて──帰ってこなかったら、すぐ忘れちゃうんだからっ……それがイヤなら、精々……さっさと、帰ってくることねっ！　ふんっ！」

「…………ぷっ」

「……んなっ!?　なっ……ナニ笑ってるのよ、ちょっと──」

「いや──このシチュエーション、五年前と、ほとんど同じだな、ってよ……立場は今回、全く正反対だけどよ。ぷっ、ははっ……成長しねーなー、お前もよ？」

「えっ……五年前、って……あっ……」

　魅神は、思い出す──五年前というのは、魅神が政府の教育施し設せつへ連行され、隆良と別れた時分──そう、あの時も、魅神は確か──別れ際、同じようなことを言っていた。

　その頃ころの事を思い出してか、失笑しながらも、隆良は手をヒラヒラさせながら続ける。

「まあ、俺らはそんくらいで、『らしい』のかもな……そんじゃあな、魅神。ま、忘れられねー内に、帰ってくるよ。……アリアのこと、『よろしく頼たのんだ』ぜ」

「！　っ…………あっ」

　去りゆく隆良の背中は、不思議と遠く感じられて──魅神はその場で、煩はん悶もんする。『アリアのことを頼む』と言った隆良は──何だかあの頃より、ずっと成長して見えたのだ。

　魅神はこのまま、五年前のあの頃と同じで、良いのだろうか──憎にくまれ口を叩き、後こう悔かいして別れてしまって、本当に良いのだろうか──五年前だって、本当は憎まれ口を叩きたかったわけではない。もっと、別のコトを──言いたかったのだ。

　けれど、何て言えば良いのだろう──去りゆく彼に、何を言いたいのだろう。魅神は何を、望んでいるのだろう。

　それは、きっと──ほんの少しだけ、素す直なおになれば──言えるコト。

「っ────バカ隆良っ！」

「……んあ？　なんだよ……」

「………………」

　最後にもう一度、振ふり向いた隆良へと、魅神は──

「────またねっ！」

「えっ……────！」

　隆良へと、再会を望む言葉と共に──初めてとも言える、素直な笑顔を──向けた。

「……ふ、ふふんっ……だっ♪」

　顔を真っ赤にしながら、けれど『どんなもんだ』とばかりに胸を張る、そんな魅神の笑え顔がおは輝かがやいていて──放心状態で思わず呆あつ気けに取られていた隆良だが、そこでリーザに手を引かれ、無理やり動かされた。

「下野根ちゃん、早く行くわよ～？　こんな調子じゃ、日付が変わっちゃうわよ～」

「……あ……ああ。……ああ」

　リーザに促うながされ、部屋を出る隆良──背中には、まだ仲間達の声が届いてくる。

「……へへっ、ったく、しょうがねーな……アイツらも」

　そんなことを口にしながらも、仲間がいると、そう思えば隆良の心は晴れ渡わたる。

　……そして──

『────またねっ！』

　魅神の素直な言葉と──初めて見た、心からの笑顔を思い出し、

「…………へへっ」

　何となく、くすぐったいような気持ちになりながら──隆良は、改めて思う。

（……このリーザって奴やつが、俺に何を望んでんのか、向こうで一体何をさせようとしてんのか……そんなコト、分かりゃしねーけど……）

　そんな一いち抹まつの不安を抱きながらも──それでも隆良の心は、常に前を向いている。

（たとえ、何が待ってたとしても──俺は絶対に、負けねぇ！　さっさと全部、乗り越こえて──すぐにアイツらの所に、帰ってきてやらぁ！）

　読み取れないリーザの思惑おもわく、それが何であれ、恐おそれることなどなく──隆良は長い廊ろう下かを、力強い足取りで進んでいくのだった。
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　またお目にかかることが出来て光栄です、初はつ美み陽よう一いちでございます。

　早いもので『ライジン×ライジン』も、ついに五巻……ここまで来ることが出来たのは、ひとえに読者の皆様のおかげでございます。本当に、本当にありがとうございます……！　五巻になっても変わらず、溢あふれる感謝を述べずにはいられません……！




　それにしても、とうとう五巻……大きな節目に到達することが出来て感かん慨がい深いのと同時に、ふと考えてしまうことがあるのです。

　隆たか良ら達は、一巻の頃と比べて──どう『成長』したのだろうか、と。

　チームを組むことになり、凸凹でこぼこながらも様々な障害を乗り越えてきて、隆良達へと及ぼした変化──それは『異能』のことでもあり、『心身』のことでもあるはず……。

　この五巻で起こる出来事を通して、隆良達の『成長』ぶりを楽しんで頂ければ、幸いでございます──そして彼らの、まだまだ続く物語を、どうか余すことなく味わって頂ければ……初美にとって、それに勝る喜びはございません。

　隆良達の『成長ライジング』の物語──どうかどうか、末永くお付き合いくださいませ……！

　……ところで『成長』といえば……『少女の成長』というワードに、ちょっと昂たかぶるものを抑えきれません。あどけない少女が、少しずつ成長していき、以前とは違った表情を見せ始める……フゥ～～～……そういう『成長』を想像するだけで、下品ですが私……フフ……ぼ、ぼ……『ぶっ飛んでボラーレ・ヴイーア』しまいましてね……。

　一巻の頃と比べて──ヒロイン達の『心身』はどう成長したのか。おやおや、ちょっと前より膨らんでいる部分がないカイ？　言ってみ？　恥じらいに顔を赤くしつつ、言ってみ？　……魅み神かん達へのセクハラ攻撃を、余すことなく楽しんで頂ければ……初美にとって、それに勝る喜びはございません。

　魅神、夜よ侘わび、沙さ凪なぎ、氷こお莉り、そして今回登場したヱリコと──ここからが本番のアリアの『少女の成長ライジング』の物語──どうかどうか、末永くお付き合いくださいませ……！

　えっ、隆良はどうしたのかって……？　すいません、今ちょっと男の話とか聞きたくないんで！（私はもう、どうしようもないを通り越して心底最悪だなしかし！）




　もちろん、パルプピロシさんにも、一巻の頃からずっと素晴らしいイラストを描いて頂き、感謝の念が留とどまるところを知りません。今回は『異能』を持たない普通の少女──『普通』というのが逆に特徴のヱリコを巧みに描いて頂き、本当にありがとうございました。イラストの可愛かわいさに今回も打ち震えさせて頂きました……！

　越阪部おさかべワタルさんにもピロシさんと同様、一巻の頃から秀逸なセンスで素晴らしいデザインをして頂き、改めて御礼を申し上げたい次第です。初美には持ち得ない、見事なセンス……いえむしろ、お美事でございまする……！

　更にコミックスでもお世話になっている福ふく原はら蓮れん士じ先生にも、常々感謝し尽くしております。この二○一三年の三月に『コミックス版・ライジン×ライジン・二巻』が出ていますので、是非お手に取って頂ければ幸い……ゲル増量サービス中でございます、ゲル大盛りなのです……フフフ（さりげに宣伝……初美は本当に汚いヤツですよ、二重の意味で！）。

　そしてもちろん、読者の皆様がいてこそ成り立っている『ライジン×ライジン』……多くの方々に支えられている幸せものな本作は、まだまだ走り続けていきます！

　それでは重ねて、いつものように御礼申し上げつつ失礼いたします。

　皆様本当に、いつもありがとうございます──相変わらずの未熟者ではございますが、今後ともお付き合い頂ければ、無上の喜びでございます！
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